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１ 本報告書の位置づけ

本報告書は、沖縄県振興審議会に諮問された沖縄２１世紀ビジョン基本計
画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）について、離島過疎地域振興部
会における調査審議結果をとりまとめたものである。

２ 離島過疎地域振興部会の概要

⑴ 離島過疎地域振興部会の所掌事務について
沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、離島過疎地域振興部

会は「離島過疎地域の振興、定住条件の整備等に関すること」を所掌す
ることとされている（沖縄県振興審議会運営要綱第２条）。

⑵ 離島過疎地域振興部会の調査審議箇所について
沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素

案）のうち、離島過疎地域振興部会における調査審議箇所については、
次のとおりである。なお、他の部会と一部重複する箇所がある。

○第１章 総説
１ これまでの沖縄振興の総括
２ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画の成果と課題
３ 今後の沖縄振興の考え方
４ 今後の沖縄振興の方向性
⑺ 離島の条件不利性克服

５ 本報告書の位置づけ

○第２章 沖縄振興の現状と課題
２ これまでの沖縄振興の分野別検証
⑴ 沖縄らしい優しい社会の構築
オ 離島振興（定住条件整備）

⑵ 強くしなやかな自立型経済の構築
ケ 離島振興（産業振興）

３ 社会経済フレーム（計画展望値）の動向
⑴ 人口の動向

○第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策
２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して
⑺ 共助・共創型地域づくりの推進
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３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
⑾ 離島の定住条件の整備
ア 交通・生活コストの低減
イ 生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉における住民

サービスの向上
ウ 交通基盤の整備と交通ネットワークの充実強化
エ 過疎・辺地地域の振興

⑿ 離島の特色を生かした産業振興と新たな展開
ア 観光リゾート産業の振興
イ 農林水産業の振興
ウ 特産品開発やプロモーションなどマーケティング支援等

の強化
エ 離島を支える多様な人材の育成
オ 交流と貢献による離島の新たな振興

○第４章 克服すべき沖縄の固有課題
２ 離島の条件不利性克服と国益貢献
⑴ 交通・生活コストの低減
⑵ 生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉における住民

サービスの向上
⑶ 交通基盤の整備と交通ネットワークの充実強化
⑷ 過疎・辺地地域の振興
⑸ 観光リゾート産業の振興
⑹ 農林水産業の振興
⑺ 特産品開発やプロモーションなどマーケティング支援等

の強化
⑻ 離島を支える多様な人材の育成
⑼ 交流と貢献による離島の新たな振興

○第５章 圏域別展開
１ 北部圏域
２ 中部圏域
３ 南部圏域
４ 宮古圏域
５ 八重山圏域

⑶ 離島過疎地域振興部会の構成について
離島過疎地域振興部会の構成は次のとおりである。
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◎嘉数 啓 琉球大学名誉教授
○上妻 毅 一般社団法人ニュー・パブリック・ワークス

代表理事
新垣 盛雄 一般社団法人沖縄旅客船協会会長
鯨本 あつこ 特定非営利活動法人離島経済新聞社統括編集長
金城 清典 琉球エアーコミューター株式会社代表取締役社長
古謝 安子 琉球大学医学部講師（元琉球大学医学部教授）
崎原 永作 公益社団法人地域医療振興協会理事
富永 千尋 琉球大学研究推進機構研究企画室特命教授
外間 守吉 沖縄県離島振興協議会会長（与那国町長）
諸見里 安敏 沖縄県離島海運振興株式会社代表取締役社長
山城 定雄 公益社団法人沖縄県地域振興協会

プログラムオフィサー
龍 秀樹 株式会社ＮＴＴドコモ九州支社沖縄支店長

※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 離島過疎地域振興部会の開催実績について
離島過疎地域振興部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回離島過疎地域振興部会
日時：令和元年８月20日（火）10:00～12:00
場所：南部合同庁舎９階会議室
議題：
１ 委嘱状交付式
２ 今後のスケジュール、部会の運営等について
３ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等

総点検報告書（素案）全体概要について
４ 調査審議
⑴ 総点検報告書（素案） 第２章 沖縄振興の現状と課題
⑵ その他（意見）

〇第２回離島過疎地域振興部会
日時：令和元年９月17日（火）14:00～16:00
場所：県庁６階第２特別会議室
議題：
１ 今後の審議の進め方等について
⑴ 委員意見の取扱い
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⑵ 総点検報告書（素案）巻末資料（離島関係）
２ 第１回部会における確認事項等について
３ 調査審議

検討テーマ「離島の定住条件の整備」
総点検報告書（素案）該当箇所
第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策
第４章 克服すべき沖縄の固有課題
第５章 圏域別展開

〇第３回離島過疎地域振興部会
日時：令和元年10月11日（金）14:00～16:00
場所：離島児童生徒支援センター
議題：
１ 今後の審議の進め方等について
⑴ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画等検証シートについて
⑵ 総合部会からの申し送り事項について

２ 第１回、第２回部会委員意見の審議結果（案）について
３ 調査審議

検討テーマ「離島の特色を生かした産業の振興と新たな課題」
総点検報告書（素案）該当箇所
第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策
第４章 克服すべき沖縄の固有課題
第５章 圏域別展開

〇第４回離島過疎地域振興部会
日時：令和元年10月23日（水）14:00～16:00
場所：県立図書館ホール
議題：
１ 産業振興部会からの申し送り事項について
２ 第１～３回部会における委員意見の審議結果（案）について
３ 調査審議

検討テーマ「人材育成・交流推進」
総点検報告書（素案）該当箇所
第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策
第４章 克服すべき沖縄の固有課題
第５章 圏域別展開

〇第５回離島過疎地域振興部会
日時：令和元年11月12日（火）10：00～12：00
場所：離島児童生徒支援センター
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議題：
１ 離島過疎地域振興部会における委員意見に対する審議結果（案）

等について
２ 離島過疎地域振興部会における調査審議結果報告書（案）

について
３ 報告事項
(1) SDGsと沖縄２１世紀ビジョン基本計画の関係
(2) 今後のスケジュール（案）

３ 離島過疎地域振興部会における調査審議結果

⑴ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素
案）に対する修正意見について
沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素

案）に対する修正意見については、別紙１（沖縄２１世紀ビジョン基本
計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）に対する修正意見審議結
果一覧（離島過疎地域振興部会））のとおりである。

⑵ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題について
離島過疎地域振興部会における調査審議の過程において、重要性を増

した課題及び新たに生じた課題として特定すべき事項について、別紙２
（重要性を増した課題及び新たに生じた課題の一覧（離島過疎地域振興
部会））のとおりとりまとめた。

⑶ 自由意見について
離島過疎地域振興部会における調査審議の過程において、⑴及び⑵以

外の意見について、別紙３（自由意見の一覧（離島過疎地域振興部会））
のとおりとりまとめた。
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他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

6
2

9
6

4
0

石
油

製
品

の
輸

送
費

補
助

を
行

っ
て

い
る

。
昭

和
4
7
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
の

補
助

実
績

は
約

3
1
7
億

円

石
油

製
品

の
輸

送
費

補
助

を
行

っ
て

い
る

。
昭

和
4
7
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
の

補
助

実
績

は
約

3
2
7
億

円

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 8 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

7
2

9
7

3

物
価

の
安

定
に

関
す

る
離

島
住

民
の

満
足

度
は

大
き

く
向

上
し

て
い

る
。

物
価

の
安

定
に

関
す

る
離

島
住

民
の

満
足

度
は

 大
き

く
向

上
し

て
い

る
。

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

8
2

9
7

3
2

ま
た

、
高

速
移

動
手

段
で

あ
る

航
空

路
線

の
確

保
は

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

運
航

費
補

助
及

び
航

空
機

購
入

費
補

助
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
航

空
機

の
就

航
し

て
い

な
い

空
港

を
有

す
る

離
島

に
つ

い
て

は
、

航
空

会
社

及
び

地
元

自
治

体
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

検
討

を
行

い
、

路
線

の
確

保
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
高

速
移

動
手

段
で

あ
る

航
空

路
線

の
確

保
は

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

運
航

費
補

助
及

び
航

空
機

購
入

費
補

助
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
離

島
航

空
路

線
を

担
う
人

材
の

確
保

を
含

め
た

離
島

航
空

路
線

の
確

保
に

係
る

諸
課

題
に

つ
い

て
関

係
者

と
連

携
し

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
さ

ら
に

、
航

空
機

の
就

航
し

て
い

な
い

空
港

を
有

す
る

離
島

に
つ

い
て

は
、

航
空

会
社

及
び

地
元

自
治

体
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

検
討

を
行

い
、

路
線

の
確

保
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

乗
務

員
だ

け
で

な
く
空

港
を

担
う
人

材
な

ど
、

今
後

の
離

島
航

空
路

を
守

る
人

材
を

育
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 9 －
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 ）

本
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 （
 修

 正
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結
　

果

9
2

9
7

3
7

港
湾

に
つ

い
て

は
、

離
島

住
民

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
を

確
保

す
る

上
で

極
め

て
重

要
で

あ
る

た
め

、
安

全
で

安
定

し
た

海
上

交
通

を
確

保
・
維

持
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

岸
壁

や
浮

桟
橋

等
の

整
備

を
進

め
る

ほ
か

、
就

航
率

や
荷

役
効

率
の

向
上

に
向

け
た

港
湾

施
設

の
改

良
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

海
上

交
通

に
つ

い
て

は
、

離
島

住
民

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
を

確
保

す
る

上
で

極
め

て
重

要
で

あ
る

た
め

、
安

全
で

安
定

し
た

海
上

交
通

を
確

保
・
維

持
す

る
と

と
も

に
、

港
湾

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
岸

壁
や

浮
桟

橋
等

の
整

備
を

進
め

る
ほ

か
、

就
航

率
や

荷
役

効
率

の
向

上
に

向
け

た
港

湾
施

設
の

改
良

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
利

用
者

の
減

少
や

船
員

の
確

保
な

ど
経

営
面

の
課

題
を

抱
え

る
航

路
事

業
者

や
航

路
毎

の
事

情
を

踏
ま

え
、

関
係

者
が

連
携

し
て

必
要

な
施

策
を

講
じ

る
こ

と
に

よ
り

、
離

島
航

路
を

確
保

・
維

持
す

る
必

要
が

あ
る

。

港
湾

の
重

要
性

が
書

か
れ

て
い

る
が

、
離

島
住

民
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、

ま
ず

離
島

航
路

の
重

要
性

を
は

っ
き

り
打

ち
出

す
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

静
穏

度
・
欠

航
率

の
観

点
か

ら
現

状
の

港
湾

を
改

良
す

る
だ

け
で

は
済

ま
な

い
問

題
が

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
地

域
毎

、
離

島
毎

に
整

理
し

て
い

か
な

い
と

解
決

策
に

至
ら

な
い

。
さ

ら
に

、
今

後
船

員
の

確
保

が
厳

し
く
な

る
中

に
お

い
て

、
法

律
を

遵
守

し
つ

つ
、

船
を

安
全

・
安

定
的

に
運

用
す

る
た

め
に

は
、

船
員

を
確

保
す

こ
と

が
重

要
と

な
っ

て
く
る

。

バ
リ
ア

フ
リ
ー

に
つ

い
て

は
港

湾
設

備
の

タ
ー

ミ
ナ

ル
と

か
を

考
え

て
い

る
か

ど
う
か

。
こ

の
港

湾
施

設
の

中
に

タ
ー

ミ
ナ

ル
の

設
置

な
ど

、
そ

う
い

っ
た

も
の

も
含

ま
れ

て
い

る
の

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 10 －
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本
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意
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1
0

2
9
8

2
8

－

（
追

加
）

さ
ら

に
医

師
以

外
の

医
療

者
P

T
・
O

T
・
S
T
や

栄
養

士
な

ど
慢

性
疾

患
患

者
を

支
援

す
る

専
門

職
者

の
巡

回
指

導
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

医
師

の
み

で
な

く
医

療
専

門
職

者
の

記
述

が
必

要
で

あ
る

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
専

門
医

に
よ

る
離

島
の

巡
回

診
療

の
枠

組
み

は
、

県
が

医
師

や
看

護
師

等
の

医
療

ス
タ

ッ
フ

を
確

保
し

派
遣

を
行

っ
て

お
り

、
事

業
実

施
に

伴
う

診
療

報
酬

は
、

診
療

所
の

収
入

と
し

事
業

を
推

進
し

て
い

る
。

　
「
医

師
以

外
の

医
療

者
P

T
・
O

T
・
S
T
や

栄
養

士
な

ど
慢

性
疾

患
患

者
を

支
援

す
る

専
門

職
者

の
巡

回
指

導
」
に

つ
い

て
は

、
訪

問
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

等
が

必
要

な
要

介
護

者
に

対
す

る
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
の

渡
航

費
を

、
島

し
ょ
型

福
祉

サ
ー

ビ
ス

総
合

支
援

事
業

（
一

括
交

付
金

事
業

：
県

分
）
に

よ
り

補
助

し
て

お
り

、
同

様
の

趣
旨

を
5
7
4

ペ
ー

ジ
1
6
行

か
ら

1
7
行

に
か

け
て

記
載

さ
れ

て
い

る
。

1
1

2
9
8

2
9

さ
ら

に
、

離
島

市
町

村
に

お
け

る
高

齢
化

率
は

本
島

と
比

較
し

て
高

く
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

の
基

盤
整

備
は

本
島

と
比

較
し

て
遅

れ
て

い
る

。

さ
ら

に
、

離
島

市
町

村
の

高
齢

化
率

は
本

島
と

比
較

し
て

高
い

が
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

等
の

基
盤

整
備

は
十

分
で

は
な

く
、

必
要

と
さ

れ
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

も
各

離
島

で
異

な
っ

て
い

る
。

本
島

と
の

比
較

で
遅

れ
を

示
す

意
義

は
な

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
2

2
9
8

3
1

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
確

保
、

基
盤

拡
充

を
図

る
と

と
も

に
、

利
用

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

地
域

の
実

情
に

応
じ

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

事
業

者
の

運
営

費
や

各
専

門
職

等
の

渡
航

費
を

支
援

す
る

等
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
確

保
、

基
盤

拡
充

を
図

る
と

と
も

に
、

利
用

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
促

進
で

き
る

支
援

が
必

要
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 11 －
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1
3

2
9
9

1
1

各
学

校
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、

遠
隔

授
業

等
の

検
討

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

情
報

通
信

技
術

等
を

活
用

し
た

教
育

を
支

援
す

る
た

め
、

離
島

地
区

の
学

校
に

お
い

て
通

信
回

線
及

び
情

報
機

器
等

の
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
各

学
校

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

、
引

き
続

き
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

遠
隔

教
育

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

離
島

及
び

へ
き

地
校

に
お

い
て

は
、

学
び

の
時

間
、

場
所

に
と

ら
わ

れ
な

い
タ

ブ
レ

ッ
ト

機
器

等
の

活
用

が
有

効
で

あ
る

と
考

え
る

。
特

に
教

育
の

IC
T
化

は
現

在
の

4
G

技
術

で
十

分
に

実
現

可
能

。
（
離

島
で

の
実

績
あ

り
）
教

育
の

IC
T
化

は
特

に
最

優
先

で
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

も
の

と
考

え
る

。

離
島

に
お

け
る

公
平

な
教

育
機

会
を

確
保

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

具
体

的
に

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
従

来
の

対
策

（
非

常
勤

講
師

派
遣

）
に

加
え

、
県

事
業

に
よ

り
充

実
し

つ
つ

あ
る

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
環

境
を

活
用

し
た

遠
隔

教
育

を
例

に
あ

げ
て

み
た

の
で

、
ご

検
討

く
だ

さ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
4

2
1
3
8

1
1

こ
の

こ
と

か
ら

、
バ

ス
レ

ー
ン

の
拡

充
、

交
通

結
節

点
の

整
備

な
ど

に
よ

る
基

幹
バ

ス
シ

ス
テ

ム
の

導
入

や
、

公
共

交
通

へ
の

利
用

転
換

を
図

る
Ｔ

Ｄ
Ｍ

（
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
施

策
の

推
進

、
路

線
バ

ス
の

自
動

運
転

化
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
な

ど
、

持
続

的
な

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

よ
う
引

き
続

き
環

境
改

善
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
バ

ス
レ

ー
ン

の
拡

充
、

交
通

結
節

点
の

整
備

な
ど

に
よ

る
基

幹
バ

ス
シ

ス
テ

ム
の

導
入

や
、

公
共

交
通

へ
の

利
用

転
換

を
図

る
Ｔ

Ｄ
Ｍ

（
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
施

策
の

推
進

、
新

た
な

交
通

手
段

と
IT

技
術

を
活

用
し

た
シ

ー
ム

レ
ス

な
移

動
環

境
の

検
討

、
乗

務
員

な
ど

必
要

な
人

材
の

確
保

、
開

発
が

進
む

自
動

運
転

技
術

を
応

用
し

た
運

行
支

援
な

ど
、

持
続

的
な

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

よ
う
引

き
続

き
環

境
改

善
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

沖
縄

の
観

光
名

所
や

施
設

等
は

本
島

、
離

島
に

広
く
点

在
し

て
お

り
、

離
島

県
で

あ
る

沖
縄

で
は

空
港

や
港

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
重

要
で

あ
る

が
、

運
転

手
不

足
等

で
十

分
な

移
動

手
段

の
提

供
が

で
き

ず
、

観
光

客
の

み
な

ら
ず

地
域

住
民

の
生

活
に

も
影

響
が

出
て

い
る

。
公

共
交

通
機

関
の

ハ
ー

ド
面

の
整

備
に

加
え

、
そ

れ
を

担
う
人

材
の

育
成

確
保

は
離

島
県

で
あ

る
沖

縄
の

産
業

振
興

を
図

る
う
え

で
最

も
重

要
な

課
題

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か

。

海
上

交
通

を
担

う
人

材
の

育
成

に
加

え
、

バ
ス

等
公

共
交

通
機

関
を

担
う
人

材
育

成
の

視
点

を
追

記
し

て
ほ

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 12 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
5

2
2
1
9

1
2

平
成

2
8
年

に
は

3
7
4
万

人
に

達
し

、
平

成
2
9
年

に
は

4
1
4
万

人
に

達
し

、
図

表
や

本
文

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

に
つ

い
て

、
古

い
デ

ー
タ

が
あ

る
た

め
、

可
能

で
あ

れ
ば

最
新

値
に

更
新

し
て

は
ど

う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
6

2
2
2
0

2
0

平
成

2
8
年

の
観

光
客

数
は

3
7
4
万

人
に

達
し

、
平

成
2
9
年

の
観

光
客

数
は

4
1
4
万

人
に

達
し

、
図

表
や

本
文

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

に
つ

い
て

、
古

い
デ

ー
タ

が
あ

る
た

め
、

可
能

で
あ

れ
ば

最
新

値
に

更
新

し
て

は
ど

う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 13 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7

2
2
2
0

1
7

【
図

表
2
-
2
-
2
-
9
-
2
】
離

島
へ

の
観

光
客

数
の

推
移

最
新

値
で

あ
る

平
成

2
9
年

、
4
1
4
万

人
に

更
新

す
る

。
図

表
や

本
文

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

に
つ

い
て

、
古

い
デ

ー
タ

が
あ

る
た

め
、

可
能

で
あ

れ
ば

最
新

値
に

更
新

し
て

は
ど

う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
8

2
2
2
0

2
0

【
図

表
2
-
2
-
2
-
9
-
3
】
離

島
市

町
村

に
お

け
る

宿
泊

施
設

の
収

容
人

員
・

軒
数

の
推

移

平
成

2
9
年

度
の

実
績

を
追

加
し

て
図

表
を

修
正

す
る

。

軒
数

：
1
,8

7
4
軒

収
容

人
員

：
4
2
,2

3
4
人

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
9

2
2
2
3

1
2

平
成

2
7
年

に
１

万
４

千
ト

ン
と

な
っ

た
。

生
産

量
は

、
平

成
2
6
年

に
は

１
万

４
千

ト
ン

台
ま

で
回

復
し

た
。

2
6
年

か
ら

回
復

し
て

い
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 14 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
0

2
3
0
0

1
4

【
図

表
2
‐
3
‐
2
0
】

「
女

性
」
の

系
列

に
凡

例
を

表
示

す
る

沖
縄

　
　

　
全

国

【
図

表
2
‐
3
‐
2
0
】
の

右
側

の
凡

例
が

表
示

さ
れ

て
い

な
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

2
1

2
3
0
0

2
7

【
図

表
2
‐
3
‐
2
1
】

「
女

性
」
の

系
列

に
凡

例
を

表
示

す
る

沖
縄

　
　

　
全

国

【
図

表
2
‐
3
‐
2
1
】
の

右
側

の
凡

例
が

表
示

さ
れ

て
い

な
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

2
2

3
3
4
0

3
3

－

（
3
3
行

目
に

続
け

て
）

ま
た

、
平

成
2
0
年

8
月

、
県

内
流

通
事

業
者

、
沖

縄
県

ご
み

減
量

推
進

会
議

及
び

沖
縄

県
の

３
者

で
「
沖

縄
県

に
お

け
る

レ
ジ

袋
削

減
に

向
け

た
取

組
に

関
す

る
協

定
」
を

締
結

し
、

同
年

1
0
月

か
ら

レ
ジ

袋
有

料
化

を
行

っ
て

い
る

。
（
平

成
3
1
年

３
月

時
点

で
流

通
事

業
者

1
1
社

2
7
7
店

舗
）

漂
着

ご
み

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
実

績
を

踏
ま

え
、

さ
ら

に
活

動
を

拡
げ

て
い

く
と

い
う
書

き
込

み
が

期
待

で
き

る
。

沖
縄

県
は

比
較

的
早

く
漂

着
ご

み
（
対

策
）
に

着
手

し
、

レ
ジ

袋
の

有
料

化
な

ど
も

先
進

的
に

取
り

組
ん

だ
実

績
が

あ
る

。

海
ご

み
の

処
理

を
ど

う
し

て
い

く
の

か
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 15 －
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紙
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 （
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意
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 案
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 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
3

3
3
4
3

1
4

海
岸

漂
着

物
の

適
正

処
理

等
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

国
の

補
助

金
を

活
用

し
た

事
業

に
よ

り
海

岸
漂

着
物

を
回

収
・
処

理
す

る
と

と
も

に
、

ま
る

ご
と

沖
縄

ク
リ
ー

ン
ビ

ー
チ

（
県

下
一

斉
海

岸
清

掃
）
の

取
組

に
よ

り
、

海
岸

の
景

観
や

環
境

保
全

に
寄

与
し

た
。

海
岸

漂
着

物
の

適
正

処
理

等
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

国
の

補
助

金
を

活
用

し
、

漂
着

の
状

況
等

を
調

査
す

る
と

と
も

に
、

海
岸

漂
着

物
の

発
生

抑
制

対
策

及
び

回
収

・
処

理
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
海

岸
漂

着
物

に
関

す
る

調
査

で
は

、
漂

着
物

の
現

存
量

調
査

を
行

う
と

と
も

に
、

経
年

変
化

を
把

握
す

る
漂

着
量

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
調

査
を

実
施

し
た

。
そ

の
結

果
、

平
成

2
9
～

3
0
年

度
の

県
全

体
の

現
存

量
は

約
6
,8

7
1
m

3
で

あ
り

、
そ

の
半

分
を

八
重

山
諸

島
が

占
め

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

過
半

を
海

外
製

の
も

の
が

占
め

て
い

た
。

加
え

て
、

流
出

源
調

査
と

し
て

河
川

の
ご

み
量

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

陸
域

か
ら

の
影

響
も

確
認

さ
れ

た
ほ

か
、

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
関

す
る

調
査

で
は

、
調

査
し

た
1
3
海

岸
全

て
の

砂
浜

か
ら

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
確

認
さ

れ
る

と
と

も
に

、
海

岸
に

生
息

す
る

生
物

の
体

内
か

ら
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

が
見

つ
か

っ
た

。

「
海

岸
漂

着
物

の
回

収
・
処

理
」
に

つ
い

て
は

、
十

分
な

取
組

み
が

行
わ

れ
て

き
た

と
言

え
る

か
疑

問
で

あ
る

。
長

年
に

わ
た

っ
て

大
量

の
漂

着
が

繰
り

返
さ

れ
、

生
態

系
等

に
多

大
な

負
の

影
響

を
与

え
て

い
る

。
特

に
緊

急
性

の
高

い
「
危

険
・
有

害
な

漂
着

物
」
に

つ
い

て
、

早
急

に
実

態
の

把
握

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
市

町
村

と
と

も
に

、
対

策
に

必
要

な
措

置
を

国
に

強
く
求

め
る

べ
き

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

2
4

3
3
4
3

1
7

－

【
図

表
3
-
3
-
1
1
-
1
】
と

し
て

「
漂

着
ご

み
量

H
2
9
,3

0
残

存
量

」
を

追
加

し
て

、
引

き
続

い
て

以
下

を
追

加
。

海
岸

漂
着

物
の

回
収

処
理

で
は

、
住

民
向

け
及

び
回

収
事

業
者

向
け

の
海

岸
清

掃
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
策

定
し

、
関

係
者

の
役

割
分

担
や

流
木

及
び

危
険

漂
着

物
等

の
回

収
体

制
を

構
築

し
、

平
成

2
3

年
度

か
ら

海
岸

管
理

者
、

市
町

村
と

連
携

し
て

海
岸

漂
着

物
の

回
収

処
理

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

、
平

成
3
0
年

度
ま

で
に

約
3
0
,0

0
0
m

3
（
約

4
,5

0
0
ト

ン
）
の

漂
着

物
を

回
収

処
理

し
た

。
ま

た
、

海
岸

漂
着

物
の

中
に

は
、

内
容

物
が

不
明

な
廃

ポ
リ
タ

ン
ク

や
、

注
射

針
な

ど
の

医
療

系
廃

棄
物

、
電

球
な

ど
の

危
険

・
有

害
な

漂
着

物
も

確
認

さ
れ

た
。

「
海

岸
漂

着
物

の
回

収
・
処

理
」
に

つ
い

て
は

、
十

分
な

取
組

み
が

行
わ

れ
て

き
た

と
言

え
る

か
疑

問
で

あ
る

。
長

年
に

わ
た

っ
て

大
量

の
漂

着
が

繰
り

返
さ

れ
、

生
態

系
等

に
多

大
な

負
の

影
響

を
与

え
て

い
る

。
特

に
緊

急
性

の
高

い
「
危

険
・
有

害
な

漂
着

物
」
に

つ
い

て
、

早
急

に
実

態
の

把
握

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
市

町
村

と
と

も
に

、
対

策
に

必
要

な
措

置
を

国
に

強
く
求

め
る

べ
き

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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2
5

3
3
4
3

1
7

－

【
図

表
3
-
3
-
1
1
-
2
】
と

し
て

「
漂

着
物

の
種

類
及

び
発

生
国

内
訳

H
2
9
,3

0
調

査
」
を

追
加

。
「
海

岸
漂

着
物

の
回

収
・
処

理
」
に

つ
い

て
は

、
十

分
な

取
組

み
が

行
わ

れ
て

き
た

と
言

え
る

か
疑

問
で

あ
る

。
長

年
に

わ
た

っ
て

大
量

の
漂

着
が

繰
り

返
さ

れ
、

生
態

系
等

に
多

大
な

負
の

影
響

を
与

え
て

い
る

。
特

に
緊

急
性

の
高

い
「
危

険
・
有

害
な

漂
着

物
」
に

つ
い

て
、

早
急

に
実

態
の

把
握

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
市

町
村

と
と

も
に

、
対

策
に

必
要

な
措

置
を

国
に

強
く
求

め
る

べ
き

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

2
6

3
3
4
3

1
7

－

【
図

表
3
-
3
-
1
1
-
3
】
と

し
て

「
平

成
2
3
年

度
～

平
成

3
0
年

度
海

岸
漂

着
物

回
収

実
績

」
の

表
、

「
県

内
の

漂
着

ご
み

の
状

況
か

ら
対

策
ま

で
を

学
べ

る
全

８
ペ

ー
ジ

の
普

及
啓

発
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

（
H

2
6
年

度
）
」
の

画
像

を
追

加
し

て
、

引
き

続
い

て
以

下
を

追
加

。

発
生

抑
制

対
策

と
し

て
は

、
県

内
小

中
学

生
な

ど
を

対
象

と
し

た
教

材
の

作
成

及
び

環
境

教
育

の
実

施
、

中
国

・
台

湾
の

民
間

団
体

や
自

治
体

と
の

連
携

・
情

報
交

換
を

目
的

と
し

た
海

外
交

流
事

業
な

ど
を

実
施

し
た

。

「
海

岸
漂

着
物

の
回

収
・
処

理
」
に

つ
い

て
は

、
十

分
な

取
組

み
が

行
わ

れ
て

き
た

と
言

え
る

か
疑

問
で

あ
る

。
長

年
に

わ
た

っ
て

大
量

の
漂

着
が

繰
り

返
さ

れ
、

生
態

系
等

に
多

大
な

負
の

影
響

を
与

え
て

い
る

。
特

に
緊

急
性

の
高

い
「
危

険
・
有

害
な

漂
着

物
」
に

つ
い

て
、

早
急

に
実

態
の

把
握

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
市

町
村

と
と

も
に

、
対

策
に

必
要

な
措

置
を

国
に

強
く
求

め
る

べ
き

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 17 －



別
紙
１

番
号

章
頁
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 （
 修

 正
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結
　

果

2
7

3
3
4
3

4
2

　
海

岸
漂

着
物

の
適

正
処

理
等

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
県

内
各

地
の

海
岸

に
お

い
て

、
海

外
か

ら
と

思
わ

れ
る

漁
具

や
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
等

の
ご

み
が

大
量

に
漂

着
し

、
自

然
環

境
に

重
大

な
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

ほ
か

、
海

岸
景

観
の

悪
化

に
よ

り
観

光
資

源
と

し
て

の
価

値
の

低
下

等
を

招
い

て
い

る
。

　
ま

た
、

平
成

2
6
年

度
以

降
の

調
査

で
、

県
内

の
海

岸
に

生
息

す
る

ヤ
ド

カ
リ
等

の
内

蔵
か

ら
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

が
見

つ
か

っ
て

い
る

。

　
海

岸
漂

着
物

の
適

正
処

理
等

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
海

岸
漂

着
物

は
回

収
し

て
も

繰
り

返
し

漂
着

す
る

た
め

、
継

続
し

て
回

収
・
処

理
を

行
う
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
漂

着
物

の
処

理
が

で
き

な
い

離
島

も
あ

り
、

海
上

輸
送

費
が

か
さ

み
、

処
理

コ
ス

ト
が

高
く

な
る

こ
と

が
あ

る
ほ

か
、

漂
着

物
に

付
着

す
る

塩
分

の
影

響
に

よ
り

、
焼

却
施

設
に

よ
る

処
理

が
困

難
に

な
る

場
合

が
あ

る
。

　
漂

着
ご

み
の

発
生

源
は

、
国

内
・
国

外
由

来
の

も
の

の
ほ

か
、

道
路

側
溝

や
河

川
を

経
由

し
て

流
出

す
る

も
の

も
あ

り
、

県
内

に
お

け
る

対
策

も
重

要
で

あ
る

。

漂
着

ご
み

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
実

績
を

踏
ま

え
、

さ
ら

に
活

動
を

拡
げ

て
い

く
と

い
う
書

き
込

み
が

期
待

で
き

る
。

沖
縄

県
は

比
較

的
早

く
漂

着
ご

み
（
対

策
）
に

着
手

し
、

レ
ジ

袋
の

有
料

化
な

ど
も

先
進

的
に

取
り

組
ん

だ
実

績
が

あ
る

。

海
ご

み
の

処
理

を
ど

う
し

て
い

く
の

か
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

2
8

3
3
4
4

6

こ
の

こ
と

か
ら

、
海

岸
漂

着
物

に
よ

る
周

辺
環

境
へ

の
影

響
に

つ
い

て
調

査
を

進
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

漂
着

物
の

発
生

源
対

策
の

強
化

や
効

率
的

な
回

収
処

理
体

制
の

構
築

が
必

要
で

あ
る

。

こ
の

こ
と

か
ら

、
本

県
の

観
光

資
源

で
あ

る
美

し
い

海
浜

の
景

観
を

守
り

、
サ

ン
ゴ

礁
、

干
潟

等
に

お
け

る
生

物
の

多
様

性
を

確
保

し
、

自
然

豊
か

な
環

境
を

保
全

す
る

た
め

、
海

岸
漂

着
物

問
題

を
新

た
な

課
題

と
し

て
位

置
づ

け
、

海
岸

漂
着

物
や

有
害

物
質

に
よ

る
周

辺
環

境
及

び
生

態
系

へ
の

影
響

に
つ

い
て

調
査

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
効

率
的

な
回

収
処

理
体

制
の

構
築

、
継

続
的

な
回

収
処

理
の

実
施

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

に
よ

る
海

岸
清

掃
活

動
・
修

学
旅

行
生

の
環

境
学

習
・
企

業
の

C
S
R

活
動

等
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
さ

ら
に

、
ポ

イ
捨

て
な

ど
漂

着
ご

み
の

発
生

に
つ

な
が

る
行

為
の

防
止

、
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

製
品

の
使

用
削

減
な

ど
発

生
源

対
策

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。

漂
着

ご
み

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
実

績
を

踏
ま

え
、

さ
ら

に
活

動
を

拡
げ

て
い

く
と

い
う
書

き
込

み
が

期
待

で
き

る
。

沖
縄

県
は

比
較

的
早

く
漂

着
ご

み
（
対

策
）
に

着
手

し
、

レ
ジ

袋
の

有
料

化
な

ど
も

先
進

的
に

取
り

組
ん

だ
実

績
が

あ
る

。

海
ご

み
の

処
理

を
ど

う
し

て
い

く
の

か
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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2
9

3
3
4
9

2
4

デ
ー

タ
を

大
学

や
研

究
機

関
等

に
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
技

術
開

発
を

促
す

必
要

が
あ

る
。

デ
ー

タ
を

大
学

や
研

究
機

関
等

に
提

供
す

る
な

ど
、

関
係

機
関

と
連

携
し

技
術

開
発

を
促

す
必

要
が

あ
る

。

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

特
に

海
洋

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

こ
と

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
沖

縄
科

学
技

術
大

学
院

大
学

（
Ｏ

ＩＳ
Ｔ

）
は

、
波

力
を

利
用

し
た

発
電

実
験

プ
ラ

ン
ト

を
作

っ
て

実
験

を
し

て
い

る
。

報
告

書
に

は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ

の
記

載
が

あ
る

の
で

、
Ｏ

ＩＳ
Ｔ

に
つ

い
て

も
、

特
に

技
術

協
力

の
分

野
を

記
載

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

3
0

3
3
7
6

1
8

こ
の

こ
と

か
ら

、
バ

ス
レ

ー
ン

の
拡

充
、

交
通

結
節

点
の

整
備

な
ど

に
よ

る
基

幹
バ

ス
シ

ス
テ

ム
の

導
入

や
、

公
共

交
通

へ
の

利
用

転
換

を
図

る
Ｔ

Ｄ
Ｍ

（
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
施

策
の

推
進

、
路

線
バ

ス
の

自
動

運
転

化
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
な

ど
、

持
続

的
な

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

よ
う
引

き
続

き
環

境
改

善
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
バ

ス
レ

ー
ン

の
拡

充
、

交
通

結
節

点
の

整
備

な
ど

に
よ

る
基

幹
バ

ス
シ

ス
テ

ム
の

導
入

や
、

公
共

交
通

へ
の

利
用

転
換

を
図

る
Ｔ

Ｄ
Ｍ

（
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
施

策
の

推
進

、
新

た
な

交
通

手
段

と
IT

技
術

を
活

用
し

た
シ

ー
ム

レ
ス

な
移

動
環

境
の

検
討

、
乗

務
員

な
ど

必
要

な
人

材
の

確
保

、
開

発
が

進
む

自
動

運
転

技
術

を
応

用
し

た
運

行
支

援
な

ど
、

持
続

的
な

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

よ
う
引

き
続

き
環

境
改

善
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

沖
縄

の
観

光
名

所
や

施
設

等
は

本
島

、
離

島
に

広
く
点

在
し

て
お

り
、

離
島

県
で

あ
る

沖
縄

で
は

空
港

や
港

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
重

要
で

あ
る

が
、

運
転

手
不

足
等

で
十

分
な

移
動

手
段

の
提

供
が

で
き

ず
、

観
光

客
の

み
な

ら
ず

地
域

住
民

の
生

活
に

も
影

響
が

出
て

い
る

。
公

共
交

通
機

関
の

ハ
ー

ド
面

の
整

備
に

加
え

、
そ

れ
を

担
う
人

材
の

育
成

確
保

は
離

島
県

で
あ

る
沖

縄
の

産
業

振
興

を
図

る
う
え

で
最

も
重

要
な

課
題

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か

。

海
上

交
通

を
担

う
人

材
の

育
成

に
加

え
、

バ
ス

等
公

共
交

通
機

関
を

担
う
人

材
育

成
の

視
点

を
追

記
し

て
ほ

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

3
1

3
4
2
8

3
2

－

更
に

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

や
ツ

イ
ッ
タ

ー
サ

イ
ト

を
開

設
し

、
住

ま
い

等
を

含
め

た
移

住
情

報
を

提
供

し
た

。

移
住

を
考

え
る

潜
在

、
顕

在
者

に
対

し
て

、
S
N

S
や

メ
ル

マ
ガ

、
ス

マ
ホ

を
通

し
た

情
報

の
発

信
や

移
住

、
空

き
家

情
報

等
の

提
供

を
よ

り
活

発
に

実
施

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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別
紙
１
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章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
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 （
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 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
日

あ
た

り
な

の
か

、
1
ヶ

月
あ

た
り

な
の

か
、

1
年

あ
た

り
な

の
か

で
評

価
が

ま
っ

た
く
異

な
る

た
め

、
6
万

1
,5

8
5
回

は
い

つ
か

ら
い

つ
ま

で
の

数
値

な
の

か
期

間
も

記
載

し
て

ほ
し

い
。

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

計
画

策
定

時
か

ら
少

し
で

も
数

値
が

伸
び

て
い

れ
ば

「
前

進
し

て
い

る
」
と

の
表

現
に

な
っ

て
い

る
が

、
違

和
感

が
あ

る
。

「
検

証
シ

ー
ト

」
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
て

、
「
達

成
」
「
達

成
見

込
」
「
進

展
」
「
進

展
遅

れ
」
の

表
現

に
統

一
し

て
は

ど
う
か

。

3
3

4
2
8

3
3
2

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
移

住
応

援
サ

イ
ト

ア
ク

セ
ス

数
は

平
成

2
8
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
の

累
計

で
８

万
7
,0

4
1
回

と
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

移
住

応
援

サ
イ

ト
ア

ク
セ

ス
数

は
、

平
成

2
9
年

度
で

６
万

1
,5

8
5
回

と
な

り
、

既
に

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。
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別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
3

3
4
3
0

3
2

交
流

と
共

創
を

支
え

る
人

材
の

育
成

と
活

動
支

援
に

つ
い

て
は

、
農

家
の

高
齢

化
、

後
継

者
不

足
等

に
よ

り

「
農

家
の

高
齢

化
」
の

部
分

は
、

特
に

農
家

だ
け

に
限

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
。

様
々

な
業

種
で

後
継

者
不

足
は

あ
る

。
１

次
産

業
だ

け
で

は
な

く
、

伝
統

工
芸

含
む

２
次

産
業

も
含

ま
れ

る
。

そ
も

そ
も

島
の

経
済

を
担

う
働

き
手

、
就

業
者

の
不

足
、

ひ
い

て
は

将
来

の
島

の
産

業
を

担
う
若

年
層

の
人

口
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

も
課

題
で

あ
る

た
め

、
課

題
及

び
対

策
の

課
題

の
部

分
に

つ
い

て
は

も
う
少

し
具

体
的

に
表

記
し

た
方

が
よ

い
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
伝

統
工

芸
産

業
に

お
い

て
も

工
芸

産
業

従
事

者
の

高
齢

化
に

よ
る

後
継

者
の

確
保

は
課

題
で

あ
る

。
　

本
文

P
5
9
4
の

2
1
行

目
、

P
6
8
2
の

1
行

目
に

「
～

高
齢

化
に

よ
り

従
事

者
も

減
少

し
て

い
る

た
め

、
多

様
な

人
材

の
育

成
・
確

保
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

」
と

記
述

さ
れ

て
い

る
。

3
4

3
4
3
0

4
1

こ
の

た
め

、
地

域
の

魅
力

あ
る

素
材

の
発

掘
、

担
い

手
や

地
域

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
、

地
域

の
活

力
や

魅
力

を
高

め
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

充
実

な
ど

、

こ
の

た
め

、
地

域
の

魅
力

あ
る

素
材

の
発

掘
、

担
い

手
や

地
域

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
及

び
そ

の
活

動
支

援
、

地
域

の
活

力
や

魅
力

を
高

め
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

充
実

な
ど

、

「
地

域
リ
ー

ダ
ー

の
育

成
・
確

保
」
か

ら
始

ま
り

、
「
地

域
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

基
盤

強
化

や
地

域
住

民
の

自
主

的
で

創
意

工
夫

に
よ

る
む

ら
づ

く
り

を
支

援
」
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
1
4
項

目
か

ら
1
5
項

目
ほ

ど
記

載
さ

れ
て

い
る

が
、

人
口

の
少

な
い

地
域

に
対

し
て

こ
れ

だ
け

多
く

の
事

業
を

強
い

る
と

、
逆

に
地

域
の

力
が

弱
ま

る
の

で
は

な
い

か
。

こ
こ

に
あ

る
1
4
～

1
5
に

か
け

て
の

取
組

み
が

進
ん

で
い

る
地

域
は

、
地

域
の

キ
ー

マ
ン

の
周

り
に

そ
れ

を
支

援
す

る
島

内
外

の
関

係
人

口
に

近
い

方
が

存
在

し
て

お
り

、
比

較
的

う
ま

く
回

っ
て

い
る

傾
向

に
あ

る
た

め
、

離
島

地
域

の
人

材
と

そ
の

活
動

を
支

援
す

る
関

係
人

口
を

増
加

す
る

取
り

組
み

も
含

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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別
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番
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頁
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 告
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等
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果

3
5

3
4
3
1

8
－

（
8
行

目
に

続
け

て
）

さ
ら

に
、

県
内

の
人

材
不

足
や

離
島

・
過

疎
地

域
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
県

外
の

沖
縄

フ
ァ
ン

や
沖

縄
観

光
リ
ピ

ー
タ

ー
な

ど
の

関
係

人
口

を
増

や
し

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

「
地

域
リ
ー

ダ
ー

の
育

成
・
確

保
」
か

ら
始

ま
り

、
「
地

域
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

基
盤

強
化

や
地

域
住

民
の

自
主

的
で

創
意

工
夫

に
よ

る
む

ら
づ

く
り

を
支

援
」
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
1
4
項

目
か

ら
1
5
項

目
ほ

ど
記

載
さ

れ
て

い
る

が
、

人
口

の
少

な
い

地
域

に
対

し
て

こ
れ

だ
け

多
く

の
事

業
を

強
い

る
と

、
逆

に
地

域
の

力
が

弱
ま

る
の

で
は

な
い

か
。

こ
こ

に
あ

る
1
4
～

1
5
に

か
け

て
の

取
組

み
が

進
ん

で
い

る
地

域
は

、
地

域
の

キ
ー

マ
ン

の
周

り
に

そ
れ

を
支

援
す

る
島

内
外

の
関

係
人

口
に

近
い

方
が

存
在

し
て

お
り

、
比

較
的

う
ま

く
回

っ
て

い
る

傾
向

に
あ

る
た

め
、

離
島

地
域

の
人

材
と

そ
の

活
動

を
支

援
す

る
関

係
人

口
を

増
加

す
る

取
り

組
み

も
含

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

3
6

3
4
5
5

1
0

－

（
9
行

目
に

続
け

て
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

の
振

興
に

つ
い

て
、

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
、

自
然

環
境

、
地

元
の

文
化

等
に

配
慮

し
た

観
光

振
興

を
す

べ
き

と
い

う
こ

と
が

こ
れ

ま
で

の
議

論
で

出
て

い
る

。
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
、

総
括

し
て

、
離

島
分

と
し

て
き

ち
ん

と
前

段
で

位
置

づ
け

を
す

る
と

全
般

的
に

重
要

性
が

表
記

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

文
化

観
光

ス
ポ

ー
ツ

部
や

環
境

部
と

も
調

整
し

て
、

文
案

を
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
　

な
お

、
観

光
客

増
加

等
に

よ
り

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

み
な

ら
ず

、
県

全
域

共
通

の
課

題
で

あ
る

た
め

、
圏

域
別

展
開

の
第

５
章

へ
の

記
載

は
行

わ
ず

、
第

３
章

「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

情
報

取
集

を
行

い
、

次
期

振
計

に
お

い
て

記
載

を
検

討
す

る
。
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3
7

3
5
7
0

2
0

－

（
2
0
行

目
に

続
け

て
）

「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
の

指
標

に
つ

い
て

は
、

定
期

的
に

実
施

し
て

い
る

県
民

意
識

調
査

に
お

け
る

県
民

満
足

度
を

引
用

し
て

お
り

、
平

成
3
0
年

8
月

調
査

で
は

、
初

め
て

小
規

模
離

島
を

対
象

と
し

た
調

査
を

行
い

、
離

島
住

民
の

意
識

や
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

た
。

　
ま

た
、

「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
に

つ
い

て
は

、
多

様
な

環
境

に
あ

る
離

島
地

域
の

実
情

を
把

握
し

、
振

興
施

策
に

反
映

さ
せ

る
た

め
、

今
後

は
小

規
模

離
島

を
含

め
た

よ
り

細
や

か
な

指
標

の
設

定
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

委
員

会
の

議
論

に
お

い
て

も
、

指
標

を
宮

古
･八

重
山

に
限

る
と

、
他

地
区

の
離

島
の

施
策

評
価

が
困

難
と

の
意

見
が

あ
り

ま
し

た
。

今
回

、
県

民
意

識
調

査
で

初
め

て
小

規
模

離
島

分
の

調
査

が
ま

と
め

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

こ
の

調
査

の
継

続
と

指
標

へ
の

反
映

を
行

う
こ

と
を

明
記

す
る

こ
と

で
、

県
が

小
規

模
離

島
の

振
興

に
つ

い
て

も
き

め
細

か
に

対
応

す
る

旨
の

ア
ピ

ー
ル

に
な

る
と

考
え

ま
す

。
ご

検
討

く
だ

さ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

3
8

3
5
7
0

2
7

「
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

」
離

島
と

沖
縄

本
島

間
な

ど
移

動
が

気
軽

に
で

き
る

こ
と

現
状

値
　

宮
古

　
3
1
.4

％
　

八
重

山
3
9
.5

％
（
平

成
3
0
年

県
民

意
識

調
査

）

「
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

」
離

島
と

沖
縄

本
島

間
な

ど
移

動
が

気
軽

に
で

き
る

こ
と

現
状

値
　

宮
古

　
3
1
.4

％
　

八
重

山
　

3
9
.5

％
（
参

考
）
　

県
全

体
2
8
.6

％
（
平

成
3
0
年

県
民

意
識

調
査

）

「
目

標
と

す
る

姿
」
：
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

は
、

離
島

地
域

と
本

島
地

域
の

格
差

を
解

消
す

る
と

い
う
視

点
に

立
っ

た
場

合
、

基
準

年
と

現
状

値
と

の
比

較
に

加
え

、
県

全
域

と
の

比
較

を
行

う
こ

と
で

、
施

策
の

効
果

判
定

が
可

能
に

な
る

と
考

え
ま

す
の

で
、

ご
検

討
く
だ

さ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
県

全
体

の
平

均
値

を
参

考
に

記
載

す
る

よ
う
修

正

3
9

3
5
7
0

3
0

「
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

」
物

価
が

安
定

し
て

い
る

こ
と

現
状

値
　

宮
古

　
1
7
.4

％
　

八
重

山
2
2
.1

％
（
平

成
3
0
年

県
民

意
識

調
査

）

「
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

」
物

価
が

安
定

し
て

い
る

こ
と

現
状

値
　

宮
古

　
1
7
.4

％
　

八
重

山
　

2
2
.1

％
（
参

考
）
　

県
全

体
1
9
.5

％
（
平

成
3
0
年

県
民

意
識

調
査

）

「
目

標
と

す
る

姿
」
：
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

は
、

離
島

地
域

と
本

島
地

域
の

格
差

を
解

消
す

る
と

い
う
視

点
に

立
っ

た
場

合
、

基
準

年
と

現
状

値
と

の
比

較
に

加
え

、
県

全
域

と
の

比
較

を
行

う
こ

と
で

、
施

策
の

効
果

判
定

が
可

能
に

な
る

と
考

え
ま

す
の

で
、

ご
検

討
く
だ

さ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
県

全
体

の
平

均
値

を
参

考
に

記
載

す
る

よ
う
修

正

4
0

3
5
7
0

3
3

「
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

」
身

近
な

場
所

に
生

活
に

必
要

な
施

設
（
商

業
施

設
、

医
療

施
設

な
ど

）
が

あ
る

こ
と

現
状

値
　

宮
古

　
4
7
.1

％
　

八
重

山
4
6
.5

％
（
平

成
3
0
年

県
民

意
識

調
査

）

「
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

」
身

近
な

場
所

に
生

活
に

必
要

な
施

設
（
商

業
施

設
、

医
療

施
設

な
ど

）
が

あ
る

こ
と

現
状

値
　

宮
古

　
4
7
.1

％
　

八
重

山
　

4
6
.5

％
（
参

考
）
　

県
全

体
5
6
.7

％
（
平

成
3
0
年

県
民

意
識

調
査

）

「
目

標
と

す
る

姿
」
：
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

は
、

離
島

地
域

と
本

島
地

域
の

格
差

を
解

消
す

る
と

い
う
視

点
に

立
っ

た
場

合
、

基
準

年
と

現
状

値
と

の
比

較
に

加
え

、
県

全
域

と
の

比
較

を
行

う
こ

と
で

、
施

策
の

効
果

判
定

が
可

能
に

な
る

と
考

え
ま

す
の

で
、

ご
検

討
く
だ

さ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
県

全
体

の
平

均
値

を
参

考
に

記
載

す
る

よ
う
修

正
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4
1

3
5
7
0

3
7

「
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

」
地

理
的

、
経

済
的

要
因

等
に

左
右

さ
れ

な
い

公
平

な
教

育
機

会
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
現

状
値

　
宮

古
　

1
8
.2

％
　

八
重

山
2
4
.4

％
（
平

成
3
0
年

県
民

意
識

調
査

）

「
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

」
地

理
的

、
経

済
的

要
因

等
に

左
右

さ
れ

な
い

公
平

な
教

育
機

会
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
現

状
値

　
宮

古
　

1
8
.2

％
　

八
重

山
　

2
4
.4

％
（
参

考
）
　

県
全

体
1
9
.9

％
（
平

成
3
0
年

県
民

意
識

調
査

）

「
目

標
と

す
る

姿
」
：
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

は
、

離
島

地
域

と
本

島
地

域
の

格
差

を
解

消
す

る
と

い
う
視

点
に

立
っ

た
場

合
、

基
準

年
と

現
状

値
と

の
比

較
に

加
え

、
県

全
域

と
の

比
較

を
行

う
こ

と
で

、
施

策
の

効
果

判
定

が
可

能
に

な
る

と
考

え
ま

す
の

で
、

ご
検

討
く
だ

さ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
県

全
体

の
平

均
値

を
参

考
に

記
載

す
る

よ
う
修

正

4
2

3
5
7
0

4
0

「
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

」
良

質
な

医
療

が
受

け
ら

れ
る

こ
と

現
状

値
　

宮
古

　
3
1
.4

％
　

八
重

山
2
3
.3

％
（
平

成
3
0
年

県
民

意
識

調
査

）

「
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

」
良

質
な

医
療

が
受

け
ら

れ
る

こ
と

現
状

値
　

宮
古

　
3
1
.4

％
　

八
重

山
　

2
3
.3

％
（
参

考
）
　

県
全

体
3
9
.2

％
（
平

成
3
0
年

県
民

意
識

調
査

）

「
目

標
と

す
る

姿
」
：
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

は
、

離
島

地
域

と
本

島
地

域
の

格
差

を
解

消
す

る
と

い
う
視

点
に

立
っ

た
場

合
、

基
準

年
と

現
状

値
と

の
比

較
に

加
え

、
県

全
域

と
の

比
較

を
行

う
こ

と
で

、
施

策
の

効
果

判
定

が
可

能
に

な
る

と
考

え
ま

す
の

で
、

ご
検

討
く
だ

さ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
県

全
体

の
平

均
値

を
参

考
に

記
載

す
る

よ
う
修

正

4
3

3
5
7
1

8

医
師

の
安

定
確

保
等

に
よ

り
離

島
に

お
け

る
医

療
提

供
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

等
の

提
供

体
制

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。

医
師

の
安

定
確

保
等

に
よ

り
離

島
に

お
け

る
医

療
提

供
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

等
の

提
供

体
制

を
整

備
す

る
な

ど
、

住
ま

い
・
医

療
・
介

護
・
予

防
・
生

活
支

援
が

一
体

的
に

提
供

さ
れ

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
実

現
す

る
必

要
が

あ
る

。

記
載

が
包

括
医

療
の

た
め

。
医

療
だ

け
で

は
な

く
て

、
介

護
・
福

祉
・
予

防
ま

で
シ

ー
ム

レ
ス

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

方
向

に
今

後
は

い
く
で

あ
ろ

う
と

い
う
こ

と
で

、
そ

の
よ

う
な

文
言

に
し

た
ほ

う
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

4
4

3
5
7
1

1
3

「
交

通
・
生

活
コ

ス
ト

の
低

減
」

「
沖

縄
離

島
住

民
等

交
通

コ
ス

ト
負

担
軽

減
事

業
」
等

に
つ

い
て

、
将

来
に

わ
た

っ
て

の
実

施
や

安
定

運
用

を
懸

念
す

る
声

が
あ

る
。

「
実

施
効

果
が

あ
っ

た
」
こ

と
よ

り
も

「
継

続
で

き
る

か
」
が

切
実

か
つ

重
大

な
問

題
で

あ
る

。
恒

久
制

度
化

と
安

定
的

財
源

の
確

保
が

重
要

課
題

で
あ

る
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
沖

縄
離

島
住

民
等

交
通

コ
ス

ト
負

担
軽

減
事

業
を

今
後

も
安

定
的

か
つ

継
続

的
に

実
施

す
る

方
策

に
つ

い
て

、
あ

ら
ゆ

る
角

度
か

ら
検

討
す

る
。
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別
紙
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番
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頁
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 （
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 正
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 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
5

3
5
7
1

2
7

沖
縄

本
島

と
離

島
の

生
活

必
需

品
の

価
格

差
（
那

覇
市

を
1
0
0
と

し
た

場
合

の
指

数
）
は

、
平

成
2
4
年

度
か

ら
事

業
を

実
施

し
て

い
る

継
続

離
島

４
村

が
約

1
4
3
（
全

離
島

平
均

1
3
0
程

度
）

3
2
 か

ら
約

1
1
9
に

改
善

、
平

成
2
8
年

度
か

ら
開

始
し

た
拡

大
離

島
７

市
町

村
に

お
い

て
は

、
平

成
2
7
年

の
約

1
3
1

か
ら

約
1
2
3
に

改
善

し
て

お
り

、
い

ず
れ

も
現

時
点

で
目

標
値

を
下

回
っ

て
い

る
。

沖
縄

本
島

と
離

島
の

生
活

必
需

品
の

価
格

差
（
那

覇
市

を
1
0
0
と

し
た

場
合

の
指

数
）
は

、
平

成
2
4
年

度
か

ら
事

業
を

実
施

し
て

い
る

継
続

離
島

４
村

が
約

1
4
3
（
全

離
島

平
均

1
3
0
程

度
）
か

ら
約

1
2
4
に

改
善

、
平

成
2
8
年

度
か

ら
開

始
し

た
拡

大
離

島
７

市
町

村
に

お
い

て
は

、
平

成
2
7
年

の
約

1
3
1
か

ら
約

1
1
7
に

改
善

し
て

お
り

、
い

ず
れ

も
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

計
画

策
定

時
か

ら
少

し
で

も
数

値
が

伸
び

て
い

れ
ば

「
前

進
し

て
い

る
」
と

の
表

現
に

な
っ

て
い

る
が

、
違

和
感

が
あ

る
。

「
検

証
シ

ー
ト

」
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
て

、
「
達

成
」
「
達

成
見

込
」
「
進

展
」
「
進

展
遅

れ
」
の

表
現

に
統

一
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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意
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 （
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 案
 等

 ）
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由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
6

3
5
7
1

4
2

本
島

を
1
0
0
と

し
た

場
合

の
離

島
に

お
け

る
ガ

ソ
リ
ン

価
格

の
指

数
は

、
原

油
価

格
の

推
移

に
よ

り
騰

落
が

あ
る

も
の

の
、

平
成

2
9
年

度
に

お
い

て
1
1
2
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。

本
島

を
1
0
0
と

し
た

場
合

の
離

島
に

お
け

る
ガ

ソ
リ

ン
価

格
の

指
数

は
、

原
油

価
格

の
推

移
に

よ
り

騰
落

が
あ

る
も

の
の

、
平

成
3
0
年

度
に

お
い

て
1
1
1
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

計
画

策
定

時
か

ら
少

し
で

も
数

値
が

伸
び

て
い

れ
ば

「
前

進
し

て
い

る
」
と

の
表

現
に

な
っ

て
い

る
が

、
違

和
感

が
あ

る
。

「
検

証
シ

ー
ト

」
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
て

、
「
達

成
」
「
達

成
見

込
」
「
進

展
」
「
進

展
遅

れ
」
の

表
現

に
統

一
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 26 －
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 （
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 案
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 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
7

3
5
7
2

1
0

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
　

沖
縄

本
島

と
離

島
の

生
活

必
需

品
の

価
格

差
（
那

覇
市

を
1
0
0
と

し
た

場
合

の
指

数
）

現
状

値
1
1
9
程

度
（
継

続
離

島
）

1
2
3
程

度
(拡

大
離

島
)

（
H

2
9
年

）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
　

沖
縄

本
島

と
離

島
の

生
活

必
需

品
の

価
格

差
（
那

覇
市

を
1
0
0
と

し
た

場
合

の
指

数
）

現
状

値
1
2
4
程

度
（
H

3
0
年

：
継

続
離

島
）

1
1
7
程

度
(H

3
0
年

：
拡

大
離

島
)

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

4
8

3
5
7
2

1
4

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
　

沖
縄

本
島

・
離

島
間

の
ガ

ソ
リ
ン

の
価

格
差

（
本

島
を

1
0
0
と

し
た

場
合

の
指

数
）

1
1
2
程

度
（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
　

沖
縄

本
島

・
離

島
間

の
ガ

ソ
リ
ン

の
価

格
差

（
本

島
を

1
0
0
と

し
た

場
合

の
指

数
）

現
状

値
1
1
1
程

度
（
H

3
0
年

度
）

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

4
9

3
5
7
3

2
－

（
2
行

目
に

続
け

て
）

ま
た

、
上

水
道

の
施

設
整

備
、

老
朽

化
対

策
及

び
耐

震
化

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
水

需
要

や
水

質
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

の
施

設
整

備
及

び
老

朽
化

施
設

の
更

新
、

耐
震

化
を

図
っ

て
い

る
。

7
5
1
ペ

ー
ジ

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
か

記
載

さ
れ

て
い

る
。

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

あ
げ

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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5
0

3
5
7
3

3
－

漂
着

ご
み

を
誰

が
処

理
す

る
か

が
国

際
的

に
問

題
に

な
っ

て
い

る
。

国
際

的
な

何
ら

か
の

処
理

の
取

決
め

が
あ

る
と

思
う
の

で
、

そ
こ

も
考

慮
し

て
ほ

し
い

。

離
島

、
沖

縄
本

島
に

く
る

漂
着

ご
み

を
沖

縄
県

内
だ

け
で

処
理

す
る

の
は

無
理

で
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

ご
み

に
よ

る
海

洋
汚

染
は

国
際

的
な

問
題

と
な

っ
て

お
り

、
Ｇ

７
サ

ミ
ッ
ト

や
Ｇ

2
0
サ

ミ
ッ
ト

で
排

出
抑

制
に

向
け

た
話

し
合

い
が

行
わ

れ
て

い
る

。
　

な
お

、
「
美

し
く
豊

か
な

自
然

を
保

護
す

る
た

め
の

海
岸

に
お

け
る

良
好

な
景

観
及

び
環

境
の

保
全

に
係

る
海

岸
漂

着
物

等
の

処
理

等
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
で

は
、

関
係

者
の

役
割

に
つ

い
て

以
下

の
と

お
り

規
定

さ
れ

て
い

る
。

①
国

：
海

岸
漂

着
物

の
処

理
に

係
る

財
政

的
支

援
、

海
岸

漂
着

物
対

策
推

進
に

関
す

る
国

際
的

な
連

携
、

処
理

等
に

関
す

る
技

術
協

力
な

ど
②

都
道

府
県

等
（
海

岸
管

理
者

）
：
海

岸
漂

着
物

の
処

理
③

市
町

村
：
海

岸
管

理
者

へ
の

協
力

　
引

き
続

き
、

市
町

村
と

連
携

し
て

海
岸

漂
着

物
の

回
収

・
処

理
を

行
う
と

と
も

に
、

国
に

対
し

て
財

政
支

援
の

継
続

、
発

生
源

対
策

の
た

め
の

国
際

協
力

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
、

全
国

知
事

会
や

九
州

地
方

知
事

会
を

通
し

て
要

請
す

る
。

5
1

3
5
7
3

1
1

－
－

7
5
1
ペ

ー
ジ

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
か

記
載

さ
れ

て
い

る
。

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

あ
げ

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
に

つ
い

て
は

、
7
5
1
ペ

ー
ジ

に
記

載
は

な
い

も
の

の
、

第
３

章
に

お
い

て
「
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
推

進
」
、

第
４

章
に

お
い

て
は

「
生

活
環

境
基

盤
の

整
備

及
び

教
育

・
医

療
・
福

祉
に

お
け

る
住

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

」
に

お
い

て
、

離
島

に
お

け
る

取
組

に
つ

い
て

記
述

さ
れ

て
い

る
。
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5
2

3
5
7
3

1
6

－

（
1
5
行

目
に

続
け

て
）

廃
棄

物
に

つ
い

て
は

、
離

島
市

町
村

の
効

率
的

な
ご

み
処

理
体

制
を

構
築

す
る

た
め

、
ご

み
運

搬
費

低
減

等
の

具
体

的
方

策
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

ト
を

行
い

広
域

化
に

よ
る

コ
ス

ト
低

減
策

を
離

島
自

治
体

ご
と

に
示

す
と

と
も

に
、

ご
み

処
理

状
況

及
び

処
理

体
制

の
調

査
、

ご
み

処
理

状
況

個
別

表
（
カ

ル
テ

）
の

作
成

な
ど

、
離

島
の

廃
棄

物
処

理
の

構
造

的
不

利
性

解
消

に
係

る
調

査
等

を
実

施
し

た
。

7
5
1
ペ

ー
ジ

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
か

記
載

さ
れ

て
い

る
。

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

あ
げ

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

離
島

地
域

の
「
廃

棄
物

処
理

」
に

つ
い

て
、

広
域

的
な

対
応

が
困

難
、

高
コ

ス
ト

構
造

と
な

ら
ざ

る
を

得
な

い
な

ど
、

課
題

で
は

言
及

し
て

い
る

も
の

の
、

現
状

、
取

組
み

、
成

果
と

も
に

不
明

で
あ

る
。

一
般

廃
棄

物
処

理
が

市
区

町
村

の
事

務
で

あ
る

こ
と

は
承

知
し

て
い

る
が

、
「
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

」
で

は
、

離
島

の
生

活
基

盤
の

充
実

・
強

化
に

つ
い

て
「
県

民
全

体
で

支
え

合
う
新

た
な

仕
組

み
を

構
築

」
の

旨
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

離
島

自
治

体
の

深
刻

な
実

状
等

を
ふ

ま
え

、
「
廃

棄
物

処
理

」
に

つ
い

て
、

取
り

組
む

べ
き

課
題

や
方

策
な

ど
総

点
検

と
し

て
し

っ
か

り
扱

う
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

5
3

3
5
7
3

1
7

上
下

水
道

の
施

設
整

備
及

び
老

朽
化

施
設

の
改

築
更

新
・
耐

震
化

 上
下

水
道

の
施

設
整

備
及

び
老

朽
化

施
設

の
改

築
更

新
・
耐

震
化

7
5
1
ペ

ー
ジ

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
か

記
載

さ
れ

て
い

る
。

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

あ
げ

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

5
4

3
5
7
3

3
4

文
化

の
振

興
に

つ
い

て
は

、
離

島
・
過

疎
地

域
住

民
へ

伝
統

文
化

を
体

験
、

鑑
賞

す
る

機
会

を
提

供
す

る
た

め
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

や
、

重
要

無
形

文
化

財
保

持
者

等
に

よ
る

伝
統

芸
能

公
演

を
実

施
し

た
。

文
化

の
振

興
に

つ
い

て
は

、
離

島
・
過

疎
地

域
の

幅
広

い
世

代
の

住
民

を
対

象
に

、
伝

統
文

化
を

体
験

、
鑑

賞
す

る
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
琉

球
舞

踊
や

エ
イ

サ
ー

等
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

や
、

重
要

無
形

文
化

財
保

持
者

等
に

よ
る

伝
統

芸
能

公
演

を
実

施
し

た
。

「
離

島
・
過

疎
地

域
住

民
」
と

は
具

体
的

に
誰

か
、

伝
統

芸
能

と
は

地
元

の
伝

統
芸

能
な

の
か

他
地

域
の

伝
統

芸
能

な
の

か
、

こ
の

一
文

で
は

わ
か

ら
な

い
た

め
対

象
を

具
体

的
に

記
載

し
て

欲
し

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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5
5

3
5
7
3

3
8

医
療

の
充

実
に

つ
い

て
は

、
離

島
勤

務
医

師
を

確
保

す
る

た
め

、
ド

ク
タ

ー
バ

ン
ク

登
録

医
師

の
離

島
地

域
の

医
療

機
関

へ
の

仲
介

、
琉

球
大

学
医

学
部

地
域

枠
及

び
自

治
医

科
大

学
で

の
医

師
の

養
成

並
び

に
県

立
病

院
で

の
後

期
臨

床
研

修
医

の
養

成
な

ど
に

取
り

組
ん

だ
。

勤
務

医
の

確
保

と
し

て
ド

ク
タ

ー
バ

ン
ク

登
録

事
業

、
そ

れ
か

ら
琉

大
の

地
域

枠
、

そ
れ

か
ら

自
治

医
大

、
そ

し
て

県
立

病
院

で
の

後
期

研
修

な
ど

取
り

組
ん

で
い

る
。

離
島

の
医

療
供

給
体

制
、

支
援

体
制

、
そ

れ
ら

を
包

括
的

に
み

る
離

島
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
の

よ
う
な

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。
（
以

前
、

自
由

意
見

と
し

て
出

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

。
）

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
離

島
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
必

要
性

に
つ

い
て

関
係

者
間

で
議

論
を

深
め

る
必

要
が

あ
る

。

5
6

3
5
7
4

1
0

島
外

医
療

施
設

へ
の

通
院

に
係

る
交

通
費

及
び

宿
泊

費
を

助
成

し
、

離
島

患
者

等
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

っ
て

い
る

。

島
外

医
療

施
設

へ
の

通
院

に
係

る
交

通
費

及
び

宿
泊

費
を

助
成

し
、

離
島

患
者

等
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

っ
て

い
る

。

「
離

島
患

者
の

経
済

的
負

担
軽

減
」
に

つ
い

て
、

交
通

費
の

補
助

だ
け

で
な

く
、

が
ん

・
難

病
な

ど
島

外
で

治
療

等
が

必
要

な
離

島
在

住
の

患
者

と
家

族
の

た
め

の
宿

泊
施

設
（
フ

ァ
ミ
リ
ー

ハ
ウ

ス
）
等

も
重

要
で

あ
る

。
離

島
患

者
等

支
援

事
業

の
よ

う
な

支
援

を
継

続
す

る
こ

と
、

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

5
7

3
5
7
4

1
6

「
医

療
・
福

祉
分

野
の

専
門

人
材

の
確

保
」

「
質

の
高

い
福

祉
・
介

護
人

材
を

地
域

完
結

型
で

育
成

」
と

あ
る

が
、

本
当

に
地

域
完

結
型

で
人

材
を

育
成

で
き

る
の

か
。

介
護

と
医

療
の

連
携

、
地

域
社

会
で

の
認

知
症

対
策

強
化

等
の

状
況

の
中

、
看

護
師

な
ど

医
療

系
専

門
人

材
の

確
保

は
、

小
・
中

規
模

の
離

島
に

と
っ

て
非

常
に

切
実

な
問

題
で

あ
る

。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
離

島
に

お
け

る
介

護
人

材
の

育
成

は
厳

し
い

状
況

に
あ

り
、

引
き

続
き

対
策

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

5
7
5
頁

3
6
行

目
に

「
早

急
な

対
策

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
」
と

記
述

が
あ

る
。

5
8

3
5
7
4

1
6

「
地

域
完

結
型

の
人

材
育

成
」

地
域

完
結

型
の

人
材

育
成

に
つ

い
て

は
、

も
っ

と
み

ん
な

で
取

り
組

む
べ

き
で

あ
る

。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
離

島
に

お
け

る
介

護
人

材
の

育
成

は
厳

し
い

状
況

に
あ

り
、

引
き

続
き

対
策

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

こ
の

た
め

、
5
7
5
頁

3
6
行

目
に

「
早

急
な

対
策

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
」
と

の
記

述
を

し
て

い
る

。
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5
9

3
5
7
4

2
1

介
護

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
可

能
な

離
島

数
は

、
ヘ

ル
パ

ー
の

訪
問

介
護

や
通

所
介

護
が

島
内

で
提

供
で

き
た

り
、

島
に

介
護

支
援

専
門

員
の

常
駐

が
可

能
な

離
島

数
は

、

島
内

で
提

供
で

き
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

に
は

島
ご

と
の

で
、

に
差

が
大

き
く
、

入
所

施
設

は
さ

ら
に

少
な

い
。

も
っ

と
具

体
的

に
内

容
を

記
述

し
た

方
が

よ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

「
な

お
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
可

能
な

離
島

数
と

は
、

島
嶼

型
福

祉
サ

ー
ビ

ス
総

合
支

援
事

業
に

お
い

て
補

助
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

離
島

数
で

あ
る

」
旨

を
巻

末
の

成
果

指
標

の
説

明
欄

に
追

記
す

る
。

　
な

お
、

「
介

護
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

可
能

な
離

島
数

」
は

2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

実
施

計
画

の
成

果
指

標
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

文
言

の
修

正
は

行
わ

ず
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

6
0

3
5
7
5

7
－

（
7
行

目
に

続
け

て
）

な
お

、
島

ご
と

（
水

源
ご

と
）
の

水
需

要
に

つ
い

て
は

、
人

口
や

観
光

客
な

ど
の

動
向

を
踏

ま
え

た
水

道
事

業
者

の
見

通
し

を
注

視
し

て
い

く
。

7
5
1
ペ

ー
ジ

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
か

記
載

さ
れ

て
い

る
。

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

あ
げ

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
な

お
、

（
成

果
）
と

し
て

、
5
7
2
頁

4
0
行

目
に

「
水

道
サ

ー
ビ

ス
」
に

つ
い

て
、

（
課

題
及

び
対

策
）
と

し
て

、
5
7
5
頁

2
行

目
に

「
コ

ス
ト

構
造

の
課

題
」

に
つ

い
て

記
載

が
あ

る
。

6
1

3
5
7
5

8
－

（
7
行

目
に

続
け

て
）

水
道

広
域

化
に

つ
い

て
は

、
小

規
模

水
道

事
業

の
運

営
基

盤
の

強
化

や
水

道
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

等
を

図
る

た
め

、
本

島
周

辺
離

島
８

村
へ

の
水

道
用

水
供

給
範

囲
拡

大
以

降
の

取
組

に
つ

い
て

課
題

等
を

整
理

し
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

生
活

環
境

基
盤

の
整

備
で

水
道

広
域

化
の

計
画

が
あ

る
が

、
国

頭
村

、
大

宜
味

村
、

東
村

に
つ

い
て

全
く
触

れ
ら

れ
て

な
い

理
由

は
何

か
。

３
村

は
、

沖
縄

本
島

の
い

わ
ゆ

る
過

疎
地

域
で

あ
り

、
か

つ
水

源
地

域
で

あ
る

。
ま

た
、

企
業

局
の

給
水

を
受

け
て

お
ら

ず
、

単
独

で
浄

水
施

設
も

持
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

理
由

か
ら

全
く
触

れ
ら

れ
て

い
な

い
の

に
は

疑
問

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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6
2

3
5
7
5

8
－

伊
計

島
で

角
川

出
版

が
経

営
し

て
い

る
Ｎ

高
等

学
校

に
つ

い
て

、
総

点
検

報
告

書
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

空
き

家
と

関
係

す
る

が
、

Ｎ
高

等
学

校
は

廃
校

に
な

っ
た

伊
計

小
中

学
校

を
う
ま

く
活

用
し

て
い

る
。

廃
校

や
空

き
家

に
な

っ
た

公
営

住
宅

を
利

用
す

る
形

の
ネ

ッ
ト

ビ
ジ

ネ
ス

の
可

能
性

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
使

っ
た

教
育

な
ど

は
離

島
に

と
っ

て
非

常
に

貢
献

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
私

立
通

信
制

高
校

の
校

地
、

校
舎

の
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

自
己

所
有

と
す

る
こ

と
を

原
則

と
し

、
特

別
の

事
情

が
あ

り
教

育
上

支
障

が
な

い
場

合
に

限
り

、
国

や
地

方
公

共
団

体
等

か
ら

借
用

す
る

こ
と

を
認

め
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

離
島

振
興

の
観

点
か

ら
私

立
学

校
の

誘
致

を
推

進
し

て
い

る
と

捉
え

ら
れ

か
ね

な
い

記
述

を
す

る
こ

と
は

適
当

で
は

な
い

。
　

ま
た

、
小

規
模

離
島

の
定

住
条

件
整

備
の

た
め

公
営

住
宅

の
整

備
を

行
っ

て
お

り
、

空
き

室
等

は
な

く
公

営
住

宅
は

不
足

し
て

い
る

状
況

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

別
目

的
で

の
使

用
は

現
在

の
と

こ
ろ

困
難

な
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

6
3

3
5
7
5

1
0

－

（
1
0
行

目
に

続
け

て
）

ま
た

、
移

住
を

含
め

た
定

住
条

件
の

整
備

を
図

る
た

め
、

今
後

、
市

町
村

と
連

携
し

た
空

き
家

活
用

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

内
地

に
比

べ
る

と
空

き
家

は
多

く
な

い
が

、
伊

是
名

島
で

は
空

き
家

を
宿

泊
施

設
と

し
て

活
用

す
る

な
ど

し
て

い
る

た
め

、
人

口
減

少
に

と
も

な
い

増
え

る
と

予
想

さ
れ

る
空

き
家

活
用

を
含

め
る

の
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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6
4

3
5
7
5

1
1

－

（
1
1
行

目
に

続
け

て
）

ま
た

、
離

島
地

域
に

お
い

て
は

、
個

人
住

宅
の

建
替

え
・
修

繕
等

に
関

し
、

資
材

の
コ

ス
ト

高
や

労
働

者
の

確
保

な
ど

で
厳

し
い

環
境

に
置

か
れ

て
お

り
、

そ
の

実
態

把
握

と
課

題
解

決
に

向
け

た
調

査
を

行
う
必

要
が

あ
る

。

　
県

民
意

識
調

査
報

告
（
平

成
3
1
年

3
月

、
沖

縄
県

企
画

部
）
で

は
、

離
島

に
住

み
続

け
る

理
由

と
し

て
「
自

分
の

家
が

あ
る

こ
と

」
が

第
1
位

（
5
4
.７

％
）
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

「
持

ち
家

」
は

定
住

条
件

の
重

要
な

要
素

と
い

え
ま

す
。

　
し

か
し

な
が

ら
、

小
規

模
離

島
に

お
い

て
は

、
資

材
コ

ス
ト

に
加

え
、

職
人

や
労

働
者

の
確

保
が

年
々

厳
し

さ
を

増
し

て
お

り
、

「
持

ち
家

」
の

立
替

・
修

繕
が

困
難

と
の

意
見

が
あ

り
ま

す
。

　
建

築
物

に
は

耐
用

年
数

が
あ

り
、

こ
の

よ
う
な

状
況

が
続

く
と

定
住

条
件

の
根

幹
に

関
わ

る
問

題
と

な
り

ま
す

。
　

そ
こ

で
、

特
に

小
規

模
離

島
に

お
け

る
個

人
住

宅
の

立
替

・
修

繕
等

に
関

す
る

現
状

と
課

題
を

整
理

し
、

何
ら

か
の

支
援

策
を

検
討

す
る

た
め

の
調

査
･研

究
が

必
要

と
考

え
ま

す
の

で
、

ご
検

討
く
だ

さ
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
公

共
事

業
に

関
す

る
資

材
単

価
、

人
材

の
コ

ス
ト

な
ど

に
つ

い
て

は
調

査
を

行
っ

て
お

り
、

好
調

な
経

済
や

人
で

不
足

に
と

も
な

う
人

件
費

の
高

騰
を

注
視

し
て

い
る

。
　

ま
た

個
人

の
住

宅
に

対
す

る
建

て
替

え
、

修
繕

に
お

け
る

資
材

単
価

や
人

材
コ

ス
ト

な
ど

の
調

査
は

現
在

の
と

こ
ろ

行
っ

て
お

ら
ず

、
離

島
に

お
け

る
定

住
条

件
の

確
保

と
し

て
は

公
営

住
宅

の
整

備
を

行
っ

て
い

る
。
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離

島
の

廃
棄

物
対

策
に

つ
い

て
は

、
廃

棄
物

処
理

施
設

の
建

設
コ

ス
ト

が
割

高
に

な
る

と
い

う
構

造
的

不
利

性
に

加
え

、
島

内
で

処
理

で
き

な
い

廃
棄

物
は

、
沖

縄
島

等
で

処
理

せ
ざ

る
を

得
ず

、
こ

れ
ら

も
処

理
コ

ス
ト

を
押

し
上

げ
る

要
因

と
な

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
宮

古
島

市
、

石
垣

市
な

ど
を

除
き

、
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

が
ほ

と
ん

ど
存

在
し

な
い

た
め

島
内

処
理

で
き

ず
、

島
外

や
県

外
で

処
理

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
に

あ
る

。
　

そ
の

た
め

、
一

般
廃

棄
物

処
理

施
設

整
備

補
助

制
度

の
補

助
率

嵩
上

げ
が

必
要

で
あ

る
。

　
ま

た
、

市
町

村
が

法
令

に
基

づ
き

産
業

廃
棄

物
を

一
般

廃
棄

物
と

合
わ

せ
て

処
理

す
る

場
合

、
産

業
廃

棄
物

処
理

に
必

要
な

施
設

建
設

費
を

補
助

対
象

と
す

る
よ

う
、

既
存

補
助

制
度

の
拡

充
が

必
要

で
あ

る
。

　
海

岸
漂

着
物

の
適

正
処

理
等

の
推

進
に

つ
い

て
は

海
岸

漂
着

物
を

回
収

し
て

も
繰

り
返

し
漂

着
す

る
た

め
、

海
岸

漂
着

物
問

題
を

重
要

性
の

増
し

た
課

題
と

し
て

位
置

づ
け

、
周

辺
環

境
及

び
生

態
系

へ
の

影
響

に
つ

い
て

調
査

す
る

と
と

も
に

、
効

率
的

な
回

収
体

制
の

構
築

、
継

続
的

な
回

収
処

理
の

実
施

、
海

岸
清

掃
活

動
等

を
促

進
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

海
岸

漂
着

物
は

、
山

、
川

、
海

へ
と

つ
な

が
る

水
の

流
れ

を
通

じ
て

発
生

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

の
使

用
削

減
、

ポ
イ

捨
て

防
止

な
ど

陸
域

で
の

発
生

源
対

策
に

つ
い

て
、

積
極

的
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

7
5
1
ペ

ー
ジ

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
か

記
載

さ
れ

て
い

る
。

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

あ
げ

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

離
島

地
域

の
「
廃

棄
物

処
理

」
に

つ
い

て
、

広
域

的
な

対
応

が
困

難
、

高
コ

ス
ト

構
造

と
な

ら
ざ

る
を

得
な

い
な

ど
、

課
題

で
は

言
及

し
て

い
る

も
の

の
、

現
状

、
取

組
み

、
成

果
と

も
に

不
明

で
あ

る
。

一
般

廃
棄

物
処

理
が

市
区

町
村

の
事

務
で

あ
る

こ
と

は
承

知
し

て
い

る
が

、
「
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

」
で

は
、

離
島

の
生

活
基

盤
の

充
実

・
強

化
に

つ
い

て
「
県

民
全

体
で

支
え

合
う
新

た
な

仕
組

み
を

構
築

」
の

旨
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

離
島

自
治

体
の

深
刻

な
実

状
等

を
ふ

ま
え

、
「
廃

棄
物

処
理

」
に

つ
い

て
、

取
り

組
む

べ
き

課
題

や
方

策
な

ど
総

点
検

と
し

て
し

っ
か

り
扱

う
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

6
5

3
5
7
5

1
6

－
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6
6

3
5
7
5

1
7

教
育

機
会

の
提

供
に

つ
い

て
は

、
へ

き
地

校
に

お
い

て
複

式
学

級
の

割
合

が
高

く
、

児
童

が
教

師
か

ら
直

接
指

導
を

受
け

る
時

間
が

単
式

学
級

の
半

分
程

度
と

な
っ

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

離
島

に
お

け
る

公
平

な
教

育
機

会
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

教
育

機
会

の
提

供
に

つ
い

て
は

、
へ

き
地

校
に

お
い

て
複

式
学

級
の

割
合

が
高

く
、

児
童

が
教

師
か

ら
直

接
指

導
を

受
け

る
時

間
が

単
式

学
級

の
半

分
程

度
と

な
っ

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

引
き

続
き

非
常

勤
講

師
の

派
遣

を
行

う
と

と
も

に
、

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
遠

隔
教

育
を

検
討

す
る

な
ど

、
離

島
に

お
け

る
公

平
な

教
育

機
会

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。

離
島

及
び

へ
き

地
校

に
お

い
て

は
、

学
び

の
時

間
、

場
所

に
と

ら
わ

れ
な

い
タ

ブ
レ

ッ
ト

機
器

等
の

活
用

が
有

効
で

あ
る

と
考

え
る

。
特

に
教

育
の

IC
T
化

は
現

在
の

4
G

技
術

で
十

分
に

実
現

可
能

。
（
離

島
で

の
実

績
あ

り
）
教

育
の

IC
T
化

は
特

に
最

優
先

で
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

も
の

と
考

え
る

。

離
島

に
お

け
る

公
平

な
教

育
機

会
を

確
保

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

具
体

的
に

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
従

来
の

対
策

（
非

常
勤

講
師

派
遣

）
に

加
え

、
県

事
業

に
よ

り
充

実
し

つ
つ

あ
る

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
環

境
を

活
用

し
た

遠
隔

教
育

を
例

に
あ

げ
て

み
た

の
で

、
ご

検
討

く
だ

さ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

6
7

3
5
7
5

2
4

文
化

の
振

興
に

つ
い

て
は

、
人

口
の

減
少

に
伴

い
祭

事
の

簡
素

化
や

伝
統

芸
能

の
後

継
者

不
足

な
ど

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

文
化

の
振

興
に

つ
い

て
は

、
人

口
減

少
や

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

に
伴

い
、

祭
事

の
簡

素
化

や
伝

統
芸

能
の

後
継

者
不

足
な

ど
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、

文
化

衰
退

は
人

口
減

少
だ

け
で

な
く
、

テ
レ

ビ
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
普

及
な

ど
近

代
化

に
よ

る
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
変

化
も

起
因

し
て

い
る

た
め

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

6
8

3
5
7
6

5

運
航

に
伴

い
生

じ
た

欠
損

に
対

し
運

航
費

補
助

及
び

老
朽

化
に

伴
う
航

空
機

購
入

補
助

運
航

に
伴

い
生

じ
た

欠
損

に
対

す
る

運
航

費
補

助
及

び
離

島
航

空
路

線
に

就
航

す
る

航
空

機
の

購
入

費
補

助

老
朽

化
は

も
う
使

え
な

い
よ

う
な

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
。

経
済

性
も

含
め

て
の

こ
と

な
の

で
、

例
え

ば
経

年
化

な
ど

、
文

言
を

修
正

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

6
9

3
5
7
6

2
6

住
民

の
移

動
手

段
確

保
に

関
す

る
の

活
動

住
民

の
移

動
手

段
確

保
に

関
す

る
活

動
「
の

」
を

除
く

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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7
0

3
5
7
7

2
0

航
路

の
確

保
・
維

持
に

つ
い

て
、

離
島

航
路

の
多

く
は

、
燃

料
費

、
人

件
費

、
船

舶
取

得
等

の
費

用
の

節
減

が
困

難
で

あ
る

こ
と

に
加

え
、

利
用

者
の

減
少

な
ど

に
よ

り
採

算
面

で
課

題
を

抱
え

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
引

き
続

き
、

航
路

事
業

者
に

対
す

る
運

営
費

補
助

や
船

舶
の

建
造

・
購

入
に

対
す

る
支

援
な

ど
、

離
島

航
路

を
維

持
す

る
た

め
に

経
営

安
定

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

航
路

の
確

保
・
維

持
に

つ
い

て
、

離
島

航
路

の
う

ち
、

航
路

収
支

が
赤

字
と

な
っ

て
い

る
航

路
の

多
く

は
、

燃
料

費
、

人
件

費
、

船
舶

取
得

等
の

費
用

の
節

減
が

困
難

で
あ

る
こ

と
に

加
え

、
利

用
者

の
減

少
や

船
員

の
確

保
な

ど
経

営
面

の
課

題
を

抱
え

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
引

き
続

き
、

航
路

事
業

者
に

対
す

る
運

営
費

補
助

や
船

舶
の

建
造

・
購

入
に

対
す

る
支

援
そ

の
他

の
経

営
安

定
化

を
図

る
取

組
を

行
う
こ

と
に

よ
り

、
離

島
航

路
を

確
保

・
維

持
す

る
必

要
が

あ
る

。

船
員

確
保

の
問

題
に

つ
い

て
、

地
元

が
継

続
し

て
雇

用
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

7
1

3
5
7
7

3
5

過
疎

・
辺

地
地

域
の

振
興

に
つ

い
て

は
、

社
会

経
済

及
び

文
化

等
の

総
合

的
発

展
に

寄
与

す
る

魅
力

と
活

力
に

あ
ふ

れ
た

地
域

社
会

の
実

現
に

向
け

て
必

要
な

生
活

基
盤

等
の

整
備

す
る

た
め

の
取

組
を

行
な

っ
た

。

過
疎

・
辺

地
地

域
の

振
興

に
つ

い
て

は
、

社
会

経
済

及
び

文
化

等
の

総
合

的
発

展
に

寄
与

す
る

魅
力

と
活

力
に

あ
ふ

れ
た

地
域

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

必
要

な
生

活
基

盤
等

を
整

備
す

る
た

め
の

取
組

を
行

な
っ

た
。

句
点

と
て

に
を

は
の

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

7
2

3
5
7
8

1

改
正

過
疎

法
に

基
づ

く
過

疎
地

域
の

ソ
フ

ト
事

業
に

取
り

組
ん

だ
市

町
村

数
は

、
基

準
値

よ
り

増
加

し
て

い
る

が
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

、
市

町
村

へ
の

情
報

提
供

な
ど

一
層

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

改
正

過
疎

法
に

基
づ

く
過

疎
地

域
の

ソ
フ

ト
事

業
に

取
り

組
ん

だ
市

町
村

数
は

、
基

準
値

よ
り

増
加

し
て

い
る

が
、

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

計
画

策
定

時
か

ら
少

し
で

も
数

値
が

伸
び

て
い

れ
ば

「
前

進
し

て
い

る
」
と

の
表

現
に

な
っ

て
い

る
が

、
違

和
感

が
あ

る
。

「
検

証
シ

ー
ト

」
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
て

、
「
達

成
」
「
達

成
見

込
」
「
進

展
」
「
進

展
遅

れ
」
の

表
現

に
統

一
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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行
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 （
 素
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本
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意
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 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
6

5
7
8

3
7
3

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
1
日

あ
た

り
な

の
か

、
1
ヶ

月
あ

た
り

な
の

か
、

1
年

あ
た

り
な

の
か

で
評

価
が

ま
っ

た
く
異

な
る

た
め

、
6
万

1
,5

8
5
回

は
い

つ
か

ら
い

つ
ま

で
の

数
値

な
の

か
期

間
も

記
載

し
て

ほ
し

い
。

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

計
画

策
定

時
か

ら
少

し
で

も
数

値
が

伸
び

て
い

れ
ば

「
前

進
し

て
い

る
」
と

の
表

現
に

な
っ

て
い

る
が

、
違

和
感

が
あ

る
。

「
検

証
シ

ー
ト

」
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
て

、
「
達

成
」
「
達

成
見

込
」
「
進

展
」
「
進

展
遅

れ
」
の

表
現

に
統

一
し

て
は

ど
う
か

。

移
住

応
援

サ
イ

ト
ア

ク
セ

ス
数

は
平

成
2
8
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
の

累
計

で
８

万
7
,0

4
1
回

と
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

移
住

応
援

サ
イ

ト
ア

ク
セ

ス
数

は
平

成
2
9
年

度
で

6
万

1
,5

8
5
回

と
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。
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 （
 修

 正
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 案
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 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

7
4

3
5
7
8

2
8

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
改

正
過

疎
法

に
基

づ
く
過

疎
地

域
の

ソ
フ

ト
事

業
に

取
り

組
む

市
町

村
数

現
状

値
　

1
4
市

町
村

（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
改

正
過

疎
法

に
基

づ
く
過

疎
地

域
の

ソ
フ

ト
事

業
に

取
り

組
む

市
町

村
数

現
状

値
　

1
4
市

町
村

（
H

3
0
年

度
）

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

7
5

3
5
7
8

3
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
移

住
応

援
サ

イ
ト

ア
ク

セ
ス

数
現

状
値

　
6
1
,5

8
5
（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
移

住
応

援
サ

イ
ト

ア
ク

セ
ス

数
現

状
値

　
8
7
,0

4
1
（
H

3
0
年

度
）

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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 正
 文

 案
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理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

7
6

3
5
7
8

3
9

移
住

定
住

・
交

通
条

件
の

整
備

、
地

域
に

応
じ

た
産

業
振

興
な

ど
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
毎

の
過

疎
の

状
況

を
的

確
に

把
握

し
、

社
会

的
サ

ー
ビ

ス
や

集
落

機
能

を
維

持
す

る
持

続
可

能
な

地
域

づ
く
り

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

移
住

定
住

・
交

通
条

件
の

整
備

、
地

域
に

応
じ

た
産

業
振

興
な

ど
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
毎

の
過

疎
の

状
況

を
的

確
に

把
握

し
、

社
会

的
サ

ー
ビ

ス
や

集
落

機
能

を
維

持
す

る
持

続
可

能
な

地
域

づ
く
り

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

「
過

疎
・
辺

地
地

域
の

振
興

」
に

つ
い

て
、

市
町

村
別

や
島

別
に

過
疎

の
進

捗
状

況
等

を
把

握
す

る
こ

と
が

先
決

で
は

な
い

か
。

過
疎

・
辺

地
の

振
興

に
関

す
る

取
組

み
は

、
道

路
整

備
、

移
住

対
策

、
そ

の
他

（
地

域
づ

く
り

人
材

等
）
に

尽
き

る
の

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
な

お
、

取
組

に
つ

い
て

は
、

（
成

果
等

）
に

係
る

事
例

で
あ

り
、

２
１

世
紀

ビ
ジ

ョ
ン

の
P

D
C

A
の

成
果

指
標

と
し

て
採

用
さ

れ
て

い
る

取
組

を
記

載
し

て
い

る
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

7
7

3
5
7
8

4
1

ま
た

、
人

口
減

少
の

克
服

に
向

け
て

、
Ｕ

Ｊ
Ｉタ

ー
ン

の
環

境
整

備
等

に
つ

い
て

も
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

ま
た

、
人

口
減

少
の

克
服

に
向

け
て

、
Ｕ

Ｊ
Ｉタ

ー
ン

の
環

境
整

備
や

関
係

人
口

の
創

出
等

に
つ

い
て

も
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

国
の

こ
れ

か
ら

の
移

住
・
交

流
施

策
の

在
り

方
に

関
す

る
検

討
会

か
ら

、
ぜ

ひ
今

後
の

過
疎

対
策

に
お

い
て

は
、

い
わ

ゆ
る

関
係

人
口

を
増

や
す

と
い

う
こ

と
も

、
１

つ
の

手
段

で
は

な
い

か
と

い
う
こ

と
が

言
わ

れ
て

い
る

。

過
疎

対
策

で
、

Ｕ
、

Ｉ、
Ｊ
タ

ー
ン

の
環

境
整

備
を

進
め

る
と

い
う
こ

と
が

触
れ

ら
れ

て
い

る
が

、
関

係
人

口
に

つ
い

て
も

触
れ

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

7
8

3
5
7
9

2
3

平
成

2
9
年

度
の

揮
発

油
税

及
び

地
方

揮
発

油
税

の
軽

減
実

績
は

約
4
8

億
円

で
あ

り
、

昭
和

4
7
年

か
ら

平
成

2
9
年

度
ま

で
の

軽
減

額
は

累
計

で
約

1
,6

8
5
億

円

平
成

3
0
年

度
の

揮
発

油
税

及
び

地
方

揮
発

油
税

の
軽

減
実

績
は

約
4
8
億

円
で

あ
り

、
昭

和
4
7

年
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
の

軽
減

額
は

累
計

で
約

1
,7

3
2
億

円

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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果

7
9

3
5
8
0

2
1

平
成

2
9
年

度
補

助
実

績
は

約
9
.7

億
円

で
あ

り
、

昭
和

4
7
年

か
ら

平
成

2
9

年
度

ま
で

の
累

計
補

助
額

は
約

3
1
7

億
円

平
成

3
0
年

度
補

助
実

績
は

約
9
.8

億
円

で
あ

り
、

昭
和

4
7
年

か
ら

平
成

3
0
年

度
ま

で
の

累
計

補
助

額
は

約
3
2
7
億

円

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

8
0

3
5
8
0

2
4

な
お

、
平

成
2
9
年

度
実

績
に

お
い

て
補

助
額

が
多

い
上

位
３

離
島

は
、

石
垣

島
（
約

3
4
0
万

円
）
、

宮
古

島
（
約

2
3
7
万

円
）
、

南
大

東
島

（
約

9
4
万

円
）
と

な
っ

て
お

り
、

平
成

3
0
年

度
実

績
に

お
い

て
補

助
額

が
多

い
上

位
３

離
島

は
、

石
垣

島
（
約

3
5
9
百

万
円

）
、

宮
古

島
（
約

2
5
8
百

万
円

）
、

南
大

東
島

（
約

8
5
百

万
円

）
と

な
っ

て
お

り
、

単
位

の
誤

り

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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 案
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理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
1

3
5
8
0

2
5

１
ℓ当

た
り

の
補

助
額

が
多

い
上

位
３

離
島

は
、

北
大

東
島

（
3
1
.2

円
）
、

南
大

東
島

（
3
0
.3

円
）
、

与
那

国
島

（
2
8
.2

円
）

１
ℓ当

た
り

の
補

助
額

が
多

い
上

位
３

離
島

は
、

北
大

東
島

（
3
1
.1

円
）
、

南
大

東
島

（
3
0
.4

円
）
、

与
那

国
島

（
2
8
.4

円
）

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

8
2

3
5
8
0

2
9

【
図

表
3
-
3
-
1
1
-
2
】
石

油
製

品
輸

送
等

補
助

事
業

に
よ

る
補

助
実

績
平

成
3
0
年

度
の

実
績

9
8
3
百

万
円

を
追

加
し

て
図

表
を

修
正

す
る

。
図

表
や

本
文

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

に
つ

い
て

、
古

い
デ

ー
タ

が
あ

る
た

め
、

可
能

で
あ

れ
ば

最
新

値
に

更
新

し
て

は
ど

う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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本
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意
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 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
3

3
5
8
1

2

平
成

2
9
年

度
の

沖
縄

県
の

離
島

に
お

け
る

ガ
ソ

リ
ン

価
格

は
1
5
4
円

/
ℓ

平
成

3
0
年

度
の

沖
縄

県
の

離
島

に
お

け
る

ガ
ソ

リ
ン

価
格

は
1
6
6
円

/
ℓ

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

8
4

3
5
8
1

4

長
崎

県
の

離
島

が
1
6
2
円

/
ℓ、

鹿
児

島
県

の
離

島
が

1
5
8
円

/
ℓ

長
崎

県
の

離
島

が
1
7
3
円

/
ℓ、

鹿
児

島
県

の
離

島
が

1
6
9
円

/
ℓ

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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 案
 等
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理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
5

3
5
8
1

6

沖
縄

県
が

1
7
円

、
長

崎
県

が
2
0
円

、
鹿

児
島

県
が

1
7
円

と
、

沖
縄

県
の

価
格

差
は

他
県

と
同

程
度

以
下

と
な

っ
て

お
り

、

沖
縄

県
が

1
6
円

、
長

崎
県

が
1
4
円

、
鹿

児
島

県
が

1
4
円

と
、

沖
縄

県
の

価
格

差
は

他
県

と
同

程
度

と
な

っ
て

お
り

、

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

8
6

3
5
8
1

1
1

【
図

表
3
-
3
-
1
1
-
3
】
沖

縄
県

に
お

け
る

本
島

と
離

島
の

ガ
ソ

リ
ン

価
格

差
平

成
3
0
年

度
1
6
円

を
追

加
し

て
図

表
を

修
正

す
る

。
図

表
や

本
文

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

に
つ

い
て

、
古

い
デ

ー
タ

が
あ

る
た

め
、

可
能

で
あ

れ
ば

最
新

値
に

更
新

し
て

は
ど

う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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結
　

果

8
7

3
5
8
3

7

【
「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
の

状
況

等
】

こ
れ

ら
の

施
策

を
展

開
し

た
結

果
、

基
本

施
策

に
お

け
る

「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
の

状
況

は
、

基
準

年
と

比
較

し
、

「
離

島
へ

の
観

光
客

数
の

増
加

」
は

平
成

2
9
年

度
で

2
7
1
万

人
と

基
準

値
か

ら
前

進
し

て
お

り
、

＜
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

＞
項

目
名

　
離

島
へ

の
観

光
客

数
の

増
加 離

島
の

現
状

（
基

準
年

）
1
6
6
.5

万
人

（
H

2
5
年

度
）

離
島

の
現

状
（
現

状
値

）
2
7
1
.3

万
人

（
H

2
9
年

度
）

R
３

年
度

の
目

標
　

3
8
0
万

人

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

の
「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
が

、
量

の
拡

大
が

最
優

先
、

今
後

も
観

光
客

数
の

拡
大

が
最

優
先

と
さ

れ
る

な
ら

、
そ

う
し

た
観

光
振

興
に

は
違

和
感

を
覚

え
る

。
特

に
離

島
観

光
に

つ
い

て
は

強
い

違
和

感
が

あ
る

。
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
も

、
観

光
公

害
も

、
受

け
入

れ
る

側
が

き
ち

ん
と

し
た

観
光

管
理

を
で

き
る

の
か

、
や

る
か

や
ら

な
い

か
が

焦
点

で
あ

る
。

今
回

の
総

点
検

を
機

に
、

「
観

光
客

数
の

増
加

」
だ

け
を

評
価

の
指

標
と

す
る

目
標

設
定

の
見

直
し

と
改

善
を

行
う
べ

き
で

は
な

い
か

。
と

り
わ

け
離

島
に

つ
い

て
は

、
持

続
可

能
な

観
光

管
理

を
重

視
し

た
観

光
振

興
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

そ
の

意
味

で
、

離
島

観
光

の
実

態
を

把
握

す
る

た
め

の
基

礎
デ

ー
タ

、
こ

れ
を

踏
ま

え
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

島
の

条
件

や
ニ

ー
ズ

に
適

う
き

め
細

か
な

観
光

振
興

を
進

め
る

べ
き

で
あ

る
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
該

当
箇

所
に

つ
い

て
は

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

　
た

だ
し

、
各

離
島

の
事

情
に

配
慮

し
た

受
け

入
れ

体
制

の
整

備
に

係
る

文
言

と
し

て
、

4
5
5

頁
1
0
行

に
「
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
や

観
光

協
会

等
か

ら
情

報
を

収
集

し
、

課
題

を
整

理
し

た
上

で
地

域
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
を

追
記

す
る

（
№

3
3
参

照
）

　
な

お
、

観
光

客
増

加
等

に
よ

り
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

へ
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

離
島

の
み

な
ら

ず
、

県
全

域
共

通
の

課
題

で
あ

る
た

め
、

圏
域

別
展

開
の

第
５

章
へ

の
記

載
は

行
わ

ず
、

第
３

章
「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

情
報

取
集

を
行

い
、

次
期

振
計

に
お

い
て

記
載

を
検

討
す

る
。

8
8

3
5
8
4

7

図
表

3
－

3
－

１
２

－
４

2
7
年

、
2
7
年

度
【
図

表
3
-
3
-
1
2
-
4
】
に

つ
い

て
下

記
の

と
お

り
修

正
①

図
表

横
軸

の
「
2
7
年

、
2
7
年

度
」
を

「
2
7
」
と

す
る

。
②

図
表

脚
注

と
し

て
、

「
＊

野
菜

と
果

樹
の

調
査

期
間

は
、

そ
れ

ぞ
れ

暦
年

と
年

度
と

な
っ

て
い

る
。

」
を

追
記

す
る

。
③

P
5
8
3
の

2
3
行

目
を

削
除

し
、

2
2
行

目
（
基

準
年

）
の

「
野

菜
・
果

樹
：
」
を

「
野

菜
（
H

2
2
）
・
果

樹
（
H

2
2
年

度
）
：
」
へ

、
2
2
行

目
（
現

状
値

）
の

「
野

菜
・
果

樹
：
」
を

「
野

菜
（
H

2
7
）
・
果

樹
（
H

2
7
年

度
）
：
」
へ

修
正

す
る

。

ど
ち

ら
な

の
か

混
乱

他
の

図
表

も
単

位
は

年
か

年
度

か
ば

ら
つ

い
て

い
る

。

測
定

し
た

の
は

２
７

年
か

2
7
年

度
か

明
確

に
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 44 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
9

3
5
8
5

5

離
島

の
特

色
を

生
か

し
た

産
業

振
興

と
新

た
な

展
開

に
む

け
て

は
、

農
商

工
連

携
、

離
島

間
連

携
、

都
市

や
近

隣
諸

国
と

の
交

流
等

を
強

化
し

、
地

域
に

根
ざ

し
た

産
業

の
総

合
的

・
一

体
的

な
振

興
を

図
る

こ
と

で
、

離
島

の
特

色
を

生
か

し
た

産
業

振
興

と
新

た
な

展
開

に
む

け
て

は
、

農
商

工
連

携
、

離
島

間
連

携
、

都
市

や
近

隣
諸

国
と

の
交

流
等

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

基
盤

と
な

る
個

性
豊

か
な

伝
統

文
化

や
自

然
環

境
に

配
慮

し
、

地
域

に
根

ざ
し

た
産

業
の

総
合

的
・
一

体
的

な
振

興
を

図
る

こ
と

で
、

第
3
回

部
会

で
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
や

キ
ャ

リ
ン

グ
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
に

関
す

る
意

見
が

多
か

っ
た

こ
と

の
重

要
性

を
踏

ま
え

る
と

【
「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
の

状
況

等
】
の

キ
ー

セ
ン

テ
ン

ス
と

し
て

追
記

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
ご

検
討

く
だ

さ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

9
0

3
5
8
5

1
5

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

の
振

興
の

た
め

、
島

々
の

個
性

や
魅

力
を

生
か

し
た

着
地

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
観

光
客

増
大

に
向

け
た

誘
客

活
動

を
推

進
し

た
。

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

の
振

興
の

た
め

、
島

々
の

個
性

や
魅

力
を

生
か

し
た

着
地

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
、

国
際

的
な

沖
縄

観
光

ブ
ラ

ン
ド

の
確

立
に

向
け

た
環

境
共

生
型

観
光

や
文

化
資

源
活

用
型

観
光

の
推

進
に

よ
り

、
観

光
客

増
大

に
向

け
た

誘
客

活
動

に
取

り
組

ん
だ

。

国
際

的
な

沖
縄

観
光

ブ
ラ

ン
ド

の
確

立
（
4
4
4
p
; 
3
8
-
4
1
）
の

成
果

に
記

載
さ

れ
て

い
る

内
容

を
再

掲
し

ま
し

た
。

具
体

的
な

成
果

は
4
4
5
ｐ
1
-
1
6
行

に
記

載
さ

れ
て

い
る

の
で

そ
の

内
容

を
要

約
し

、
5
8
5
p
の

（
成

果
等

）
で

再
掲

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
同

様
に

、
4
4
6
ｐ
2
2
-
2
7
行

に
環

境
共

生
型

観
光

の
課

題
及

び
対

策
が

記
載

さ
れ

て
い

る
の

で
、

5
8
7
ｐ
の

（
課

題
及

び
対

策
）

で
再

掲
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

9
1

3
5
8
7

2
9

－

（
2
9
行

目
に

続
け

て
）

　
環

境
共

生
型

観
光

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
沖

縄
の

貴
重

な
自

然
環

境
と

観
光

振
興

を
持

続
的

に
両

立
さ

せ
る

た
め

、
沖

縄
独

自
の

環
境

負
荷

低
減

の
取

組
指

針
策

定
や

、
市

町
村

や
地

域
が

主
体

と
な

っ
て

行
う
自

然
環

境
等

の
保

全
に

配
慮

し
た

観
光

地
づ

く
り

の
強

化
が

課
題

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
自

然
環

境
の

保
全

と
持

続
的

な
利

用
を

目
的

と
し

た
保

全
利

用
協

定
締

結
の

普
及

に
取

り
組

む
ほ

か
、

観
光

面
で

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

支
援

等
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

国
際

的
な

沖
縄

観
光

ブ
ラ

ン
ド

の
確

立
（
4
4
4
p
; 
3
8
-
4
1
）
の

成
果

に
記

載
さ

れ
て

い
る

内
容

を
再

掲
し

ま
し

た
。

具
体

的
な

成
果

は
4
4
5
ｐ
1
-
1
6
行

に
記

載
さ

れ
て

い
る

の
で

そ
の

内
容

を
要

約
し

、
5
8
5
p
の

（
成

果
等

）
で

再
掲

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
同

様
に

、
4
4
6
ｐ
2
2
-
2
7
行

に
環

境
共

生
型

観
光

の
課

題
及

び
対

策
が

記
載

さ
れ

て
い

る
の

で
、

5
8
7
ｐ
の

（
課

題
及

び
対

策
）

で
再

掲
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 45 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

【
原

文
の

と
お

り
】

１
　

交
通

コ
ス

ト
の

負
担

軽
減

に
つ

い
て

　
沖

縄
離

島
住

民
等

交
通

コ
ス

ト
負

担
軽

減
事

業
は

、
離

島
在

住
者

向
け

運
賃

低
減

の
他

、
定

住
条

件
が

特
に

厳
し

い
小

規
模

離
島

及
び

久
米

島
の

航
空

便
に

つ
い

て
は

離
島

在
住

者
以

外
の

い
わ

ゆ
る

交
流

人
口

も
対

象
と

し
運

賃
を

低
減

し
て

い
る

。
　

航
路

に
つ

い
て

は
、

県
は

本
事

業
の

実
施

に
当

た
っ

て
の

基
本

と
な

る
考

え
方

（
事

業
の

趣
旨

）
を

「
離

島
在

住
者

向
け

の
施

策
」
と

し
て

い
る

こ
と

、
航

路
の

運
賃

は
航

空
路

と
比

較
し

て
運

賃
が

低
廉

で
あ

り
、

交
流

人
口

の
誘

因
策

と
し

て
の

効
果

は
限

定
的

と
想

定
さ

れ
る

こ
と

等
を

踏
ま

え
、

交
流

人
口

は
対

象
と

し
て

い
な

い
。

２
　

離
島

航
路

及
び

航
空

路
の

確
保

に
つ

い
て

　
離

島
航

路
及

び
航

空
路

の
確

保
・
維

持
の

重
要

性
に

つ
い

て
は

、
３

章
で

は
「
３

　
希

望
と

活
力

に
あ

ふ
れ

る
豊

か
な

島
を

目
指

し
て

」
の

中
で

「
(1

1
)離

島
に

お
け

る
定

住
条

件
の

整
備

」
と

し
て

記
述

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

記
述

は
委

員
ご

意
見

の
箇

所
と

同
じ

大
項

目
の

中
で

整
理

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

報
告

書
の

構
成

上
、

重
複

を
避

け
る

観
点

で
、

原
文

の
通

り
と

す
る

。
　

ま
た

、
イ

ベ
ン

ト
時

の
一

時
的

な
客

数
増

に
つ

い
て

は
、

地
元

市
町

村
と

関
係

事
業

者
の

連
携

に
よ

る
臨

時
増

便
や

チ
ャ

ー
タ

ー
手

配
等

の
対

応
が

有
効

で
あ

る
。

交
通

コ
ス

ト
の

負
担

軽
減

に
つ

い
て

は
、

航
空

運
賃

の
低

減
だ

け
で

は
な

く
、

船
舶

運
賃

の
低

減
も

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

な
ぜ

な
ら

ば
、

例
え

ば
石

垣
市

か
ら

周
辺

離
島

を
訪

問
す

る
客

の
多

く
は

日
帰

り
旅

行
客

と
い

わ
れ

る
が

、
そ

の
原

因
に

つ
い

て
は

周
辺

離
島

の
宿

泊
施

設
の

規
模

が
小

さ
い

な
ど

の
離

島
側

の
受

入
体

制
の

問
題

だ
け

で
な

く
、

交
通

コ
ス

ト
が

高
い

た
め

に
離

島
で

の
滞

在
費

を
節

約
し

て
い

る
可

能
性

も
考

え
ら

れ
る

か
ら

で
あ

る
。

ま
た

、
そ

も
そ

も
那

覇
市

、
宮

古
島

市
、

石
垣

市
な

ど
の

主
要

空
港

か
ら

小
規

模
離

島
へ

向
か

う
航

空
路

線
、

船
舶

路
線

を
観

光
客

の
訪

問
需

要
に

照
ら

し
て

検
証

し
、

必
要

に
応

じ
て

増
便

や
新

規
路

線
の

就
航

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
特

に
、

小
規

模
離

島
で

は
伝

統
芸

能
を

披
露

す
る

祭
事

や
マ

ラ
ソ

ン
大

会
等

の
イ

ベ
ン

ト
時

の
み

、
大

幅
に

客
数

が
増

加
す

る
傾

向
が

あ
り

、
そ

れ
に

対
し

て
航

空
機

、
船

舶
の

便
数

や
規

模
が

一
時

的
に

追
い

つ
か

な
く
な

る
事

態
が

散
見

さ
れ

る
。

ま
た

、
そ

れ
に

よ
っ

て
仕

事
な

ど
の

生
活

需
要

に
基

づ
く
住

民
の

移
動

を
妨

げ
る

場
合

も
あ

る
。

各
離

島
の

事
情

に
合

わ
せ

た
交

通
体

系
の

総
合

的
な

整
備

が
必

要
で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
。

こ
の

た
め

、
安

定
的

か
つ

継
続

的
に

航
空

運
賃

、
貨

客
船

舶
運

賃
の

低
減

に
取

り
組

む
ほ

か
、

各
離

島
の

事
情

に
合

わ
せ

た
増

便
や

新
規

路
線

就
航

も
視

野
に

入
れ

た
、

県
内

の
主

要
空

港
と

離
島

を
結

ぶ
交

通
体

系
の

総
合

的
な

整
備

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

こ
の

た
め

、
安

定
的

か
つ

継
続

的
に

航
空

運
賃

の
低

減
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

3
5

3
9
2

5
8
7

－ 46 －
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9
3

3
5
8
7

3
8

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

魅
力

を
生

か
し

た
誘

致
活

動
に

よ
る

観
光

客
の

増
加

及
び

観
光

客
一

人
当

た
り

の
消

費
額

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

離
島

の
魅

力
発

信
に

つ
い

て
は

、
3
7
の

有
人

離
島

そ
れ

ぞ
れ

で
地

理
や

文
化

な
ど

の
個

性
は

異
な

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

魅
力

発
信

以
前

に
、

何
が

そ
の

島
の

魅
力

で
、

島
内

事
業

者
や

住
民

が
ど

の
よ

う
な

客
層

を
必

要
と

し
て

い
る

か
、

事
情

は
そ

れ
ぞ

れ
の

島
で

異
な

る
と

思
わ

れ
る

。

5
8
5
ペ

ー
ジ

に
書

か
れ

て
い

る
「
観

光
客

増
大

に
向

け
た

誘
客

活
動

」
は

、
言

い
換

え
れ

ば
量

の
拡

大
で

、
そ

れ
に

と
ど

ま
ら

な
い

質
の

向
上

が
課

題
で

あ
る

。
5
8
7
ペ

ー
ジ

に
書

か
れ

て
い

る
滞

在
日

数
を

長
く
す

る
と

か
、

１
人

当
た

り
の

消
費

額
を

増
や

し
て

い
く
と

い
う
の

は
非

常
に

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
島

別
の

入
域

観
光

客
数

、
宿

泊
能

力
、

観
光

客
の

滞
在

期
間

な
ど

、
宮

古
と

八
重

山
以

外
の

島
々

を
含

め
て

、
基

礎
的

な
デ

ー
タ

を
収

集
・
整

理
し

、
今

後
に

役
立

て
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
島

々
の

個
性

や
魅

力
を

生
か

し
た

着
地

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
と

い
う
と

こ
ろ

と
の

関
わ

り
で

重
要

な
要

件
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

　
現

在
、

県
沖

縄
県

域
全

体
に

か
か

る
観

光
客

数
を

把
握

し
公

表
し

て
い

る
が

、
各

離
島

な
ど

地
域

ご
と

の
観

光
客

数
に

つ
い

て
は

把
握

で
き

て
い

な
い

。
基

本
的

に
は

各
離

島
ご

と
に

調
査

を
実

施
す

れ
ば

把
握

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

の
で

、
各

地
域

に
お

い
て

把
握

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
県

と
し

て
も

IC
T
や

ビ
ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
て

地
域

ご
と

の
客

数
等

が
把

握
で

き
る

よ
う

検
討

す
る

。

9
4

3
5
8
7

3
9

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

（
続

け
て

）
特

に
民

宿
や

小
規

模
旅

館
等

に
お

い
て

、
島

で
採

れ
た

野
菜

や
魚

等
の

提
供

が
可

能
と

な
る

に
は

、
島

全
体

と
し

て
の

受
け

入
れ

態
勢

の
強

化
支

援
が

重
要

で
あ

る
。

離
島

住
民

の
暮

ら
し

や
食

を
体

験
で

き
る

体
制

が
必

要
で

、
そ

れ
が

不
十

分
な

た
め

那
覇

宿
泊

す
る

離
島

ダ
イ

ビ
ン

グ
ツ

ア
ー

が
盛

況

【
原

文
の

と
お

り
】

　
県

で
は

、
「
沖

縄
観

光
コ

ン
テ

ン
ツ

開
発

支
援

事
業

」
に

お
い

て
、

民
間

事
業

者
等

が
行

う
地

域
の

様
々

な
資

源
を

活
用

し
た

着
地

型
・
体

験
型

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
等

の
開

発
に

対
し

て
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
や

広
告

等
の

専
門

家
に

よ
る

ハ
ン

ズ
オ

ン
支

援
等

を
行

っ
て

い
る

。

9
5

3
5
8
8

1
0

－

（
1
0
行

目
に

続
け

て
）

　
さ

ら
に

、
観

光
客

の
滞

在
日

数
の

増
大

に
向

け
て

、
行

政
や

観
光

関
連

企
業

と
診

療
所

と
の

連
携

や
外

国
人

観
光

客
に

適
切

な
医

療
を

受
け

ら
れ

る
た

め
に

通
訳

な
ど

の
取

り
組

み
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

を
支

え
る

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
、

医
療

体
制

の
整

備
を

追
加

で
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 47 －
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9
6

3
5
9
0

2
8

－

（
2
7
行

目
に

続
け

て
）

　
ま

た
、

ス
マ

ー
ト

農
業

の
導

入
に

対
応

し
た

農
地

の
大

区
画

化
等

の
整

備
や

IC
T
を

用
い

た
水

管
理

省
力

化
技

術
の

導
入

な
ど

、
農

業
農

村
整

備
へ

の
活

用
の

検
討

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

農
林

水
産

業
へ

の
Io

T
技

術
の

取
り

組
み

は
、

昨
今

急
速

に
進

ん
で

き
て

お
り

、
各

所
に

て
著

し
い

成
果

が
確

認
さ

れ
て

い
る

た
め

。

農
林

水
産

業
へ

の
Io

T
技

術
の

積
極

的
な

取
り

込
み

を
行

う

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

9
7

3
5
9
0

2
8

さ
ら

に
、

グ
リ
ー

ン
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
等

を
通

じ
た

、
都

市
と

の
地

域
間

交
流

に
よ

る
農

山
漁

村
地

域
の

所
得

向
上

等
に

向
け

た
取

組
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

さ
ら

に
、

グ
リ
ー

ン
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
に

よ
る

体
験

及
び

滞
在

を
通

じ
た

都
市

と
の

地
域

間
交

流
に

よ
り

、
農

山
漁

村
地

域
の

所
得

向
上

等
に

向
け

た
取

組
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
れ

以
上

具
体

的
な

こ
と

が
記

載
さ

れ
て

い
な

い
。

過
疎

地
域

で
あ

る
東

村
で

は
、

1
9
9
6
年

に
沖

縄
の

市
町

村
で

初
め

て
行

政
目

標
と

し
て

グ
リ
ー

ン
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

を
う
た

っ
て

、
い

わ
ゆ

る
農

家
民

泊
（
現

在
は

教
育

民
泊

）
を

立
ち

上
げ

た
。

地
域

住
民

が
潤

う
と

い
う
観

光
に

は
、

農
業

体
験

を
取

り
上

げ
た

グ
リ
ー

ン
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
も

非
常

に
効

果
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

9
8

3
5
9
0

3
5

　
農

林
漁

業
の

６
次

産
業

化
に

向
け

て
は

、
引

き
続

き
、

生
産

と
流

通
・
加

工
等

が
結

び
つ

い
た

農
商

工
連

携
等

に
よ

る
付

加
価

値
の

高
い

農
産

物
及

び
農

産
加

工
品

の
生

産
・
販

売
・
ブ

ラ
ン

ド
化

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

農
林

漁
業

の
６

次
産

業
化

に
向

け
て

は
、

引
き

続
き

、
生

産
と

流
通

・
加

工
等

が
結

び
つ

い
た

農
商

工
連

携
等

に
よ

る
付

加
価

値
の

高
い

農
水

産
物

及
び

農
水

産
加

工
品

の
生

産
・
販

売
・
ブ

ラ
ン

ド
化

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

農
林

水
産

業
に

つ
い

て
は

、
与

那
国

の
漁

業
者

が
観

光
客

の
受

入
に

よ
っ

て
宿

泊
業

な
ど

を
展

開
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

漁
業

も
観

光
業

を
中

心
と

し
て

商
工

連
携

に
よ

る
６

次
産

業
化

は
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 48 －
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9
9

3
5
9
1

1
2

離
島

フ
ェ
ア

売
上

総
額

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
年

に
5
,8

5
1
万

円
と

な
っ

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
推

進
し

て
い

る
。

ま
た

、
商

談
に

よ
り

販
路

拡
大

も
進

ん
で

い
る

。

離
島

フ
ェ
ア

売
上

総
額

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0
年

に
9
,1

7
9
万

円
と

な
っ

て
お

り
、

目
標

値
を

達
成

す
る

見
込

み
で

あ
る

。
ま

た
、

商
談

に
よ

り
販

路
拡

大
も

進
ん

で
い

る
。

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

計
画

策
定

時
か

ら
少

し
で

も
数

値
が

伸
び

て
い

れ
ば

「
前

進
し

て
い

る
」
と

の
表

現
に

な
っ

て
い

る
が

、
違

和
感

が
あ

る
。

「
検

証
シ

ー
ト

」
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
て

、
「
達

成
」
「
達

成
見

込
」
「
進

展
」
「
進

展
遅

れ
」
の

表
現

に
統

一
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 49 －
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1
0
0

3
5
9
1

2
7

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
離

島
フ

ェ
ア

売
上

総
額

現
状

値
　

5
,8

5
1
万

円
（
H

2
9
年

度
）

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
離

島
フ

ェ
ア

売
上

総
額

現
状

値
　

9
,1

7
9
万

円
（
H

3
0
年

度
）

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
0
1

3
5
9
2

7
－

（
追

加
と

し
て

）
さ

ら
に

、
島

内
市

場
で

の
需

要
を

喚
起

す
る

た
め

、
文

化
行

政
と

も
連

携
し

た
高

付
加

価
値

化
や

、
原

料
の

島
内

生
産

促
進

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

織
物

な
ど

の
伝

統
工

芸
産

業
に

つ
い

て
は

、
そ

の
多

く
が

元
々

、
島

内
で

の
原

料
生

産
が

可
能

で
あ

り
、

い
わ

ゆ
る

か
つ

て
の

人
頭

税
時

代
に

は
高

付
加

価
値

が
付

け
ら

れ
て

い
た

も
の

が
、

現
代

社
会

で
は

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

に
伴

い
、

需
要

が
落

ち
込

ん
で

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
、

原
料

調
達

コ
ス

ト
を

削
減

す
る

た
め

に
も

、
原

料
の

島
内

生
産

の
促

進
を

図
り

、
ま

た
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

や
入

域
観

光
客

へ
の

販
売

促
進

の
た

め
に

も
、

島
内

需
要

を
喚

起
し

、
高

付
加

価
値

化
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
伝

統
文

化
継

承
や

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

見
直

し
を

含
む

文
化

行
政

と
の

連
携

が
不

可
欠

と
な

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
伝

統
工

芸
産

業
の

「
高

付
加

価
値

化
」
に

つ
い

て
は

、
5
9
1
頁

3
7
行

の
「
市

場
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

、
新

た
な

商
品

開
発

の
促

進
を

支
援

す
る

と
と

も
に

」
に

含
ま

れ
て

い
る

。
　

工
芸

産
業

（
主

に
織

物
）
に

お
け

る
原

材
料

（
苧

麻
や

藍
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
原

料
と

な
る

植
物

を
島

内
で

栽
培

・
生

産
し

て
い

る
が

、
そ

れ
を

糸
や

染
料

に
加

工
す

る
技

術
者

の
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
工

芸
産

業
に

お
け

る
原

材
料

の
確

保
に

関
す

る
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
5
4
3

頁
4
2
行

か
ら

5
4
4
頁

4
行

に
か

け
て

記
述

が
あ

る
。
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1
0
2

3
5
9
2

3
0

ＩＴ
人

材
の

育
成

に
つ

い
て

は
、

将
来

の
ＩＴ

業
界

を
担

う
人

材
（
小

中
学

生
）

の
情

報
通

信
関

連
産

業
へ

の
関

心
を

高
め

る
た

め
、

企
業

や
学

校
と

連
携

し
、

ロ
ボ

ッ
ト

教
室

な
ど

児
童

向
け

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

等
を

開
催

し
た

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

離
島

地
域

の
ＩＴ

人
材

の
育

成
に

つ
な

が
っ

た
。

ＩＴ
人

材
と

い
う
よ

り
も

子
ど

も
た

ち
に

対
し

て
（
ロ

ボ
ッ

ト
教

室
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

を
開

催
し

た
）
と

い
う
こ

と
な

の
で

、
教

育
の

分
野

か
と

思
う
が

、
今

後
テ

レ
ワ

ー
ク

な
ど

が
重

要
に

な
っ

て
く
る

場
合

に
、

こ
の

部
分

は
大

事
で

あ
る

。
事

業
は

、
（
他

に
も

）
探

し
た

ら
あ

る
と

思
う
の

で
、

整
理

し
て

記
載

す
る

と
少

し
幅

が
出

る
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
県

内
離

島
で

の
テ

レ
ワ

ー
カ

ー
の

人
材

育
成

、
テ

レ
ワ

ー
ク

業
務

の
受

注
・
再

委
託

、
就

業
支

援
な

ど
を

実
施

す
る

（
事

業
主

体
は

補
助

事
業

者
）
離

島
テ

レ
ワ

ー
ク

人
材

育
成

補
助

事
業

を
実

施
し

て
い

る
。

1
0
3

3
5
9
2

3
0

－

離
島

で
は

、
ＩＴ

技
術

を
生

か
せ

る
雇

用
環

境
は

都
市

部
に

比
べ

て
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
、

ＩＴ
業

界
を

担
う
人

材
を

初
等

教
育

か
ら

育
成

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

併
せ

て
離

島
に

お
い

て
も

ＩＴ
技

術
を

生
か

せ
る

産
業

や
雇

用
を

作
る

取
組

み
を

し
な

け
れ

ば
、

若
者

の
さ

ら
な

る
人

材
流

出
に

つ
な

が
り

か
ね

な
い

。
人

材
教

育
の

内
容

と
島

内
の

雇
用

環
境

に
整

合
性

が
取

れ
る

よ
う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
テ

レ
ワ

ー
ク

は
、

時
間

や
場

所
に

捕
ら

わ
れ

ず
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

な
ど

、
離

島
の

条
件

不
利

性
の

一
つ

で
あ

る
遠

隔
性

を
解

消
で

き
る

手
段

の
一

つ
と

考
え

ら
れ

る
。

　
県

で
は

、
小

規
模

離
島

を
含

む
複

数
の

離
島

に
お

い
て

広
域

的
な

支
援

体
制

を
構

築
し

、
テ

レ
ワ

ー
カ

ー
の

人
材

育
成

、
テ

レ
ワ

ー
ク

業
務

の
受

注
・
再

委
託

、
就

業
支

援
な

ど
を

実
施

す
る

事
業

者
へ

助
成

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
島

外
か

ら
仕

事
を

取
り

込
む

環
境

を
整

備
・
加

速
化

す
る

、
離

島
テ

レ
ワ

ー
ク

人
材

育
成

補
助

事
業

を
実

施
し

て
い

る
。

1
0
4

3
5
9
2

3
0

離
島

地
域

の
IT

人
材

育
成

～
新

た
な

W
i-

F
i整

備
と

並
行

し
た

既
設

W
i-

F
i環

境
利

用
施

策
の

検
討

観
光

客
や

市
町

民
に

対
す

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

の
提

供
の

み
で

な
く
、

IT
人

材
育

成
に

向
け

た
利

活
用

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
5
9
4
頁

2
3
行

目
に

以
下

の
と

お
り

記
載

さ
れ

て
い

る
。

　
こ

の
ほ

か
、

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

多
様

な
産

業
人

材
の

育
成

の
た

め
、

引
き

続
き

、
海

外
展

開
を

目
指

す
人

材
や

、
ＩＴ

人
材

等
の

産
業

人
材

の
育

成
・
確

保
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。
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1
0
5

3
5
9
3

2
9

－

（
2
8
行

目
に

続
け

て
）

　
地

域
づ

く
り

活
動

に
関

わ
る

人
材

の
育

成
に

つ
い

て
は

、
各

市
町

村
に

お
け

る
地

域
お

こ
し

協
力

隊
制

度
の

活
用

推
進

、
地

域
の

世
話

役
養

成
塾

の
開

催
、

地
域

貢
献

度
が

高
く
創

意
工

夫
し

た
活

動
を

行
う
地

域
づ

く
り

団
体

の
表

彰
実

施
な

ど
に

よ
り

、
地

域
の

多
様

な
人

材
育

成
に

つ
な

が
っ

た
。

観
光

、
教

育
、

農
業

、
工

芸
、

商
工

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

な
ど

、
多

岐
に

わ
た

っ
て

人
材

育
成

が
行

わ
れ

て
い

る
。

様
々

な
分

野
の

人
材

育
成

が
入

っ
て

い
る

と
思

う
が

、
地

域
づ

く
り

関
係

の
人

材
が

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
離

島
や

過
疎

地
域

で
そ

れ
ぞ

れ
で

島
お

こ
し

に
関

わ
る

方
が

、
い

ろ
い

ろ
と

地
域

の
活

性
化

に
役

割
を

果
た

し
貢

献
し

て
い

る
。

全
部

行
政

ま
か

せ
で

は
な

く
、

住
民

自
ら

島
の

課
題

を
改

善
し

て
い

く
、

そ
う
い

う
こ

と
を

表
記

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
0
6

3
5
9
4

2
5

－

（
2
4
行

目
に

続
け

て
）

　
ま

た
、

沖
縄

の
リ
ゾ

ー
ト

地
と

し
て

の
優

位
性

を
生

か
し

た
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

や
農

林
水

産
業

等
の

島
の

基
幹

産
業

の
閑

散
期

に
お

け
る

副
収

入
源

と
し

て
、

テ
レ

ワ
ー

ク
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

人
材

の
育

成
と

い
う
点

で
は

多
く
記

載
さ

れ
て

い
る

が
、

離
島

地
域

自
体

で
そ

も
そ

も
人

口
が

少
な

い
と

こ
ろ

は
、

島
だ

け
で

育
成

す
れ

ば
ど

う
に

か
な

る
問

題
で

は
な

く
「
確

保
」
が

大
事

に
な

っ
て

く
る

。
そ

の
「
確

保
」

に
関

し
て

あ
ま

り
記

載
が

な
い

。
最

近
「
リ

モ
ー

ト
ワ

ー
カ

ー
」
が

大
き

な
取

組
み

に
な

っ
て

お
り

、
多

様
な

働
き

方
は

社
会

的
に

増
え

て
い

る
。

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
、

シ
ェ
ア

オ
フ

ィ
ス

よ
っ

て
島

に
企

業
が

入
り

、
こ

れ
ま

で
島

に
な

か
っ

た
仕

事
を

し
て

い
る

人
が

増
え

、
減

っ
て

い
た

人
口

が
回

復
し

た
事

例
も

あ
る

た
め

、
人

材
の

確
保

と
い

う
部

分
に

も
注

力
で

き
る

よ
う
な

表
記

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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1
0
7

3
5
9
4

2
9

－

（
2
9
行

目
に

続
け

て
）

そ
れ

ぞ
れ

の
離

島
や

地
域

特
有

の
課

題
改

善
に

は
、

地
域

住
民

が
主

体
的

に
改

善
に

取
り

組
む

地
域

づ
く
り

活
動

団
体

等
を

支
え

る
人

材
育

成
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

優
れ

た
地

域
づ

く
り

活
動

を
行

う
団

体
の

モ
デ

ル
事

業
を

支
援

し
、

他
団

体
へ

展
開

を
図

る
こ

と
や

、
離

島
・
過

疎
地

域
等

に
お

け
る

地
域

お
こ

し
協

力
隊

等
の

更
な

る
活

用
推

進
な

ど
、

地
域

づ
く
り

活
動

に
関

わ
る

人
材

育
成

を
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

観
光

、
教

育
、

農
業

、
工

芸
、

商
工

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

な
ど

、
多

岐
に

わ
た

っ
て

人
材

育
成

が
行

わ
れ

て
い

る
。

様
々

な
分

野
の

人
材

育
成

が
入

っ
て

い
る

と
思

う
が

、
地

域
づ

く
り

関
係

の
人

材
が

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
離

島
や

過
疎

地
域

で
そ

れ
ぞ

れ
で

島
お

こ
し

に
関

わ
る

方
が

、
い

ろ
い

ろ
と

地
域

の
活

性
化

に
役

割
を

果
た

し
貢

献
し

て
い

る
。

全
部

行
政

ま
か

せ
で

は
な

く
、

住
民

自
ら

島
の

課
題

を
改

善
し

て
い

く
、

そ
う
い

う
こ

と
を

表
記

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
0
8

3
5
9
4

2
9

－

（
2
9
行

目
に

続
け

て
）

こ
れ

と
関

連
し

た
取

組
と

し
て

、
高

等
教

育
機

関
へ

の
進

学
の

た
め

に
島

を
離

れ
た

若
者

の
Ｕ

タ
ー

ン
を

促
進

す
る

た
め

、
本

人
の

意
思

を
最

優
先

し
つ

つ
、

地
元

の
行

政
や

企
業

、
地

域
社

会
、

そ
の

他
関

係
機

関
な

ど
が

連
携

し
て

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

－

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
0
9

3
5
9
4

3
0

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

は
、

地
域

住
民

が
お

互
い

に
支

え
助

け
合

う
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
、

引
き

続
き

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
養

成
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

は
、

地
域

住
民

が
お

互
い

に
支

え
助

け
合

う
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
、

社
会

福
祉

協
議

会
や

市
町

村
の

ほ
か

、
公

民
館

や
自

治
会

な
ど

と
連

携
し

、
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
養

成
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

離
島

に
お

い
て

は
人

口
が

少
な

い
た

め
に

防
災

、
防

犯
、

地
域

行
事

な
ど

、
地

域
社

会
に

お
い

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

を
必

要
と

す
る

状
況

は
都

市
部

に
比

べ
て

多
岐

に
わ

た
り

、
必

要
と

さ
れ

る
人

数
も

多
い

と
思

わ
れ

る
。

そ
の

た
め

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
要

請
に

つ
い

て
は

、
社

会
福

祉
協

議
会

だ
け

で
は

な
く
、

公
民

館
や

自
治

会
な

ど
、

地
域

社
会

と
の

連
携

や
、

そ
の

た
め

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

強
化

が
不

可
欠

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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 （
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由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
1
0

3
5
9
4

3
4

－

（
3
4
行

目
に

続
け

て
）

特
に

離
島

地
域

に
お

い
て

は
、

社
会

福
祉

事
業

従
事

者
の

確
保

が
よ

り
困

難
で

あ
る

た
め

、
各

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
有

資
格

者
の

活
用

推
進

に
つ

い
て

、
市

町
村

や
社

会
福

祉
事

業
所

等
と

連
携

し
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。

Ｐ
5
9
3
・
2
2
-
2
5
に

、
福

祉
人

材
の

育
成

に
努

め
た

の
記

述
は

あ
り

、
課

題
と

対
策

と
し

て
は

も
っ

と
具

体
的

に
踏

み
込

ん
だ

内
容

を
期

待
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
1
1

3
5
9
4

3
5

－

（
3
4
行

目
に

続
け

て
）

さ
ら

に
、

医
師

、
看

護
師

な
ど

の
医

療
人

材
の

確
保

や
医

療
事

務
等

の
資

格
取

得
に

向
け

た
講

座
開

設
な

ど
充

実
強

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

を
支

え
る

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
の

医
療

体
制

の
整

備
と

と
も

に
、

医
療

を
支

え
る

人
材

育
成

を
追

加
で

記
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
1
2

3
5
9
4

4
0

－

（
4
0
行

目
に

続
け

て
）

特
に

離
島

に
つ

い
て

は
、

離
島

自
治

体
の

職
員

が
各

地
域

の
特

性
を

考
慮

し
た

上
で

、
地

域
社

会
と

連
携

し
た

各
種

施
策

を
展

開
で

き
る

よ
う
、

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

作
成

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
－

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
1
3

3
5
9
5

4

交
流

と
貢

献
に

よ
る

離
島

の
新

た
な

振
興

の
た

め
、

多
様

な
交

流
・
協

力
活

動
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
島

し
ょ

性
を

生
か

し
た

技
術

開
発

を
推

進
し

た
。

交
流

と
貢

献
に

よ
る

過
疎

地
域

を
含

む
離

島
の

新
た

な
振

興
の

た
め

、
多

様
な

交
流

・
協

力
活

動
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
島

し
ょ
性

を
生

か
し

た
技

術
開

発
を

推
進

し
た

。

都
会

の
人

た
ち

が
、

過
疎

地
域

が
持

っ
て

い
る

資
源

を
生

か
し

て
交

流
を

展
開

す
る

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
、

全
く
触

れ
ら

れ
て

い
な

い
の

で
、

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
タ

イ
ト

ル
そ

の
も

の
を

「
交

流
と

貢
献

に
よ

る
離

島
・
過

疎
地

域
の

新
た

な
振

興
」
と

し
て

は
ど

う
か

。
「
離

島
＝

（
イ

コ
ー

ル
）
過

疎
」
で

は
な

い
し

、
沖

縄
本

島
の

や
ん

ば
る

に
も

過
疎

地
域

が
あ

り
、

そ
の

あ
た

り
の

記
載

に
つ

い
て

欠
落

し
て

い
る

箇
所

が
幾

つ
も

あ
る

の
で

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
な

お
、

タ
イ

ト
ル

に
つ

い
て

は
、

「
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

」
に

お
け

る
施

策
展

開
の

名
称

と
同

一
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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1
1
4

3
5
9
5

7
－

本
島

の
子

ど
も

た
ち

を
離

島
に

派
遣

し
て

交
流

を
深

め
る

事
業

（
沖

縄
離

島
体

験
交

流
促

進
事

業
）
、

あ
る

い
は

「
島

あ
っ

ち
ぃ

」
（
離

島
観

光
・
交

流
促

進
事

業
）
は

、
全

国
的

に
も

す
ば

ら
し

い
事

業
な

の
で

、
も

っ
と

ア
ピ

ー
ル

し
て

も
よ

い
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
離

島
体

験
交

流
促

進
事

業
で

は
、

平
成

2
2

年
度

か
ら

平
成

3
0
年

度
ま

で
2
3
,7

7
5
人

の
生

徒
を

離
島

へ
派

遣
し

、
離

島
観

光
・
交

流
促

進
事

業
（
島

あ
っ

ち
ぃ

）
で

は
、

平
成

2
8
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
9
,3

2
1
人

の
県

民
を

離
島

へ
派

遣
し

て
お

り
、

一
定

数
の

認
知

が
図

ら
れ

て
い

る
。

　
ま

た
、

令
和

元
年

度
の

離
島

観
光

・
交

流
促

進
事

業
（
島

あ
っ

ち
ぃ

）
で

は
、

事
業

や
離

島
に

つ
い

て
更

に
認

知
度

を
高

め
る

た
め

、
Ｗ

Ｅ
Ｂ

動
画

の
配

信
や

Ｔ
Ｖ

Ｃ
Ｍ

等
、

広
報

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
る

。
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別
紙
１

番
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章
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 告
 書

 （
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 ）

本
 文

意
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 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
1
5

3
5
9
5

1
0

体
験

・
交

流
を

目
的

に
離

島
へ

派
遣

す
る

児
童

生
徒

数
（
累

計
）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

度
で

１
万

9
,9

5
4
人

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

推
進

し
て

い
る

。

体
験

・
交

流
を

目
的

に
離

島
へ

派
遣

す
る

児
童

生
徒

数
（
累

計
）
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
0
年

度
ま

で
の

累
計

で
２

万
3
,6

1
2
人

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

計
画

策
定

時
か

ら
少

し
で

も
数

値
が

伸
び

て
い

れ
ば

「
前

進
し

て
い

る
」
と

の
表

現
に

な
っ

て
い

る
が

、
違

和
感

が
あ

る
。

「
検

証
シ

ー
ト

」
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
て

、
「
達

成
」
「
達

成
見

込
」
「
進

展
」
「
進

展
遅

れ
」
の

表
現

に
統

一
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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果

1
1
6

3
5
9
5

1
9

－

プ
ロ

の
芸

術
家

等
の

招
聘

に
よ

っ
て

「
豊

か
な

感
性

を
育

む
こ

と
が

で
き

た
」
と

す
る

の
は

、
客

観
的

指
標

が
示

さ
れ

て
お

ら
ず

、
評

価
が

難
し

い
。

も
ち

ろ
ん

児
童

生
徒

に
プ

ロ
の

芸
術

家
の

作
品

に
よ

る
芸

術
鑑

賞
の

機
会

を
与

え
る

こ
と

は
重

要
な

機
会

で
あ

る
が

、
小

規
模

離
島

で
は

人
口

減
少

に
よ

る
島

内
の

伝
統

文
化

の
継

承
者

も
少

な
く
な

っ
て

い
る

傾
向

が
あ

る
の

で
、

「
豊

か
な

感
受

性
」
を

育
む

た
め

に
も

、
郷

土
学

習
や

社
会

教
育

に
お

い
て

地
域

の
言

葉
や

伝
統

文
化

に
触

れ
る

機
会

を
増

や
す

な
ど

の
取

り
組

み
に

、
一

層
力

を
入

れ
た

方
が

良
い

の
で

は
な

い
か

。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
伝

統
文

化
の

保
全

・
継

承
等

に
つ

い
て

は
、

3
5
3
頁

2
4
行

目
～

2
5
行

目
、

5
7
3
頁

3
4
行

目
～

3
6
行

目
に

記
載

さ
れ

て
お

り
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
　

文
化

の
振

興
に

つ
い

て
は

、
離

島
・
過

疎
地

域
住

民
へ

伝
統

文
化

を
体

験
・
鑑

賞
す

る
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

や
、

重
要

無
形

文
化

財
保

持
者

等
に

よ
る

伝
統

芸
能

公
演

等
を

実
施

し
て

い
る

。
　

ま
た

、
平

成
2
7
年

度
に

は
「
し

ま
く
と

ぅば
読

本
」

を
県

内
の

全
小

学
校

５
年

生
、

全
中

学
校

２
年

生
に

配
布

す
る

な
ど

、
し

ま
く
と

ぅば
教

育
推

進
の

た
め

の
環

境
整

備
を

行
っ

た
。

1
1
7

3
5
9
5

3
9

－

（
3
9
行

目
に

続
け

て
）

海
洋

深
層

水
は

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源
に

加
え

、
水

産
養

殖
や

化
粧

品
、

健
康

増
進

な
ど

総
合

的
・
一

体
的

な
活

用
が

図
ら

れ
、

同
町

に
お

け
る

主
要

産
業

と
し

て
成

長
し

た
。

海
洋

深
層

水
施

設
は

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

み
な

ら
ず

、
多

く
の

産
業

を
創

出
し

て
い

る
「
海

洋
資

源
の

研
究

・
事

業
化

施
設

」
で

あ
る

こ
と

を
表

記
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

久
米

島
の

海
洋

深
層

水
は

こ
こ

1
0
年

で
か

な
り

伸
び

て
い

る
分

野
で

は
な

い
か

。
そ

れ
ぞ

れ
離

島
で

、
例

え
ば

長
命

草
の

よ
う

に
全

国
ブ

ラ
ン

ド
に

な
っ

て
い

る
も

の
も

あ
る

。
そ

う
い

う
側

面
を

適
切

な
箇

所
に

き
ち

ん
と

記
載

し
て

ほ
し

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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等

審
　

議
　

結
　

果

1
1
8

3
5
9
6

3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
体

験
・
交

流
を

目
的

に
離

島
へ

派
遣

す
る

児
童

生
徒

数
（
累

計
）

現
状

値
　

1
9
,9

5
4
人

（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
体

験
・
交

流
を

目
的

に
離

島
へ

派
遣

す
る

児
童

生
徒

数
（
累

計
）

現
状

値
　

2
3
,6

1
2
人

（
H

3
0
年

度
）

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
1
9

3
5
9
6

9

多
様

な
交

流
・
協

力
活

動
の

促
進

に
つ

い
て

は
、

離
島

地
域

の
振

興
に

お
い

て
、

多
様

な
交

流
・
協

力
活

動
の

促
進

に
つ

い
て

は
、

離
島

・
過

疎
地

域
の

振
興

に
お

い
て

、
都

会
の

人
た

ち
が

、
過

疎
地

域
が

持
っ

て
い

る
資

源
を

生
か

し
て

交
流

を
展

開
す

る
と

い
う
こ

と
に

つ
い

て
、

全
く
触

れ
ら

れ
て

い
な

い
の

で
、

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
タ

イ
ト

ル
そ

の
も

の
を

「
交

流
と

貢
献

に
よ

る
離

島
・
過

疎
地

域
の

新
た

な
振

興
」
と

し
て

は
ど

う
か

。
「
離

島
＝

（
イ

コ
ー

ル
）
過

疎
」
で

は
な

い
し

、
沖

縄
本

島
の

や
ん

ば
る

に
も

過
疎

地
域

が
あ

り
、

そ
の

あ
た

り
の

記
載

に
つ

い
て

欠
落

し
て

い
る

箇
所

が
幾

つ
も

あ
る

の
で

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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1
2
1

3
5
9
6

1
6

－

（
追

加
と

し
て

）
特

に
、

離
島

地
域

間
に

お
い

て
も

防
災

、
医

療
、

教
育

等
、

離
島

地
域

固
有

の
課

題
解

決
に

向
け

、
相

互
の

交
流

と
情

報
共

有
促

進
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。
－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
分

野
や

所
管

部
局

そ
れ

ぞ
れ

で
判

断
が

必
要

で
あ

り
、

包
括

的
に

記
載

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

1
4

5
9
6

3
1
2
0

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
「
地

域
リ
ー

ダ
ー

の
育

成
・
確

保
」
か

ら
始

ま
り

、
「
地

域
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

基
盤

強
化

や
地

域
住

民
の

自
主

的
で

創
意

工
夫

に
よ

る
む

ら
づ

く
り

を
支

援
」
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
1
4
項

目
か

ら
1
5
項

目
ほ

ど
記

載
さ

れ
て

い
る

が
、

人
口

の
少

な
い

地
域

に
対

し
て

こ
れ

だ
け

多
く

の
事

業
を

強
い

る
と

、
逆

に
地

域
の

力
が

弱
ま

る
の

で
は

な
い

か
。

こ
こ

に
あ

る
1
4
～

1
5
に

か
け

て
の

取
組

み
が

進
ん

で
い

る
地

域
は

、
地

域
の

キ
ー

マ
ン

の
周

り
に

そ
れ

を
支

援
す

る
島

内
外

の
関

係
人

口
に

近
い

方
が

存
在

し
て

お
り

、
比

較
的

う
ま

く
回

っ
て

い
る

傾
向

に
あ

る
た

め
、

離
島

地
域

の
人

材
と

そ
の

活
動

を
支

援
す

る
関

係
人

口
を

増
加

す
る

取
り

組
み

も
含

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

都
会

の
人

た
ち

が
、

過
疎

地
域

が
持

っ
て

い
る

資
源

を
生

か
し

て
交

流
を

展
開

す
る

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
、

全
く
触

れ
ら

れ
て

い
な

い
の

で
、

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
タ

イ
ト

ル
そ

の
も

の
を

「
交

流
と

貢
献

に
よ

る
離

島
・
過

疎
地

域
の

新
た

な
振

興
」
と

し
て

は
ど

う
か

。
「
離

島
＝

（
イ

コ
ー

ル
）
過

疎
」
で

は
な

い
し

、
沖

縄
本

島
の

や
ん

ば
る

に
も

過
疎

地
域

が
あ

り
、

そ
の

あ
た

り
の

記
載

に
つ

い
て

欠
落

し
て

い
る

箇
所

が
幾

つ
も

あ
る

の
で

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

交
流

人
口

を
増

大
さ

せ
る

と
と

も
に

、
県

外
の

沖
縄

フ
ァ
ン

や
沖

縄
観

光
リ
ピ

ー
タ

ー
な

ど
の

関
係

人
口

を
増

や
す

こ
と

で
、

将
来

の
移

住
に

つ
な

げ
、

離
島

・
過

疎
地

域
の

活
性

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

交
流

人
口

を
増

大
さ

せ
、

離
島

地
域

の
活

性
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
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果

1
2
2

3
5
9
6

3
4

デ
ー

タ
を

研
究

機
関

等
に

提
供

す
る

な
ど

、
海

洋
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関

す
る

技
術

開
発

を
促

す
必

要
が

あ
る

。

デ
ー

タ
を

大
学

や
研

究
機

関
等

に
提

供
す

る
な

ど
、

関
係

機
関

と
連

携
し

海
洋

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
技

術
開

発
を

促
す

必
要

が
あ

る
。

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

特
に

海
洋

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

こ
と

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
沖

縄
科

学
技

術
大

学
院

大
学

（
Ｏ

ＩＳ
Ｔ

）
は

、
波

力
を

利
用

し
た

発
電

実
験

プ
ラ

ン
ト

を
作

っ
て

実
験

を
し

て
い

る
。

報
告

書
に

は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ

の
記

載
が

あ
る

の
で

、
Ｏ

ＩＳ
Ｔ

に
つ

い
て

も
、

特
に

技
術

協
力

の
分

野
を

記
載

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
2
3

3
5
9
7

1
6

離
島

の
地

域
内

に
お

い
て

、
旅

館
業

の
用

に
供

す
る

設
備

で
、

そ
の

新
設

又
は

増
設

に
係

る
取

得
価

額
の

合
計

額
が

1
,0

0
0
万

円
超

の
場

合
、

普
通

償
却

限
度

額
に

加
え

て
、

取
得

価
額

に
８

％
を

乗
じ

た
額

を
償

却
で

き
る

離
島

の
地

域
内

に
お

い
て

、
旅

館
業

の
用

に
供

す
る

設
備

で
、

そ
の

新
設

又
は

増
設

に
係

る
一

の
生

産
等

設
備

の
取

得
価

額
の

合
計

額
が

1
,0

0
0
万

円
を

超
え

る
 の

場
合

、
普

通
償

却
限

度
額

に
加

え
て

、
取

得
価

額
に

８
％

を
乗

じ
た

額
を

償
却

で
き

る

金
額

基
準

は
税

額
控

除
の

対
象

と
な

る
設

備
の

金
額

で
判

定
す

る
の

で
は

な
く
、

一
の

生
産

等
設

備
で

判
定

す
る

こ
と

か
ら

文
言

を
修

正
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

「
○

円
超

」
か

「
○

円
を

超
え

る
」
ど

ち
ら

か
に

統
一

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
2
4

3
5
9
7

1
9

（
た

だ
し

、
対

象
と

な
る

投
資

額
は

1
0

億
円

が
上

限
。

特
別

償
却

不
足

額
が

生
じ

た
場

合
は

１
年

間
繰

越
可

能
。

）
。

（
た

だ
し

、
対

象
と

な
る

 投
資

取
得

価
額

の
合

計
額

は
1
0
億

円
を

限
度

 が
上

限
。

特
別

償
却

不
足

額
が

生
じ

た
場

合
は

２
年

間
繰

越
可

能
。

）
。

投
資

を
制

限
す

る
も

の
で

は
な

く
、

税
額

控
除

の
計

算
上

1
0
億

円
を

限
度

と
し

て
い

る
た

め
、

表
現

を
変

え
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
2
5

3
5
9
7

2
1

旅
館

業
の

用
に

供
す

る
建

物
及

び
そ

の
付

属
設

備
で

あ
っ

て
、

取
得

価
額

の
合

計
額

が
1
,0

0
0
万

円
を

超
え

る
場

合
、

対
象

設
備

で
あ

る
家

屋
及

び
そ

の
敷

地
で

あ
る

土
地

（
取

得
の

日
の

翌
日

か
ら

１
年

以
内

に
当

該
家

屋
の

建
設

の
着

手
が

あ
っ

た
場

合
に

限
る

。
）
に

対
し

て
か

す
る

不
動

産
取

得
税

を
免

除
す

る
。

旅
館

業
の

用
に

供
す

る
建

物
及

び
そ

の
付

属
設

備
で

あ
っ

て
、

そ
の

新
設

又
は

増
設

に
係

る
取

得
価

額
の

合
計

額
が

1
,0

0
0
万

円
を

超
え

る
場

合
、

対
象

設
備

で
あ

る
家

屋
及

び
そ

の
敷

地
で

あ
る

土
地

（
取

得
の

日
の

翌
日

か
ら

１
年

以
内

に
当

該
家

屋
の

建
設

の
着

手
が

あ
っ

た
場

合
に

限
る

。
）

に
対

し
て

課
 か

す
る

不
動

産
取

得
税

を
免

除
す

る
。

「
新

設
ま

た
は

増
設

に
係

る
」
と

い
う
表

現
は

総
務

省
省

令
及

び
県

条
例

に
も

記
載

が
な

い
た

め
削

除
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
な

お
、

「
沖

縄
県

税
の

課
税

免
除

及
び

不
均

一
課

税
に

関
す

る
条

例
に

お
い

て
、

す
べ

て
の

制
度

に
お

い
て

「
新

設
し

、
又

は
増

設
し

た
者

」
と

の
記

載
が

あ
る

こ
と

か
ら

左
案

の
と

お
り

追
記

す
る

。

－ 60 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
2
6

3
5
9
7

3
3

旅
館

業
の

用
に

供
す

る
建

物
及

び
そ

の
付

属
設

備
で

、
そ

の
新

設
又

は
増

設
に

係
る

取
得

価
額

の
合

計
額

が
1
,0

0
0
万

円
超

の
場

合
、

そ
の

取
得

し
た

年
の

翌
年

度
以

降
５

年
間

、
固

定
資

産
税

を
免

除
す

る
。

旅
館

業
の

用
に

供
す

る
建

物
及

び
そ

の
付

属
設

備
で

、
そ

の
新

設
又

は
増

設
に

係
る

取
得

価
額

の
合

計
額

が
1
,0

0
0
万

円
を

超
え

る
 の

場
合

、
 そ

 の
取

得
し

た
年

の
翌

年
度

以
降

新
た

に
課

さ
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
年

度
以

後
５

年
度

分
 ５

年
間

、
固

定
資

産
税

を
免

除
す

る
。

「
○

円
超

」
か

「
○

円
を

超
え

る
」
ど

ち
ら

か
に

統
一

す
る

必
要

が
あ

る
。

括
弧

内
の

「
及

び
」
に

つ
い

て
は

国
税

で
は

省
略

表
記

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
統

一
し

た
方

が
よ

い
。

あ
わ

せ
て

、
「
そ

の
取

得
し

た
年

の
翌

年
度

以
降

」
の

表
現

が
わ

か
り

ず
ら

い
の

で
修

正
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
2
7

3
5
9
8

2
4

【
図

表
3
-
3
-
1
2
-
7
】
離

島
地

域
に

お
け

る
宿

泊
施

設
数

及
び

収
容

人
員

数
の

推
移

平
成

2
9
年

度
の

実
績

を
追

加
し

て
図

表
を

修
正

す
る

。

軒
数

：
1
,8

7
4
軒

収
容

人
員

：
4
2
,2

3
4
人

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 61 －
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 案
 等
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理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
2
8

3
5
9
9

2

【
図

表
3
-
3
-
1
2
-
8
】
離

島
地

域
に

お
け

る
入

域
観

光
客

数
の

推
移

再
度

集
計

方
法

を
見

直
し

て
グ

ラ
フ

を
修

正
す

る
。

集
計

方
法

（
数

字
の

取
り

方
）
が

適
当

で
な

い
た

め
。

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
2
9

3
5
9
9

1
8

－

【
図

表
3
-
3
-
1
2
-
8
】
の

説
明

と
し

て
以

下
を

追
加

　
入

域
観

光
客

数
・
・
・
沖

縄
県

に
入

域
す

る
者

（
沖

縄
県

在
住

者
を

除
く
）
全

て
の

人
数

　
混

在
率

・
・
・
沖

縄
県

が
実

施
す

る
混

在
率

調
査

の
結

果
に

基
づ

く
、

航
空

乗
客

に
占

め
る

沖
縄

県
在

住
者

以
外

の
者

の
割

合

離
島

の
観

光
客

数
の

記
述

に
つ

い
て

、
総

点
検

報
告

書
に

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

観
光

客
（
県

外
客

）
の

定
義

を
し

て
く
だ

さ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
3
0

3
4
2
7

～ 4
3
0

－

社
会

参
加

活
動

～
ＩＣ

Ｔ
を

利
活

用
し

た
社

会
参

加
活

動
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

の
実

感
（
見

え
る

化
）
、

活
動

イ
ン

セ
ン

テ
ィ
ブ

と
し

て
の

産
官

学
連

携
で

の
地

域
ポ

イ
ン

ト
等

に
よ

る
活

性
化

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
IC

T
を

利
活

用
し

た
社

会
参

加
活

動
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
に

つ
い

て
は

、
可

能
性

を
含

め
、

今
後

、
研

究
が

必
要

で
あ

る
。

41
9,
20
3 

40
6,
20
6 

43
7,
13
7 

52
0,
17
2 

70
9,
81
1 

99
6,
40
9 

7
42
,0
92
 

9
84
,1
86
 

1,
1
30
,4
30

 
1,
1
80
,3
84

 
1,
2
66
,7
78

 
1,
3
63
,4
65

 

83
,0
94
 

87
,4
21
 

92
,7
71
 

10
3,
55
1
 

11
1,
50
9
 

10
9,
74
2 

0

2
00

,
00

0

4
00

,
00

0

6
00

,
00

0

8
00

,
00

0

1
,0

0
0,

0
00

1
,2

0
0,

0
00

1
,4

0
0,

0
00

1
,6

0
0,

0
00

平
成

24
年

度
平
成

25
年

度
平
成

26
年

度
平
成

27
年

度
平
成

28
年

度
平
成

29
年
度

（単
位
：人
）

宮
古
圏

域
八
重

山
圏
域

久
米

島

－ 62 －
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結
　

果

1
4

3
8

3
1
3
1

【
原

文
の

と
お

り
】

　
沖

縄
観

光
国

際
化

ビ
ッ
グ

バ
ン

事
業

に
お

い
て

、
海

外
の

旅
行

博
へ

の
出

展
や

、
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

、
観

光
情

報
サ

イ
ト

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

等
の

多
言

語
展

開
に

よ
り

、
離

島
も

含
め

た
沖

縄
観

光
の

海
外

に
対

す
る

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

取
り

組
み

に
よ

り
、

引
き

続
き

、
海

外
か

ら
離

島
へ

の
観

光
客

誘
致

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

－

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

と
い

う
離

島
の

課
題

は
述

べ
ら

れ
て

い
る

の
で

、
そ

こ
を

ど
う
し

て
い

く
の

か
は

非
常

に
重

要
な

課
題

で
あ

る
。

加
え

て
、

欧
米

、
台

湾
な

ど
、

海
外

か
ら

の
観

光
客

は
確

実
に

増
え

て
き

て
お

り
、

離
島

に
行

き
始

め
て

い
る

が
、

海
外

に
対

す
る

情
報

発
信

が
不

足
し

て
い

る
。

総
点

検
報

告
書

で
は

、
国

内
の

課
題

し
か

記
載

さ
れ

て
い

な
い

が
、

県
外

だ
け

で
な

く
、

海
外

に
対

す
る

情
報

発
信

が
、

離
島

の
観

光
振

興
に

役
立

つ
の

で
は

な
い

か
。

特
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

フ
ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

な
ど

い
ろ

い
ろ

な
と

こ
ろ

で
情

報
発

信
さ

れ
て

い
る

が
、

そ
こ

を
ど

う
う
ま

く
使

い
な

が
ら

や
っ

て
い

く
の

か
と

い
う
と

こ
ろ

が
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
内

客
の

離
島

訪
問

率
は

、
宮

古
圏

域
が

平
成

2
3
年

度
の

6
.0

％
か

ら
平

成
2
9

年
度

に
8
.9

％
へ

向
上

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。
一

方
で

本
島

周
辺

と
八

重
山

圏
域

は
、

観
光

客
数

が
増

加
し

て
い

る
も

の
の

、
県

内
全

域
へ

の
国

内
観

光
客

数
が

大
き

く
増

加
し

て
い

る
た

め
国

内
客

の
離

島
訪

問
率

と
し

て
は

低
下

し
て

お
り

、
本

島
周

辺
離

島
に

つ
い

て
は

平
成

2
3
年

度
の

5
.3

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

3
.9

％
、

八
重

山
圏

域
に

つ
い

て
は

平
成

2
3
年

度
の

1
4
.4

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

1
3
.4

％
と

な
っ

て
い

る
。

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
近

年
離

島
へ

の
旅

行
形

態
が

、
パ

ッ
ケ

ー
ジ

旅
行

・
団

体
旅

行
よ

り
も

個
人

旅
行

・
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
が

主
体

と
な

っ
て

い
こ

と
を

踏
ま

え
、

そ
れ

に
対

応
し

た
離

島
観

光
の

魅
力

発
信

、
旅

行
商

品
造

成
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

5
8
6

5
8
7
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結
　

果

1
3
2

3
5
9
2

～ 5
9
4

－

離
島

を
支

え
る

多
様

な
人

材
育

成
～

観
光

人
材

や
海

外
展

開
を

担
う
人

材
の

育
成

に
向

け
た

A
Iや

IC
T
の

活
用

検
討

A
Iや

IC
T
を

活
用

し
、

翻
訳

ツ
ー

ル
、

観
光

ガ
イ

ド
、

交
通

モ
ビ

リ
テ

ィ
、

T
V

会
議

に
よ

る
近

隣
諸

国
と

の
交

流
等

、
担

い
手

不
足

の
対

策
と

新
た

な
観

光
事

業
活

性
化

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
離

島
を

含
め

た
観

光
産

業
を

担
う
人

材
の

育
成

に
つ

い
て

は
、

①
（
P

2
8
1
･８

行
目

～
1
4
行

目
）
増

加
す

る
外

国
人

観
光

客
に

対
す

る
通

訳
案

内
士

不
足

に
対

応
す

る
た

め
、

平
成

1
9
年

度
か

ら
地

域
限

定
通

訳
案

内
士

制
度

を
導

入
、

平
成

2
5
年

度
か

ら
沖

縄
振

興
特

別
措

置
法

に
基

づ
き

、
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

の
育

成
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
②

観
光

関
連

企
業

等
が

実
施

す
る

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

や
語

学
等

の
研

修
講

師
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

活
用

し
た

講
師

紹
介

や
費

用
助

成
等

の
支

援
の

ほ
か

、
中

核
人

材
育

成
等

を
目

的
と

し
た

セ
ミ
ナ

ー
を

実
施

し
て

い
る

。
　

A
Iや

IC
T
を

活
用

し
た

新
た

な
観

光
事

業
活

性
化

や
観

光
人

材
の

育
成

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
次

期
振

興
計

画
で

検
討

す
る

。

1
3
3

4
5
7
7

1
8

離
島

港
湾

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
海

上
交

通
の

安
全

性
・
安

定
性

の
確

保
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
施

設
整

備
な

ど
、

港
湾

機
能

を
向

上
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

海
上

交
通

に
つ

い
て

は
安

全
性

・
安

定
性

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

離
島

港
湾

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

施
設

整
備

な
ど

、
港

湾
機

能
を

向
上

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

安
全

で
安

定
し

た
海

上
交

通
を

確
保

す
る

た
め

に
は

、
航

路
に

適
し

た
船

舶
の

投
入

と
港

湾
環

境
の

充
実

、
船

員
の

安
定

確
保

が
不

可
欠

で
あ

る
。

船
舶

に
つ

い
て

は
離

島
航

路
維

持
改

善
事

業
等

で
か

な
り

整
備

が
進

ん
で

い
る

が
、

港
湾

に
つ

い
て

は
各

航
路

で
ば

ら
つ

き
が

あ
り

、
港

湾
環

境
の

悪
さ

が
欠

航
率

の
高

止
ま

り
の

要
因

に
な

っ
て

い
る

航
路

が
あ

る
。

船
員

に
つ

い
て

は
全

国
的

に
人

材
不

足
が

見
込

ま
れ

、
船

員
の

育
成

と
資

格
取

得
環

境
や

処
遇

の
改

善
等

に
よ

り
、

県
内

離
島

航
路

に
従

事
さ

せ
る

た
め

の
仕

組
み

作
り

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ
う
か

。
航

路
事

情
に

即
し

た
港

湾
整

備
や

船
員

の
育

成
確

保
の

視
点

を
追

記
し

て
ほ

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 64 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
4

4
6
7
0

5
－

（
追

加
）

加
え

て
Ｕ

タ
ー

ン
Ｉタ

ー
ン

希
望

者
に

つ
い

て
も

定
住

促
進

を
目

的
と

し
て

、
同

様
に

交
通

コ
ス

ト
低

減
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
沖

縄
離

島
住

民
等

交
通

コ
ス

ト
負

担
軽

減
事

業
は

、
離

島
住

民
の

割
高

な
交

通
コ

ス
ト

の
低

減
を

図
り

、
離

島
の

定
住

条
件

の
整

備
を

図
る

た
め

、
離

島
在

住
者

向
け

運
賃

低
減

を
実

施
し

て
い

る
。

　
U

タ
ー

ン
や

Iタ
ー

ン
希

望
者

へ
の

更
な

る
割

引
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

離
島

の
状

況
に

応
じ

、
離

島
市

町
村

を
中

心
に

検
討

・
実

施
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
た

め
、

今
後

、
必

要
に

応
じ

、
市

町
村

等
と

意
見

交
換

し
て

い
く
。

1
3
5

4
6
7
0

1
9

沖
縄

本
島

と
離

島
の

生
活

必
需

品
の

価
格

差
（
那

覇
市

を
1
0
0
と

し
た

場
合

の
指

数
）
は

、
平

成
2
4
年

度
か

ら
事

業
を

実
施

し
て

い
る

継
続

離
島

４
村

が
約

1
4
3
（
全

離
島

平
均

1
3
0
程

度
）
か

ら
約

1
1
9
に

改
善

、
平

成
2
8
年

度
か

ら
開

始
し

た
拡

大
離

島
７

市
町

村
に

お
い

て
は

、
平

成
2
7
年

の
約

1
3
1

か
ら

約
1
2
3
に

改
善

沖
縄

本
島

と
離

島
の

生
活

必
需

品
の

価
格

差
（
那

覇
市

を
1
0
0
と

し
た

場
合

の
指

数
）
は

、
平

成
2
4
年

度
か

ら
事

業
を

実
施

し
て

い
る

継
続

離
島

４
村

が
約

1
4
3
（
全

離
島

平
均

1
3
0
程

度
）
か

ら
約

1
2
4
に

改
善

、
平

成
2
8
年

度
か

ら
開

始
し

た
拡

大
離

島
７

市
町

村
に

お
い

て
は

、
平

成
2
7
年

の
約

1
3
1
か

ら
約

1
1
7
に

改
善

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
6

4
6
7
0

3
1

本
島

を
1
0
0
と

し
た

場
合

の
離

島
に

お
け

る
ガ

ソ
リ
ン

価
格

の
指

数
は

、
原

油
価

格
の

推
移

に
よ

り
騰

落
が

あ
る

も
の

の
、

平
成

2
9
年

度
に

お
い

て
1
1
2

本
島

を
1
0
0
と

し
た

場
合

の
離

島
に

お
け

る
ガ

ソ
リ

ン
価

格
の

指
数

は
、

原
油

価
格

の
推

移
に

よ
り

騰
落

が
あ

る
も

の
の

、
平

成
3
0
年

度
に

お
い

て
1
1
1

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
3
7

4
6
7
1

1
3

－

（
1
3
行

目
に

続
け

て
）

ま
た

、
上

水
道

の
施

設
整

備
、

老
朽

化
対

策
及

び
耐

震
化

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
水

需
要

や
水

質
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

の
施

設
整

備
及

び
老

朽
化

施
設

の
更

新
、

耐
震

化
を

図
っ

て
い

る
。

7
5
1
ペ

ー
ジ

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
か

記
載

さ
れ

て
い

る
。

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

あ
げ

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 66 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
8

4
6
7
1

2
3

－

（
2
2
行

目
に

続
け

て
）

　
廃

棄
物

に
つ

い
て

は
、

離
島

市
町

村
の

効
率

的
な

ご
み

処
理

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

ご
み

運
搬

費
低

減
等

の
具

体
的

方
策

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

ト
を

行
い

広
域

化
に

よ
る

コ
ス

ト
低

減
策

を
離

島
自

治
体

ご
と

に
示

す
と

と
も

に
、

ご
み

処
理

状
況

及
び

処
理

体
制

の
調

査
、

ご
み

処
理

状
況

個
別

表
（
カ

ル
テ

）
の

作
成

な
ど

、
離

島
の

廃
棄

物
処

理
の

構
造

的
不

利
性

解
消

に
係

る
調

査
等

を
実

施
し

た
。

7
5
1
ペ

ー
ジ

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
か

記
載

さ
れ

て
い

る
。

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

あ
げ

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

離
島

地
域

の
「
廃

棄
物

処
理

」
に

つ
い

て
、

広
域

的
な

対
応

が
困

難
、

高
コ

ス
ト

構
造

と
な

ら
ざ

る
を

得
な

い
な

ど
、

課
題

で
は

言
及

し
て

い
る

も
の

の
、

現
状

、
取

組
み

、
成

果
と

も
に

不
明

で
あ

る
。

一
般

廃
棄

物
処

理
が

市
区

町
村

の
事

務
で

あ
る

こ
と

は
承

知
し

て
い

る
が

、
「
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

」
で

は
、

離
島

の
生

活
基

盤
の

充
実

・
強

化
に

つ
い

て
「
県

民
全

体
で

支
え

合
う
新

た
な

仕
組

み
を

構
築

」
の

旨
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

離
島

自
治

体
の

深
刻

な
実

状
等

を
ふ

ま
え

、
「
廃

棄
物

処
理

」
に

つ
い

て
、

取
り

組
む

べ
き

課
題

や
方

策
な

ど
総

点
検

と
し

て
し

っ
か

り
扱

う
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
3
9

4
6
7
1

2
3

上
下

水
道

の
施

設
整

備
及

び
老

朽
化

施
設

の
改

築
更

新
・
耐

震
化

 上
下

水
道

の
施

設
整

備
及

び
老

朽
化

施
設

の
改

築
更

新
・
耐

震
化

7
5
1
ペ

ー
ジ

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
か

記
載

さ
れ

て
い

る
。

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

あ
げ

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
4
0

4
6
7
1

2
8

教
育

機
会

～
1
9
か

所
に

増
加

し
た

。
P

5
7
3
・
2
2
～

5
7
4
・
2
2
（
教

育
機

会
～

1
9
か

所
に

増
加

）
が

同
じ

文
章

章
立

て
を

し
た

の
に

全
く
同

じ
文

章
で

よ
い

の
か

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
第

３
章

に
お

い
て

は
、

基
本

施
策

ご
と

の
成

果
と

課
題

を
網

羅
し

て
い

る
が

、
第

４
章

に
お

い
て

は
固

有
課

題
の

克
服

に
向

け
た

成
果

と
課

題
に

特
に

焦
点

を
絞

っ
た

構
成

と
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

オ
ー

バ
ー

ラ
ッ
プ

す
る

部
分

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

同
旨

の
表

現
を

用
い

て
い

る
。
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別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
4
1

4
6
7
2

7
－

（
7
行

目
に

続
け

て
）

加
え

て
、

遠
隔

医
療

に
関

し
て

、
県

立
病

院
６

カ
所

、
県

立
診

療
所

１
６

か
所

の
間

で
「
遠

隔
医

療
支

援
情

報
シ

ス
テ

ム
」
を

運
用

し
、

ノ
ウ

ハ
ウ

の
共

有
、

ウ
エ

ブ
会

議
に

お
け

る
指

導
医

等
の

診
療

指
導

の
助

言
を

行
っ

て
い

る
。

5
G

技
術

の
活

用
で

遠
隔

地
で

の
リ
ア

ル
タ

イ
ム

診
断

、
手

術
等

の
実

現
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

特
に

離
島

及
び

へ
き

地
に

お
け

る
医

療
人

材
を

補
完

す
る

有
用

な
技

術
と

し
て

の
活

用
が

見
込

ま
れ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
4
2

4
6
7
2

3
4

－

（
3
3
行

目
に

続
け

て
）

　
廃

棄
物

対
策

に
つ

い
て

は
、

廃
棄

物
処

理
施

設
の

建
設

及
び

処
理

コ
ス

ト
が

割
高

に
な

る
と

い
う

構
造

的
不

利
性

に
加

え
、

島
内

で
処

理
で

き
な

い
廃

棄
物

は
、

沖
縄

本
島

で
処

理
せ

ざ
る

を
得

ず
、

こ
れ

ら
も

処
理

コ
ス

ト
を

押
し

上
げ

る
要

因
と

な
っ

て
い

る
。

　
ま

た
、

宮
古

島
市

、
石

垣
市

な
ど

を
除

き
、

許
可

を
取

得
し

た
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

が
ほ

と
ん

ど
存

在
し

な
い

た
め

島
内

処
理

で
き

ず
、

沖
縄

本
島

や
県

外
で

処
理

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
に

あ
る

。
　

そ
の

た
め

、
ご

み
処

理
の

広
域

化
及

び
「
あ

わ
せ

処
理

」
を

進
め

る
た

め
の

補
助

制
度

並
び

に
施

設
整

備
、

輸
送

費
等

に
対

す
る

補
助

率
の

か
さ

上
げ

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

7
5
1
ペ

ー
ジ

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
か

記
載

さ
れ

て
い

る
。

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

あ
げ

る
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

離
島

地
域

の
「
廃

棄
物

処
理

」
に

つ
い

て
、

広
域

的
な

対
応

が
困

難
、

高
コ

ス
ト

構
造

と
な

ら
ざ

る
を

得
な

い
な

ど
、

課
題

で
は

言
及

し
て

い
る

も
の

の
、

現
状

、
取

組
み

、
成

果
と

も
に

不
明

で
あ

る
。

一
般

廃
棄

物
処

理
が

市
区

町
村

の
事

務
で

あ
る

こ
と

は
承

知
し

て
い

る
が

、
「
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

」
で

は
、

離
島

の
生

活
基

盤
の

充
実

・
強

化
に

つ
い

て
「
県

民
全

体
で

支
え

合
う
新

た
な

仕
組

み
を

構
築

」
の

旨
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

離
島

自
治

体
の

深
刻

な
実

状
等

を
ふ

ま
え

、
「
廃

棄
物

処
理

」
に

つ
い

て
、

取
り

組
む

べ
き

課
題

や
方

策
な

ど
総

点
検

と
し

て
し

っ
か

り
扱

う
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
4
3

4
6
7
3

2
7

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

離
島

航
路

の
船

舶
乗

降
人

員
実

績
は

、
平

成
2
6
年

に
6
9
2
万

人
ま

で
増

加
し

て
い

る
が

、
平

成
2
7
年

１
月

に
伊

良
部

大
橋

が
開

通
し

た
こ

と
に

よ
り

減
少

傾
向

に
あ

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

離
島

航
路

の
船

舶
乗

降
人

員
実

績
は

、
平

成
2
2
年

の
5
8
4
万

人
か

ら
平

成
2
8
年

に
は

6
0
6
万

人
に

増
加

し
て

い
る

。

伊
良

部
架

橋
の

開
通

に
伴

う
減

少
は

航
路

廃
止

に
よ

る
一

時
的

な
減

少
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 68 －
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1
4
4

4
6
7
4

1
3

離
島

港
湾

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
海

上
交

通
の

安
全

性
・
安

定
性

の
確

保
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
施

設
整

備
な

ど
、

港
湾

機
能

を
向

上
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

海
上

交
通

に
つ

い
て

は
安

全
性

・
安

定
性

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

離
島

港
湾

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

施
設

整
備

な
ど

、
港

湾
機

能
を

向
上

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

安
全

で
安

定
し

た
海

上
交

通
を

確
保

す
る

た
め

に
は

、
航

路
に

適
し

た
船

舶
の

投
入

と
港

湾
環

境
の

充
実

、
船

員
の

安
定

確
保

が
不

可
欠

で
あ

る
。

船
舶

に
つ

い
て

は
離

島
航

路
維

持
改

善
事

業
等

で
か

な
り

整
備

が
進

ん
で

い
る

が
、

港
湾

に
つ

い
て

は
各

航
路

で
ば

ら
つ

き
が

あ
り

、
港

湾
環

境
の

悪
さ

が
欠

航
率

の
高

止
ま

り
の

要
因

に
な

っ
て

い
る

航
路

が
あ

る
。

船
員

に
つ

い
て

は
全

国
的

に
人

材
不

足
が

見
込

ま
れ

、
船

員
の

育
成

と
資

格
取

得
環

境
や

処
遇

の
改

善
等

に
よ

り
、

県
内

離
島

航
路

に
従

事
さ

せ
る

た
め

の
仕

組
み

作
り

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ
う
か

。
航

路
事

情
に

即
し

た
港

湾
整

備
や

船
員

の
育

成
確

保
の

視
点

を
追

記
し

て
ほ

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 69 －
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1
4
5

4
6
7
4

1
5

航
路

の
確

保
・
維

持
に

つ
い

て
、

離
島

航
路

の
多

く
は

、
燃

料
費

、
人

件
費

、
船

舶
取

得
の

費
用

な
ど

、
経

営
改

善
に

よ
る

節
減

が
困

難
で

あ
る

こ
と

に
加

え
、

利
用

者
の

減
少

な
ど

に
よ

り
採

算
面

で
課

題
を

抱
え

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
引

き
続

き
、

航
路

事
業

者
に

対
す

る
運

営
費

補
助

や
船

舶
の

建
造

・
購

入
に

対
す

る
支

援
な

ど
、

離
島

航
路

を
維

持
す

る
た

め
に

経
営

安
定

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

航
路

の
確

保
・
維

持
に

つ
い

て
、

離
島

航
路

の
う

ち
、

航
路

収
支

が
赤

字
と

な
っ

て
い

る
航

路
の

多
く

は
、

燃
料

費
、

人
件

費
、

船
舶

取
得

等
の

費
用

の
節

減
が

困
難

で
あ

る
こ

と
に

加
え

、
利

用
者

の
減

少
や

船
員

の
確

保
な

ど
経

営
面

の
課

題
を

抱
え

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
引

き
続

き
、

航
路

事
業

者
に

対
す

る
運

営
費

補
助

や
船

舶
の

建
造

・
購

入
に

対
す

る
支

援
そ

の
他

の
経

営
安

定
化

を
図

る
取

組
を

行
う
こ

と
に

よ
り

、
離

島
航

路
を

確
保

・
維

持
す

る
必

要
が

あ
る

。

安
全

で
安

定
し

た
海

上
交

通
を

確
保

す
る

た
め

に
は

、
航

路
に

適
し

た
船

舶
の

投
入

と
港

湾
環

境
の

充
実

、
船

員
の

安
定

確
保

が
不

可
欠

で
あ

る
。

船
舶

に
つ

い
て

は
離

島
航

路
維

持
改

善
事

業
等

で
か

な
り

整
備

が
進

ん
で

い
る

が
、

港
湾

に
つ

い
て

は
各

航
路

で
ば

ら
つ

き
が

あ
り

、
港

湾
環

境
の

悪
さ

が
欠

航
率

の
高

止
ま

り
の

要
因

に
な

っ
て

い
る

航
路

が
あ

る
。

船
員

に
つ

い
て

は
全

国
的

に
人

材
不

足
が

見
込

ま
れ

、
船

員
の

育
成

と
資

格
取

得
環

境
や

処
遇

の
改

善
等

に
よ

り
、

県
内

離
島

航
路

に
従

事
さ

せ
る

た
め

の
仕

組
み

作
り

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ
う
か

。
航

路
事

情
に

即
し

た
港

湾
整

備
や

船
員

の
育

成
確

保
の

視
点

を
追

記
し

て
ほ

し
い

。

船
員

確
保

の
問

題
に

つ
い

て
、

地
元

が
継

続
し

て
雇

用
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 70 －
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1
4
6

4
6
7
4

2
3

バ
ス

路
線

の
確

保
・
維

持
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

バ
ス

路
線

の
多

く
が

不
採

算
路

線
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

引
き

続
き

、
バ

ス
路

線
の

運
行

事
業

者
に

対
す

る
運

行
費

補
助

や
車

両
購

入
補

助
な

ど
の

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
ほ

か
、

交
通

不
便

地
域

の
移

動
手

段
を

確
保

す
る

た
め

、
生

活
交

通
の

維
持

・
確

保
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

バ
ス

路
線

の
確

保
・
維

持
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

バ
ス

路
線

の
多

く
が

不
採

算
路

線
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

引
き

続
き

、
バ

ス
路

線
の

運
行

事
業

者
に

対
す

る
運

行
費

補
助

や
車

両
購

入
補

助
な

ど
の

支
援

に
加

え
、

乗
務

員
な

ど
必

要
な

人
材

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

こ
の

ほ
か

、
交

通
不

便
地

域
の

移
動

手
段

を
確

保
す

る
た

め
、

生
活

交
通

の
維

持
・
確

保
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

沖
縄

の
観

光
名

所
や

施
設

等
は

本
島

、
離

島
に

広
く
点

在
し

て
お

り
、

離
島

県
で

あ
る

沖
縄

で
は

空
港

や
港

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
重

要
で

あ
る

が
、

運
転

手
不

足
等

で
十

分
な

移
動

手
段

の
提

供
が

で
き

ず
、

観
光

客
の

み
な

ら
ず

地
域

住
民

の
生

活
に

も
影

響
が

出
て

い
る

。
公

共
交

通
機

関
の

ハ
ー

ド
面

の
整

備
に

加
え

、
そ

れ
を

担
う
人

材
の

育
成

確
保

は
離

島
県

で
あ

る
沖

縄
の

産
業

振
興

を
図

る
う
え

で
最

も
重

要
な

課
題

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か

。

海
上

交
通

を
担

う
人

材
の

育
成

に
加

え
、

バ
ス

等
公

共
交

通
機

関
を

担
う
人

材
育

成
の

視
点

を
追

記
し

て
ほ

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
4
7

4
6
7
4

3
7

移
住

応
援

サ
イ

ト
ア

ク
セ

ス
数

は
、

平
成

2
8
年

度
の

３
万

2
,5

8
5
回

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
６

万
1
,5

8
5
回

と
大

き
く
増

加

移
住

応
援

サ
イ

ト
ア

ク
セ

ス
数

は
、

平
成

2
8
年

度
の

３
万

2
,5

8
5
回

か
ら

平
成

3
0
年

度
ま

で
の

累
計

で
８

万
7
,0

4
1
回

と
大

き
く
増

加
し

て
い

る
。

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 71 －
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1
4
8

4
6
7
6

5

離
島

観
光

の
国

際
化

の
対

応
と

し
て

、
海

外
の

旅
行

博
に

お
け

る
観

光
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
チ

ャ
ー

タ
ー

ク
ル

ー
ズ

の
増

加
を

踏
ま

え
た

旅
行

会
社

へ
の

セ
ー

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

離
島

観
光

の
国

際
化

の
対

応
と

し
て

、
香

港
、

韓
国

、
台

湾
等

、
海

外
の

旅
行

博
に

お
け

る
観

光
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
チ

ャ
ー

タ
ー

ク
ル

ー
ズ

の
増

加
を

踏
ま

え
た

旅
行

会
社

へ
の

セ
ー

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

平
成

2
7
年

度
離

島
観

光
活

性
化

促
進

事
業

「
離

島
観

光
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
戦

略
事

業
」
で

示
さ

れ
て

い
た

、
受

け
入

れ
強

化
マ

ー
ケ

ッ
ト

と
リ
ン

ク
し

て
い

る
の

か
知

り
た

い 海
外

と
は

具
体

的
に

ど
こ

の
国

な
の

か
記

載
し

て
ほ

し
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
4
9

4
6
7
6

1
8

離
島

観
光

の
国

際
化

や
多

様
化

す
る

観
光

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
離

島
の

魅
力

あ
る

資
源

を
生

か
し

た
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
創

出
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る

離
島

観
光

の
国

際
化

や
多

様
化

す
る

観
光

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
、

島
々

が
持

つ
固

有
の

事
情

に
配

慮
し

た
受

入
体

制
づ

く
り

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

離
島

地
域

の
場

合
、

地
域

資
源

や
人

材
な

ど
を

急
激

に
増

や
す

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

「
国

際
化

」
「
多

様
化

す
る

観
光

ニ
ー

ズ
に

対
応

」
す

る
こ

と
自

体
が

難
し

い
地

域
も

多
い

。
む

し
ろ

固
有

の
事

情
に

配
慮

し
た

規
制

や
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

必
要

な
地

域
も

多
い

た
め

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

創
出

の
先

に
、

受
け

入
れ

体
制

づ
く
り

に
取

り
組

む
べ

き
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
該

当
箇

所
に

つ
い

て
は

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

　
た

だ
し

、
各

離
島

の
事

情
に

配
慮

し
た

受
け

入
れ

体
制

の
整

備
に

係
る

文
言

と
し

て
、

4
5
5

頁
1
0
行

に
「
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
や

観
光

協
会

等
か

ら
情

報
を

収
集

し
、

課
題

を
整

理
し

た
上

で
地

域
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
を

追
記

す
る

。
（
№

3
3

参
照

）

1
5
0

4
6
7
6

3
0

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
観

光
客

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

現
状

で
は

認
知

度
の

低
い

小
規

模
離

島
の

す
べ

て
が

観
光

客
増

加
を

必
要

と
し

て
い

る
よ

う
に

捉
え

ら
れ

る
が

、
島

側
の

ニ
ー

ズ
や

許
容

に
配

慮
す

る
記

述
が

あ
っ

た
ほ

う
が

い
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 72 －



別
紙
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番
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章
頁

行
報

 告
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本
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意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
5
1

4
6
7
6

3
4

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

回
数

の
増

加
に

伴
い

、
ク

ル
ー

ズ
船

を
受

け
入

れ
て

い
る

石
垣

市
、

宮
古

島
市

に
お

い
て

は
、

経
済

効
果

を
波

及
さ

せ
る

た
め

の
周

辺
環

境
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

受
け

入
れ

体
制

強
化

に
向

け
た

取
組

が
必

要
で

あ
る

。

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

回
数

の
増

加
に

伴
い

、
ク

ル
ー

ズ
船

を
受

け
入

れ
て

い
る

石
垣

市
、

宮
古

島
市

に
お

い
て

は
、

経
済

効
果

を
地

域
社

会
へ

波
及

さ
せ

る
た

め
の

周
辺

環
境

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
受

け
入

れ
体

制
強

化
に

向
け

た
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

「
経

済
効

果
を

波
及

」
だ

け
で

は
主

語
が

あ
い

ま
い

な
た

め
、

「
地

域
社

会
」
と

い
う
主

語
を

補
い

た
い

。
ま

た
、

経
済

効
果

だ
け

で
は

な
く
、

懸
念

さ
れ

て
い

る
影

響
に

つ
い

て
も

加
え

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

　
な

お
、

地
域

社
会

へ
の

影
響

に
配

慮
し

た
受

け
入

れ
体

制
強

化
に

向
け

た
取

組
に

つ
い

て
は

、
4
5
5
頁

1
0
行

に
「
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
や

観
光

協
会

等
か

ら
情

報
を

収
集

し
、

課
題

を
整

理
し

た
上

で
地

域
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
を

追
記

す
る

（
№

3
3
参

照
）

1
5
2

4
6
7
6

3
6

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
の

増
に

伴
う

外
国

人
観

光
客

の
増

加
に

よ
り

、
離

島
に

お
け

る
通

訳
案

内
士

の
ニ

ー
ズ

が
増

え
て

い
る

た
め

、
そ

の
育

成
・
確

保
の

た
め

の
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

 ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
の

増
に

伴
う
外

国
人

観
光

客
の

増
加

に
よ

り
、

離
島

に
お

け
る

通
訳

案
内

士
の

ニ
ー

ズ
が

増
え

て
い

る
た

め
、

そ
の

育
成

・
確

保
の

た
め

の
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

外
国

人
観

光
客

の
増

加
は

ク
ル

ー
ズ

船
に

限
ら

な
い

た
め

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
5
3

4
6
7
6

3
9

観
光

関
連

産
業

に
お

け
る

深
刻

な
人

手
不

足
に

つ
い

て
は

、
外

国
人

材
の

活
用

に
向

け
て

、
入

管
法

改
正

や
国

家
戦

略
特

区
を

含
め

た
国

の
制

度
改

革
を

的
確

に
捉

え
な

が
ら

、
受

入
れ

拡
大

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

観
光

関
連

産
業

に
お

け
る

深
刻

な
人

手
不

足
に

つ
い

て
は

、
観

光
関

連
産

業
全

体
で

の
業

務
効

率
や

職
場

環
境

の
改

善
を

図
る

た
め

、
現

場
管

理
や

組
織

運
営

を
担

っ
て

い
く
人

材
の

育
成

支
援

等
を

行
う
と

と
も

に
、

外
国

人
材

の
活

用
に

向
け

て
、

入
管

法
改

正
や

国
家

戦
略

特
区

を
含

め
た

国
の

制
度

改
革

を
的

確
に

捉
え

な
が

ら
、

受
入

れ
拡

大
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

観
光

関
連

産
業

の
労

働
条

件
や

収
入

が
悪

く
な

け
れ

ば
人

手
不

足
は

起
こ

ら
ず

、
日

本
人

の
U

タ
ー

ン
者

や
移

住
者

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
る

。
伝

統
文

化
継

承
等

の
他

問
題

と
あ

わ
せ

て
考

え
て

も
優

先
す

る
べ

き
は

日
本

人
か

と
思

う
。

外
国

人
材

の
活

用
を

推
進

す
る

前
に

、
労

働
条

件
の

改
善

を
図

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 73 －



別
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番
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章
頁

行
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 告
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 ）

本
 文

意
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 （
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由

　
　

　
等
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議
　

結
　

果

1
5
4

4
6
7
6

－
－

一
部

地
域

で
は

入
域

観
光

客
数

の
増

加
に

よ
る

自
然

環
境

へ
の

負
荷

の
増

大
や

、
住

民
や

地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
悪

影
響

な
ど

の
観

光
公

害
も

懸
念

さ
れ

て
い

る
た

め
、

経
済

や
社

会
、

環
境

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
し

た
持

続
可

能
な

観
光

地
づ

く
り

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

観
光

公
害

に
関

す
る

記
載

が
な

い
た

め
追

加
【
原

文
の

と
お

り
】

　
な

お
、

4
5
5
頁

1
0
行

に
「
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
や

観
光

協
会

等
か

ら
情

報
を

収
集

し
、

課
題

を
整

理
し

た
上

で
地

域
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
を

追
記

す
る

。
（
№

3
3
参

照
）

　
観

光
客

増
加

等
に

よ
り

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

み
な

ら
ず

、
県

全
域

共
通

の
課

題
で

あ
る

た
め

、
圏

域
別

展
開

の
第

５
章

へ
の

記
載

は
行

わ
ず

、
第

３
章

「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

オ
ー

バ
ー

ツ
リ
ー

ズ
ム

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
情

報
取

集
を

行
い

、
次

期
振

計
に

お
い

て
記

載
を

検
討

す
る

。

1
5
5

4
6
7
8

1
6

　
製

糖
業

企
業

の
経

営
の

安
定

化
・

合
理

化
の

た
め

、
引

き
続

き
気

象
災

害
等

影
響

緩
和

対
策

、
製

糖
設

備
の

合
理

化
、

含
蜜

糖
製

造
コ

ス
ト

の
不

利
性

緩
和

な
ど

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

　
 ま

た
、

製
糖

業
企

業
の

経
営

の
安

定
化

・
合

理
化

 の
た

め
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
気

象
災

害
等

影
響

緩
和

対
策

、
製

糖
設

備
の

合
理

化
、

含
蜜

糖
製

造
コ

ス
ト

の
不

利
性

緩
和

な
ど

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
　

加
え

て
含

蜜
糖

製
造

事
業

者
に

お
い

て
は

、
黒

糖
の

安
定

供
給

及
び

消
費

拡
大

に
対

す
る

取
組

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

サ
ト

ウ
キ

ビ
の

生
産

性
の

向
上

の
た

め
の

い
ろ

い
ろ

な
施

策
を

打
っ

て
、

製
糖

企
業

に
対

し
て

い
ろ

い
ろ

支
援

も
し

て
い

る
。

し
か

し
、

製
品

が
き

っ
ち

り
売

れ
て

、
経

済
効

果
と

し
て

還
元

さ
れ

て
い

る
か

と
い

う
と

少
し

疑
問

で
あ

る
。

最
近

、
黒

糖
の

在
庫

が
相

当
あ

る
と

い
う
新

聞
報

道
が

あ
っ

た
。

入
り

口
か

ら
出

口
ま

で
意

識
し

た
施

策
を

取
り

入
れ

て
も

い
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
5
6

4
6
7
9

1
3

試
作

品
開

発
に

係
る

係
る

経
費

の
一

部
補

助
試

作
品

開
発

に
係

る
経

費
の

一
部

補
助

”
係

る
”
が

ダ
ブ

っ
て

い
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 74 －
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果

1
5
7

4
6
7
9

2
2

離
島

フ
ェ
ア

売
上

総
額

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
3
年

度
の

4
,9

9
7
万

円
か

ら
平

成
2
9
年

に
5
,8

5
1
万

円
に

増
加

離
島

フ
ェ
ア

売
上

総
額

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
3
年

度
の

4
,9

9
7
万

円
か

ら
平

成
3
0
年

に
9
,1

7
9
万

円
に

増
加

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
5
8

4
6
8
2

1
3

－

（
1
3
行

目
に

続
け

て
）

特
に

離
島

地
域

に
お

い
て

は
、

社
会

福
祉

事
業

従
事

者
の

確
保

が
よ

り
困

難
で

あ
る

た
め

、
各

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
有

資
格

者
の

活
用

推
進

に
つ

い
て

、
市

町
村

や
社

会
福

祉
事

業
所

等
と

連
携

し
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。

研
修

事
業

の
み

を
充

実
さ

せ
て

も
、

活
用

に
つ

な
げ

る
体

制
づ

く
り

を
充

実
さ

せ
な

い
と

宝
の

持
ち

腐
れ

と
な

っ
て

い
る

。
多

く
の

小
離

島
で

多
数

の
ヘ

ル
パ

ー
2
級

認
定

者
を

育
成

し
た

が
従

事
者

は
少

な
い

た
め

、
高

齢
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
の

宿
泊

希
望

者
が

出
て

も
受

け
入

れ
る

こ
と

が
で

き
な

い
状

況
が

あ
る

。
日

常
の

業
務

に
従

事
し

て
い

な
い

た
め

で
あ

り
、

有
資

格
者

を
活

用
す

る
具

体
策

を
充

実
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
5
9

4
6
8
2

1
8

－

（
1
7
行

目
に

続
け

て
）

特
に

離
島

に
つ

い
て

は
、

離
島

自
治

体
の

職
員

が
各

地
域

の
特

性
を

考
慮

し
た

上
で

、
地

域
社

会
と

連
携

し
た

各
種

施
策

を
展

開
で

き
る

よ
う
、

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

作
成

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
－

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
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別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
6
0

4
6
8
2

2
4

体
験

交
流

を
目

的
に

離
島

へ
派

遣
す

る
児

童
生

徒
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
3
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
の

累
計

で
１

万
9
,9

5
4
人

体
験

交
流

を
目

的
に

離
島

へ
派

遣
す

る
児

童
生

徒
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
3
年

度
か

ら
平

成
3
0

年
度

ま
で

の
累

計
で

２
万

3
,6

1
2
人

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。
最

新
値

に
更

新
す

る
。

※
成

果
指

標
の

数
値

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
実

施
報

告
書

（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

1
6
1

4
6
8
3

1
6

－

（
追

加
）

又
は

、
離

島
地

域
間

に
お

い
て

も
防

災
、

医
療

、
教

育
等

、
離

島
地

域
固

有
の

課
題

解
決

に
向

け
、

相
互

の
交

流
と

情
報

共
有

促
進

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
分

野
、

所
管

部
局

そ
れ

ぞ
れ

で
判

断
が

必
要

で
あ

り
、

包
括

的
に

記
載

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
6
2

5
7
4
3

3
1

－

（
追

加
）

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

数
の

増
加

等
に

よ
り

、
入

域
観

光
客

数
は

増
加

し
、

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
て

い
る

が
、

一
方

で
は

自
然

環
境

へ
の

負
荷

の
増

大
や

、
住

民
や

地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
悪

影
響

な
ど

の
観

光
公

害
も

懸
念

さ
れ

て
い

る
た

め
、

経
済

や
社

会
、

環
境

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
し

た
持

続
可

能
な

観
光

地
づ

く
り

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

観
光

公
害

に
関

す
る

記
載

が
な

い
た

め
、

7
5
3
頁

と
あ

わ
せ

た
記

述
を

追
加

し
た

い
【
原

文
の

と
お

り
】

　
な

お
、

4
5
5
頁

1
0
行

に
「
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
や

観
光

協
会

等
か

ら
情

報
を

収
集

し
、

課
題

を
整

理
し

た
上

で
地

域
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
を

追
記

す
る

（
№

3
3
参

照
）

　
観

光
客

増
加

等
に

よ
り

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

み
な

ら
ず

、
県

全
域

共
通

の
課

題
で

あ
る

た
め

、
圏

域
別

展
開

の
第

５
章

へ
の

記
載

は
行

わ
ず

、
第

３
章

「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

オ
ー

バ
ー

ツ
リ
ー

ズ
ム

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
情

報
取

集
を

行
い

、
次

期
振

計
に

お
い

て
記

載
を

検
討

す
る

。

1
6
3

5
7
5
3

1
1

新
石

垣
空

港
の

開
港

等
に

よ
り

、
入

域
観

光
客

数
は

増
加

し
、

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
て

い
る

が
、

一
方

で
は

自
然

環
境

へ
の

負
荷

の
増

大
も

懸
念

さ
れ

て
い

る
た

め
、

環
境

容
量

の
考

え
も

念
頭

に
お

い
た

持
続

可
能

な
観

光
地

づ
く
り

や
適

性
利

用
の

ル
ー

ル
づ

く
り

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

新
石

垣
空

港
の

開
港

や
ク

ル
ー

ズ
船

の
寄

港
数

の
増

加
等

に
よ

り
、

入
域

観
光

客
数

は
増

加
し

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
が

、
一

方
で

は
自

然
環

境
へ

の
負

荷
の

増
大

も
懸

念
さ

れ
て

い
る

た
め

、
環

境
容

量
の

考
え

も
念

頭
に

お
い

た
配

持
続

可
能

な
観

光
地

づ
く
り

を
や

適
正

利
用

の
ル

ー
ル

づ
く
り

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

観
光

客
数

の
増

加
に

は
ク

ル
ー

ズ
船

も
寄

与
し

て
お

り
、

観
光

客
の

増
加

に
よ

る
負

荷
は

、
自

然
環

境
だ

け
で

な
く
、

住
民

生
活

で
も

顕
著

に
表

れ
て

い
る

た
め

文
章

を
補

完
。

「
持

続
可

能
な

観
光

地
づ

く
り

や
適

性
利

用
の

ル
ー

ル
づ

く
り

」
だ

け
で

は
主

語
が

あ
い

ま
い

な
た

め
め

、
U

N
W

T
O

の
定

義
を

も
と

に
「
経

済
や

社
会

、
環

境
へ

の
影

響
に

十
分

配
慮

し
た

」
と

す
る

の
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正

－ 77 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
6
4

5
7
5
3

1
4

「
奄

美
大

島
、

徳
之

島
、

沖
縄

島
北

部
及

び
西

表
島

」
の

世
界

自
然

遺
産

登
録

に
つ

い
て

は
、

登
録

に
向

け
て

、
希

少
種

保
護

や
外

来
種

対
策

、
持

続
可

能
な

観
光

管
理

、
地

域
と

の
協

働
に

よ
る

遺
産

管
理

な
ど

に
引

き
続

き
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

世
界

遺
産

登
録

後
は

こ
れ

ま
で

よ
り

も
さ

ら
に

多
く

の
観

光
客

が
押

し
寄

せ
る

よ
う
な

状
況

を
想

定
す

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

意
味

で
も

、
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
対

策
は

待
っ

た
な

し
で

あ
り

、
世

界
自

然
遺

産
登

録
の

対
象

地
区

以
外

に
つ

い
て

も
、

持
続

可
能

な
観

光
管

理
が

必
要

で
あ

る
。

と
り

わ
け

離
島

は
非

常
に

環
境

へ
の

負
荷

に
弱

い
。

離
島

地
域

の
持

続
可

能
な

観
光

管
理

は
重

大
な

課
題

で
あ

る
。

県
が

主
催

す
る

世
界

自
然

遺
産

候
補

地
地

域
連

絡
会

議
で

は
、

「
受

け
入

れ
可

能
な

来
訪

者
数

の
調

査
と

設
定

」
、

「
地

域
主

導
の

来
訪

者
管

理
体

制
」
、

「
環

境
負

荷
低

減
の

た
め

の
来

訪
者

負
担

金
」
、

「
観

光
関

連
産

業
が

地
域

社
会

に
貢

献
す

る
仕

組
み

」
と

い
う
４

つ
の

取
り

組
み

の
柱

が
出

て
い

る
。

こ
れ

ら
は

、
ほ

か
の

離
島

で
も

検
討

す
べ

き
課

題
で

は
な

い
か

。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
な

お
、

4
5
5
頁

1
0
行

に
「
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
や

観
光

協
会

等
か

ら
情

報
を

収
集

し
、

課
題

を
整

理
し

た
上

で
地

域
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
を

追
記

す
る

（
№

3
3
参

照
）

　
観

光
客

増
加

等
に

よ
り

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

み
な

ら
ず

、
県

全
域

共
通

の
課

題
で

あ
る

た
め

、
圏

域
別

展
開

の
第

５
章

へ
の

記
載

は
行

わ
ず

、
第

３
章

「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

オ
ー

バ
ー

ツ
リ
ー

ズ
ム

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
情

報
取

集
を

行
い

、
次

期
振

計
に

お
い

て
記

載
を

検
討

す
る

。

1
6
5

－
－

－
－

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
で

住
民

の
生

活
が

脅
か

さ
れ

て
い

る
。

住
民

の
心

の
問

題
に

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
な

お
、

4
5
5
頁

1
0
行

に
「
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
や

観
光

協
会

等
か

ら
情

報
を

収
集

し
、

課
題

を
整

理
し

た
上

で
地

域
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
を

追
記

す
る

（
№

3
3
参

照
）

1
6
6

－
－

－
－

入
域

客
数

だ
け

で
は

な
く
て

、
中

身
の

あ
る

（
質

の
高

い
）
観

光
客

の
誘

致
が

必
要

で
あ

る
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
富

裕
層

向
け

の
誘

致
の

取
組

及
び

課
題

に
つ

い
て

は
、

P
4
4
8
 （

2
9
行

目
～

3
1
行

目
）
及

び
P

4
4
9
（
3
3
行

目
～

3
5
行

目
）
に

記
述

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
6
7

－
－

－
－

総
量

規
制

も
含

め
て

、
良

質
な

観
光

を
求

め
て

い
く
べ

き
で

あ
る

。
同

時
に

、
バ

リ
ア

フ
リ
ー

観
光

や
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
と

い
っ

た
切

り
口

、
ス

ペ
シ

ャ
ラ

イ
ズ

し
た

取
り

組
み

が
重

要
で

あ
る

。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
富

裕
層

向
け

の
誘

致
の

取
組

及
び

課
題

は
、

、
P

4
4
8
 （

2
9
行

目
～

3
1
行

目
）
及

び
P

4
4
9
（
3
3
行

目
～

3
5
行

目
）
に

、
バ

リ
ア

フ
リ
ー

に
関

す
る

取
組

及
び

課
題

は
、

P
4
5
3
（
1
5
行

目
～

1
8
行

目
）
及

び
P

4
5
5
（
2
行

目
～

4
行

目
）
等

に
記

述
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

1
6
8

－
－

－
－

「
小

規
模

離
島

」
は

、
定

義
し

て
お

い
た

方
が

よ
い

。
総

点
検

報
告

書
（
素

案
）
に

複
数

回
記

載
が

あ
る

た
め

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
単

純
に

面
積

だ
け

で
は

な
く
、

人
口

規
模

等
も

含
め

て
総

合
的

に
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

。

1
6
9

－
－

－
－

P
6
7
1
・
1
0
～

6
7
5
・
4
の

内
容

が
P

5
7
2
～

5
7
5
と

酷
似

し
て

い
ま

す
。

章
立

て
し

て
い

る
の

で
す

か
ら

、
離

島
ご

と
に

異
な

る
課

題
を

具
体

的
に

記
述

し
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ
う
か

。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
第

３
章

に
お

い
て

は
、

基
本

施
策

ご
と

の
成

果
と

課
題

を
網

羅
し

て
い

る
が

、
第

４
章

に
お

い
て

は
固

有
課

題
の

克
服

に
向

け
た

成
果

と
課

題
に

特
に

焦
点

を
絞

っ
た

構
成

と
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

オ
ー

バ
ー

ラ
ッ
プ

す
る

部
分

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

同
旨

の
表

現
を

用
い

て
い

る
。

　
な

お
、

離
島

ご
と

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

個
別

計
画

で
あ

る
離

島
振

興
計

画
を

別
途

策
定

す
る

予
定

と
し

て
お

り
、

そ
の

中
で

検
討

す
る

。
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別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
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意
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 （
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等

審
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結
　

果

1
7
0

－
－

－
－

離
島

過
疎

地
域

に
お

い
て

は
、

い
わ

ゆ
る

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
、

観
光

公
害

が
起

き
て

い
る

の
で

、
そ

の
対

策
を

ど
う
す

る
か

と
い

う
部

分
も

含
め

て
記

述
が

必
要

で
あ

る
。

こ
れ

か
ら

の
離

島
過

疎
地

域
の

観
光

は
、

数
も

大
事

か
も

し
れ

な
い

が
、

量
か

ら
質

へ
の

転
換

の
取

り
組

み
も

必
要

で
あ

る
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
な

お
、

4
5
5
頁

1
0
行

に
「
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
や

観
光

協
会

等
か

ら
情

報
を

収
集

し
、

課
題

を
整

理
し

た
上

で
地

域
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
を

追
記

す
る

（
№

3
3
参

照
）

　
観

光
客

増
加

等
に

よ
り

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

み
な

ら
ず

、
県

全
域

共
通

の
課

題
で

あ
る

た
め

、
圏

域
別

展
開

の
第

５
章

へ
の

記
載

は
行

わ
ず

、
第

３
章

「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

オ
ー

バ
ー

ツ
リ
ー

ズ
ム

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
情

報
取

集
を

行
い

、
次

期
振

計
に

お
い

て
記

載
を

検
討

す
る

。

1
7
1

－
－

－
－

観
光

の
面

で
は

、
も

っ
と

地
域

の
住

民
が

潤
う
観

光
を

目
指

す
べ

き
で

あ
り

、
そ

う
い

っ
た

記
述

が
必

要
で

あ
る

。
稼

ぐ
力

の
推

進
が

必
要

で
は

な
い

か
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
P

4
4
4
・
3
1
行

目
に

「
こ

の
た

め
、

「
国

際
旅

客
ハ

ブ
」
構

想
な

ど
の

推
進

よ
る

欧
米

等
リ
ゾ

ー
ト

需
要

の
開

拓
を

始
め

、
離

島
観

光
や

広
域

周
遊

観
光

の
促

進
に

よ
り

滞
在

日
数

の
延

伸
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

の
振

興
、

地
産

地
消

の
促

進
な

ど
を

通
じ

て
沖

縄
観

光
の

高
付

加
価

値
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
」
と

記
述

し
て

い
る

。
　

ま
た

、
P

5
8
7
(4

0
行

目
)に

以
下

の
と

お
り

追
記

す
る

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

「
県

外
に

お
い

て
認

知
度

が
低

い
小

規
模

離
島

に
つ

い
て

は
、

島
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

や
魅

力
を

活
か

し
た

誘
致

活
動

に
よ

る
観

光
客

の
増

加
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
の

消
費

額
の

増
加

に
向

け
た

重
点

的
な

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
」
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別
紙
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番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
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 ）
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 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7
2

－
－

－
－

や
ん

ば
る

と
西

表
島

、
奄

美
が

世
界

遺
産

登
録

に
動

い
て

い
る

。
そ

う
で

あ
る

な
ら

ば
、

な
お

さ
ら

観
光

公
害

も
起

き
て

く
る

で
あ

ろ
う
し

、
高

速
道

路
で

許
田

イ
ン

タ
ー

チ
ェ
ン

ジ
を

出
て

名
護

市
内

に
入

る
ま

で
の

慢
性

的
な

交
通

渋
滞

を
解

決
し

な
け

れ
ば

、
テ

ー
マ

パ
ー

ク
で

あ
る

と
か

、
あ

る
い

は
ク

ル
ー

ズ
船

な
ど

、
い

ろ
い

ろ
な

構
想

は
ど

う
に

も
な

ら
な

い
と

思
う
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
な

お
、

4
5
5
頁

1
0
行

に
「
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
や

観
光

協
会

等
か

ら
情

報
を

収
集

し
、

課
題

を
整

理
し

た
上

で
地

域
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
を

追
記

す
る

（
№

3
3
参

照
）

1
7
3

－
－

－
－

観
光

客
が

ほ
と

ん
ど

行
か

な
い

島
が

あ
る

。
そ

の
よ

う
な

島
の

観
光

振
興

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
こ

と
も

考
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
離

島
観

光
活

性
化

促
進

事
業

に
お

い
て

、
宮

古
島

、
石

垣
島

等
の

主
要

離
島

だ
け

で
な

く
、

粟
国

島
、

津
堅

島
等

の
本

島
周

辺
離

島
や

、
多

良
間

島
、

与
那

国
島

等
の

先
島

諸
島

の
離

島
に

つ
い

て
も

、
観

光
振

興
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

引
き

続
き

、
各

離
島

の
状

況
に

応
じ

た
観

光
誘

客
を

進
め

て
い

く
。

1
7
4

－
－

－
－

ス
ポ

ー
ツ

も
含

め
て

文
化

行
政

は
観

光
交

流
と

い
う
意

味
で

も
か

な
り

重
要

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

も
う
少

し
こ

の
あ

た
り

を
強

化
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
地

域
文

化
資

源
の

発
掘

及
び

相
互

交
流

に
つ

い
て

は
、

素
案

本
文

3
6
3
頁

1
7
行

目
～

2
2
行

目
に

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
　

地
域

文
化

資
源

の
発

掘
及

び
相

互
交

流
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
伝

統
行

事
の

保
存

継
承

や
活

用
を

図
る

た
め

、
文

化
公

演
を

開
催

し
、

地
域

の
伝

統
行

事
の

発
信

及
び

活
性

化
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
の

伝
統

芸
能

を
１

所
に

集
め

、
国

立
劇

場
お

き
な

わ
で

披
露

す
る

公
演

を
行

い
、

他
地

域
と

の
比

較
や

交
流

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
県

内
各

地
で

開
催

さ
れ

て
い

る
様

々
な

伝
統

芸
能

・
地

域
行

事
を

は
じ

め
と

し
た

文
化

関
連

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
一

元
化

し
、

情
報

発
信

ツ
ー

ル
と

し
て

Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト

を
開

設
し

た
。

－ 81 －



別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
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 （
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 ）

本
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意
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 （
 修

 正
 文

 案
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 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7
5

－
－

－
－

人
材

確
保

を
具

体
的

に
将

来
予

想
さ

れ
る

こ
と

も
含

め
て

、
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

外
国

の
方

の
就

労
を

ど
う
考

え
る

か
も

今
後

ひ
と

つ
の

大
き

な
鍵

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

そ
れ

も
含

め
て

検
討

い
た

だ
き

た
い

。
－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
外

国
人

材
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

2
1
8
ペ

ー
ジ

の
1
2
行

目
～

1
5
行

目
に

か
け

て
記

載
し

て
お

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
産

業
分

野
を

所
管

す
る

部
局

に
お

い
て

取
り

組
み

を
検

討
し

て
い

る
。

1
7
6

－
－

－
－

「
新

た
に

生
じ

た
課

題
」
に

対
応

す
る

「
新

し
い

概
念

」
が

今
後

の
ま

と
め

作
業

で
必

要
で

は
な

い
か

。
「
観

光
管

理
」
や

「
関

係
人

口
」
と

い
っ

た
新

し
い

概
念

も
取

り
入

れ
て

も
ら

い
た

い
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

「
観

光
管

理
」
に

つ
い

て
は

、
「
新

た
に

生
じ

た
課

題
（
別

紙
２

）
」
と

し
て

取
り

入
れ

る
。

な
お

、
「
関

係
人

口
」
に

つ
い

て
は

、
5
7
8
ペ

ー
ジ

1
4
行

目
に

追
加

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

1
7
7

－
－

－
－

予
算

が
厳

し
い

、
金

の
か

か
る

話
で

国
と

も
大

き
な

交
渉

が
必

要
で

あ
る

と
い

う
感

覚
は

抜
き

に
し

て
、

本
当

に
必

要
な

も
の

を
書

き
込

む
姿

勢
が

大
事

だ
と

い
う
こ

と
で

、
港

湾
の

「
改

良
」
で

は
な

く
「
増

設
」
と

し
た

。
可

能
で

あ
れ

ば
再

考
頂

き
た

い
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
現

在
、

離
島

住
民

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
を

確
保

す
る

た
め

、
港

内
の

静
穏

度
向

上
を

図
り

、
就

航
率

や
荷

役
効

率
の

向
上

に
向

け
て

、
港

湾
施

設
の

改
良

整
備

を
実

施
し

て
き

て
い

る
。

　
新

た
な

港
湾

の
設

置
に

つ
い

て
は

、
現

在
行

っ
て

い
る

静
穏

度
向

上
対

策
の

効
果

を
踏

ま
え

、
整

備
の

あ
り

方
を

見
極

め
る

必
要

が
あ

る
。
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別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
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由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7
8

3 4

5
8
3

～ 5
9
4

6
7
5

～ 6
8
0

－
－

離
島

地
域

の
産

業
振

興
あ

る
い

は
定

住
条

件
の

整
備

の
一

番
ベ

ー
ス

に
な

る
の

が
交

通
イ

ン
フ

ラ
で

あ
る

。
離

島
の

産
業

振
興

を
す

る
上

で
は

、
ま

ず
、

と
に

か
く
島

に
行

け
る

交
通

手
段

が
あ

る
と

い
う
こ

と
が

大
前

提
で

あ
る

。
報

告
書

の
組

み
立

て
上

、
触

れ
ら

れ
て

な
い

と
思

う
が

、
交

通
手

段
が

非
常

に
重

要
で

あ
る

と
い

う
考

え
方

を
ど

こ
か

に
表

現
で

き
な

い
か

。
－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
離

島
航

路
の

確
保

・
維

持
の

重
要

性
に

つ
い

て
は

、
３

章
で

は
「
３

　
希

望
と

活
力

に
あ

ふ
れ

る
豊

か
な

島
を

目
指

し
て

」
の

中
で

「
(1

1
)離

島
に

お
け

る
定

住
条

件
の

整
備

」
と

し
て

記
述

さ
れ

、
４

章
で

は
「
２

　
離

島
の

条
件

不
利

性
克

服
と

国
益

貢
献

」
の

中
で

「
(3

)交
通

基
盤

の
整

備
と

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

強
化

」
と

し
て

記
述

さ
れ

て
お

り
、

同
じ

大
項

目
の

中
で

整
理

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

報
告

書
の

構
成

上
、

重
複

を
避

け
る

観
点

で
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

1
7
9

3 4

5
9
2

～ 5
9
4

6
8
0

～ 6
8
2

－
－

「
 離

島
を

支
え

る
多

様
な

人
材

の
育

成
」
に

海
上

交
通

を
担

う
人

材
育

成
の

視
点

を
追

記
し

て
ほ

し
い

。

離
島

に
お

い
て

、
海

上
交

通
の

安
定

確
保

は
定

住
条

件
の

整
備

や
産

業
振

興
に

よ
る

島
の

活
性

化
を

図
る

う
え

で
必

要
不

可
欠

で
あ

る
が

、
海

上
交

通
を

担
う
人

材
の

確
保

が
厳

し
い

状
況

に
あ

る
。

資
格

取
得

環
境

の
整

備
（
航

路
事

業
者

が
行

う
船

員
育

成
事

業
に

対
す

る
支

援
や

海
技

免
許

取
得

に
要

す
る

経
費

等
を

対
象

と
し

た
補

助
制

度
の

創
設

等
）
や

処
遇

の
改

善
、

育
英

制
度

の
創

設
等

、
県

内
離

島
航

路
に

従
事

さ
せ

る
た

め
の

仕
組

み
作

り
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
離

島
航

路
を

担
う
人

材
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

3
章

及
び

４
章

の
同

じ
大

項
目

の
中

の
記

述
に

お
い

て
、

修
正

す
る

と
し

て
い

る
こ

と
、

ま
た

、
「
離

島
を

支
え

る
多

様
な

人
材

の
育

成
」
に

つ
い

て
は

、
5
9
4
頁

3
6
行

「
近

年
人

手
不

足
が

顕
著

に
な

っ
て

い
る

状
況

を
踏

ま
え

、
（
中

略
）
取

組
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

」
に

包
含

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
等

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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別
紙
１

番
号

章
頁

行
報

 告
 書

 （
 素

 案
 ）

本
 文

意
 見

 （
 修

 正
 文

 案
 等

 ）
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
8
0

3 3 4

4
3
1

5
9
5

6
8
2

4 1
4

2
7

－

「
農

家
民

宿
」
あ

る
い

は
「
民

宿
・
民

泊
」
と

い
う
記

述
が

あ
り

、
「
教

育
民

泊
」
の

表
現

が
全

く
な

い
。

農
林

や
観

光
な

ど
、

分
野

に
よ

っ
て

使
い

方
が

あ
る

と
思

う
が

、
「
農

家
民

泊
」
と

「
教

育
民

泊
」
、

さ
ら

に
は

「
農

家
民

宿
」
と

「
民

宿
・
民

泊
」
な

ど
、

あ
い

ま
い

な
記

述
は

統
一

、
整

理
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
農

林
漁

業
が

家
屋

を
生

か
し

、
農

業
等

体
験

と
宿

泊
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
、

宿
泊

料
を

徴
収

す
る

農
林

漁
業

体
験

民
宿

業
（
通

称
：
農

家
民

宿
）
を

中
心

と
し

た
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ
ズ

ム
を

推
進

し
て

い
る

。
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ
ズ

ム
に

関
す

る
内

容
に

つ
い

て
は

、
「
農

家
民

宿
」
で

統
一

さ
れ

て
い

る
。

　
近

年
、

学
校

が
実

施
す

る
教

育
旅

行
に

お
い

て
民

泊
の

ニ
ー

ズ
が

高
ま

っ
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
受

入
体

制
の

質
的

向
上

を
図

る
た

め
、

平
成

2
9
年

度
に

「
教

育
旅

行
民

泊
取

扱
指

針
」

を
策

定
し

て
お

り
、

当
該

指
針

に
お

い
て

、
教

育
旅

行
で

利
用

さ
れ

る
民

泊
の

名
称

を
「
教

育
旅

行
民

泊
」
と

定
義

し
、

記
述

し
て

い
る

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

1
8
1

3 4
－

－
－

離
島

観
光

の
危

機
管

理
に

つ
い

て
も

、
ど

こ
か

で
触

れ
て

い
た

だ
き

た
い

。

－

【
原

文
の

と
お

り
】

　
台

風
は

こ
れ

ま
で

も
本

島
に

も
離

島
に

も
来

襲
し

て
お

り
、

ま
た

、
地

震
や

津
波

等
の

他
の

観
光

危
機

に
つ

い
て

も
そ

の
危

機
管

理
対

応
は

、
全

県
的

に
行

う
べ

き
も

の
で

あ
る

。
平

成
2
9
年

度
に

は
観

光
危

機
管

理
に

関
す

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

石
垣

島
に

て
開

催
し

て
お

り
、

今
後

も
離

島
を

含
め

た
全

県
的

な
観

光
危

機
管

理
体

制
を

構
築

し
、

安
全

・
安

心
な

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
を

目
指

し
て

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

1
8
2

3 4

5
8
7

6
7
6

3
7

2
9

国
内

外
に

お
け

る
離

島
の

認
知

度
向

上
～

既
存

メ
デ

ィ
ア

広
告

に
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
技

術
を

活
用

す
る

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
技

術
の

活
用

に
よ

り
、

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト

で
離

島
に

強
い

興
味

を
持

つ
ユ

ー
ザ

へ
の

訴
求

が
可

能
と

な
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
既

存
事

業
に

お
い

て
も

、
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

技
術

を
活

用
し

た
、

タ
ー

ゲ
ッ
ト

を
明

確
に

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

を
実

施
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

も
効

果
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

手
法

の
一

つ
と

し
て

実
施

す
る

。
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1
8
3

3 4

5
9
1

6
7
9

3
3

4
1

販
路

拡
大

・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

支
援

～
観

光
情

報
の

み
な

ら
ず

、
宿

泊
予

約
、

現
地

ツ
ア

ー
予

約
、

特
産

品
販

売
等

の
Ｗ

ｅ
ｂ
ポ

ー
タ

ル
整

備
に

よ
り

販
路

拡
大

を
図

る

Ｗ
ｅ
ｂ
ポ

ー
タ

ル
（
地

域
お

こ
し

協
力

隊
等

）
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
よ

る
観

光
客

に
む

け
た

認
知

度
向

上
と

効
率

化

【
原

文
の

と
お

り
】

　
県

に
お

い
て

は
、

「
B

e
,O

ki
n
aw

a」
や

「
お

き
な

わ
物

語
」
、

「
V

is
it
O

ki
n
aw

a」
な

ど
の

沖
縄

の
認

知
度

や
魅

力
向

上
を

図
る

た
め

の
H

P
を

開
設

し
て

い
る

他
、

S
N

S
等

を
活

用
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

て
い

る
。

3 4
1
8
4

【
原

文
の

と
お

り
】

　
学

校
教

育
に

お
い

て
は

、
ＩＣ

Ｔ
の

利
用

を
支

援
す

る
外

部
人

材
と

し
て

ＩＣ
Ｔ

支
援

員
を

導
入

し
て

い
る

。
平

成
3
0
年

度
に

は
2
5
市

町
村

が
小

中
学

校
へ

の
配

置
を

行
っ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

離
島

過
疎

地
域

は
5
市

町
村

で
あ

る
。

　
沖

縄
県

で
は

、
平

成
2
8
年

度
か

ら
6
0
校

全
て

の
県

立
高

等
学

校
に

巡
回

配
置

し
て

お
り

、
教

員
の

ＩＣ
Ｔ

活
用

指
導

力
の

向
上

に
役

立
て

て
い

る
。

ＩＣ
Ｔ

支
援

員
の

主
な

業
務

と
し

て
、

ＩＣ
Ｔ

機
器

の
設

定
や

操
作

説
明

、
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

、
ＩＣ

Ｔ
機

器
や

教
材

の
紹

介
と

活
用

の
助

言
、

デ
ジ

タ
ル

教
材

作
成

等
の

支
援

、
ＩＣ

Ｔ
機

器
を

活
用

し
た

授
業

時
に

お
け

る
教

員
の

サ
ポ

ー
ト

等
が

あ
る

。
　

学
校

現
場

か
ら

は
、

教
員

が
授

業
に

ＩＣ
Ｔ

機
器

を
積

極
的

に
活

用
す

る
姿

勢
が

見
ら

れ
、

ま
た

、
ＩＣ

Ｔ
機

器
を

活
用

し
た

授
業

で
は

、
生

徒
が

課
題

に
積

極
的

に
取

り
組

む
等

、
学

習
意

欲
の

高
揚

を
実

感
し

て
い

る
と

の
声

が
上

が
っ

て
い

る
。

　
離

島
過

疎
地

域
の

学
校

に
お

け
る

ＩＣ
Ｔ

支
援

員
の

活
用

強
化

等
、

今
後

の
方

向
性

に
つ

い
て

市
町

村
と

意
見

交
換

を
行

っ
て

い
く
。

　
こ

の
こ

と
か

ら
、

現
時

点
で

は
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

教
育

IC
T
に

関
す

る
人

的
リ
ソ

ー
ス

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
図

書
、

生
涯

E
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
の

整
備

を
離

島
地

域
全

体
で

シ
ェ
ア

し
て

利
用

で
き

る
仕

組
み

の
構

築
も

一
案

と
考

え
る

。

教
育

IC
T
活

用
の

整
備

に
加

え
離

島
地

域
全

体
で

の
情

報
共

有
を

実
施

す
る

地
域

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
多

様
な

人
材

育
成

～

4
1 3

5
9
3

6
8
2
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別
紙

２

分
　

　
野

課
　

　
題

　
　

の
　

　
内

　
　

容
課

　
題

　
設

　
定

　
の

　
考

　
え

　
方

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

の
関

連
箇

所
備

　
　

考

環
境

保
全

海
岸

漂
着

ご
み

を
含

め
た

離
島

の
廃

棄
物

処
理

（
問

題
）
継

続
的

に
漂

着
す

る
海

岸
漂

着
物

が
、

海
岸

に
お

け
る

良
好

な
景

観
及

び
環

境
並

び
に

海
洋

環
境

の
保

全
を

図
る

上
で

深
刻

な
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

。
ま

た
、

離
島

の
廃

棄
物

処
理

は
、

処
理

施
設

の
建

設
コ

ス
ト

が
割

高
に

な
る

構
造

的
不

利
性

に
加

え
、

島
内

で
処

理
で

き
な

い
廃

棄
物

が
処

理
コ

ス
ト

を
押

し
上

げ
る

要
因

と
な

っ
て

い
る

。

（
課

題
）
特

に
緊

急
性

の
高

い
「
危

険
・
有

害
な

海
岸

漂
着

物
」
に

つ
い

て
、

早
急

に
実

態
を

把
握

し
、

対
策

に
要

す
る

措
置

を
国

に
求

め
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
離

島
の

廃
棄

物
処

理
は

、
支

援
を

拡
充

す
る

必
要

が
あ

る
。
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ー
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価
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港

地
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済
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果
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併
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て

、
良

質
な

観
光

を
確

保
す

る
「
観

光
管

理
」
）
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進
め

る
必

要
が

あ
る
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自由意見の一覧（離島過疎地域振興部会） 

 

 

【環境保全】 

１ 海岸漂着ごみは、市町村や県だけでは対応できないため、

国と連携して対応する必要がある。 

  

２ 海岸漂着ごみは、黒潮に乗って与那国島と台湾の間を通っ

ていく。海岸漂着ごみを全て与那国島で回収すれば、おそら

く沖縄全域にはいかない。また、離島で産業廃棄物処理業者

をつくる仕組みがほしいが、なかなか捗らない。海岸漂着ご

みと離島の産業廃棄物を処理するために県が焼却船を計画し

てはどうか。 

 

３ ３Ｒ（リデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、リサイ

クル（Recycle））の推進に、外からごみを持ち込ませないと

いうリフューズ(Refuse)を入れて、４Ｒとするか検討が必要

である。 

 

 

【離島振興（定住条件整備）】 

 １ 人口減少について、自然増を上回る社会減が沖縄の小規模

離島の実状である。これまで以上に人口減少が加速していく

ことを想定する必要がある。 

 

２ 小規模離島、あるいは過疎地域の小中学校を存続すること

について、離島過疎地域の切実で切迫した重要課題に位置づ

ける必要がある。 

 

３ 教育のＩＣＴ化について、一番必要とされるのはＩＣＴ支

援員（導入する際の支援）である。加えて、導入した機材の

故障や経年劣化による更新に多大なコストがかかることも考

－ 87 －
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える必要がある。 

 

４ 島の暮らしをより便利に、より豊かにしていくことが重要

である。キャッシュレスの事業やＡＩ運行バスなど、効果を

検証しながら、効果が高いものは他の島に展開する必要があ

る。 

  

 ５ インターネットを介して島外の方々との協力体制構築、課

題解決をしていけるネットワークが必要である。 

 

６ 交通コストの軽減事業が始まって、離島の住民から移動が

非常に気軽になったと評価されている。今後も継続が必要で

ある。 

  

 ７ 離島の船賃の補助について、更に補助すること、離島住民

以外も対象とすることを検討する必要がある。 

  

 ８ 那覇と宮古、先島の旅客カーフェリーの復活を検討する必

要がある。 

  

 ９ 海上交通は、道路と同様に考えて整備しないと、離島振興

は成り立たないのではないか。次の振興計画に生かしていく

ためにも、総点検報告書の中にきちんと書き込むことが大事

である。制度をつくったり、予算を確保したりするために

は、計画にきちんと落とし込まれている必要がある。 

  

 10 離島航路の船舶の出入港に課題があるので、早急に静穏度

の対策が必要である。 

  

 11 生活インフラ整備については、ハードの問題として地元自

治体の負担となる水道、発電、ごみ処理場、港湾・空港など

の各種インフラ整備への支援のほか、ソフトの問題として各

－ 88 －
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離島における固有の課題（例えば防災、医療、教育など）に

ついて、課題の掘り起こしと解決に向けた情報交換、課題共

有、計画立案・実施への支援が必要である。 

 

12 離島ではガソリンの値段を下げるだけではなく、備蓄対策

も必要である。また、ソーラーシステムを活用して、レンタ

カーを全て電気自動車にするなど、ガソリンだけに頼らない

ことも必要である。 

  

 13 ５Ｇが活用できれば、離島に医師がいなくても遠隔での診

療が可能になるため大きく期待できるが、インフラを構築す

るまでにはかなりの期間を要し、コストもかかる。５Ｇが活

用できればできることは多くなるが、今できることをする必

要がある。現在のＬＴＥでもできることで、島における課題

を解決していく必要がある。 

 

14 定住という観点から、島にいる人より島を出た人を調査す

る必要がある。 

 

 15 地域づくり団体の表彰は、継続的に行う必要がある。 

 

 16 離島の医療体制について、離島医療センターの設置など、

離島にきめ細かく対応していく仕組みが必要である。 

 

 17 医療職の安定的な供給には、非常に危機感がある。医師と

同時に保健分野、医療分野をどうサポートするかが大きな課

題となってきている。 

専門人材、とりわけ医療関係の人材について、島々でどの

ように調達するかが非常に重要であり、今後考えていく必要

がある。 

 

 18 現在 20 カ所ある離島診療所は明日にでも医師不在となりう
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る。それにどう対応するのかリスク管理がなされていない。

医師一人体制の離島診療所 20 カ所の医師定数が 20 人という

ことに危機感がある。離島医療を取り巻く環境が激変する中

で 10 年後、20 年後、30 年後の離島医療体制のグランドデザ

インをどう描くのか、その作業を始めても良い時期に来てい

るのではないか。これからどう議論していけばいいのか、ど

うすれば 21 世紀ビジョン基本計画に反映できるのか、そこが

一番の課題である。 

  

 19 保健医療計画では、「継続的に支援を充実強化させていく

必要があります。」と繰り返し述べられているが、それをい

つ、どのようにするのか明確にされておらず、意見を出す場

もない。解決策に結びつく仕組みづくりが必要である。 

  

 20 離島医療は、島で定住する上で「安心」に繋がる一つのポ

イントである。診療所があり、そこに医師がいるという安心

感は重要な点なので、今後も議論を深める必要がある。 

  

 21 離島過疎地域における医療提供体制は本県の特徴である医

師一人体制であるがゆえの脆弱性を内在している。全国的な

医師不足や働き方改革など、医療界を取り巻く環境が激変す

る中で、一刻も早く、その脆弱性に対応できる仕組みを確立

する必要がある。 

  

 22 離島医療は喫緊の課題である。解決策について、県、離島

医療振興協議会、各離島の首長を含めた協議の場を設け、徹

底的に議論する必要がある。 

 

23 介護サービスでは、高齢者が集まって楽しむだけではな

く、仕事をしてお金を得ることも必要である。離島は高齢化

率が高いが、70 代、80 代現役という考え方もあるため、元気

な高齢者をどう活用していくかという点を政策に生かしてい

－ 90 －
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く必要がある。 

 

24 本島で仕事がなく島に戻ってくるが、島でも仕事がないた

め親の年金で酒を飲んで生活するなど、アルコールが大きな

問題になっている島がある。離島では、野菜をつくったら交

際用として近所に配るという話もあったが、その野菜を販売

・換金できる仕組みをつくる必要がある。 

 

25 県内外からの I ターンには、農家や従業員の宿舎の確保、

空き家の活用が必要である。非農家出身の青年層は、農業に

従事したことがない、離島出身ではない人である。離島にき

たら、まず、生活面をどう支えるか（宿舎が必要である）

が、離島宿舎がほとんどない。これは農業の問題だけでな

く、離島であるがゆえの問題である。全国的には移住・定住

対策として空き家の活用が行われているが、沖縄の離島でも

それが必要である。 

 

 

【離島振興（産業振興）】 

１ 離島毎にどのような観光が望ましいのか考えていく必要が

ある。観光客数、観光収入など、島単位の実態をおさえられ

ないと目標が立てられない。 

  離島の観光リゾート産業の振興は、島によって事情や条件

が違うため、島別の入込客数、消費額、滞在期間などが整理

されないと、実態に即した目標が立てられないのではない

か。目標を立てるためにはこのような基礎データが重要で、

県庁内において部局間でデータを共有し、集約することが必

要である。 

  

２ 地元の収益を拡大する必要がある。具体的な方策の１つと

して、第三種旅行業者という資格制度がある。平成 19 年５月

の旅行業法改正により、一定の条件を充たすと国内の募集型
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規格旅行を実施できるようになった。着地型観光開発プログ

ラムの担い手として、第三種旅行業者は重要な切り口で、特

に離島の旅行業・観光業の主体になり得るものである。 

  

３ 寄港回数の増加だけを指標としている目標値の設定には違

和感がある。激安の料金で募集をかけた買い物ツアー、悪質

な囲い込みツアーなど、寄港地の利益に結びつかないものが

東南アジアなどで行われており、クルーズ船の寄港に規制や

制限をかける都市や地域がいくつも現れてきている。単に数

を増やしていくという目標の設定ではなく、クルーズ船につ

いて総合的な分析や評価、寄港地周辺の経済効果と併せて、

良質な観光を確保するための「観光管理」の視点を取り入れ

る必要がある。 

 

４ 離島で外国人の受入拡大に向けた取組みを推進する場合

は、宿泊業の技能測定試験、日本語能力試験の両方に合格し

た人材を受け入れることとなり、適切な雇用契約、適正な受

入機関、支援体制、支援計画、その他、外国人の受け入れに

伴う生活、住宅、言語面のサポートを含めて条件を整える必

要がある。人手不足を補うための単なる労働力ではなく、生

活者として外国人を受け入れる体制が不可欠である。地域社

会との関わりを抜きに、安直な受け入れは進めるべきではな

い。「多様な人材の就業促進」、「職業能力の向上」、「労

働環境・処遇改善に向けた取組の強化」といった取組がより

重要である。 

  

５ 外国人観光客は非常に重要になっているため、指標に反映

させる必要がある。 

  

６ 国内客離島訪問者の満足度の上昇は、国内客の離島訪問率

とは必ずしも比例していないと思われる。そのため、国内客

の離島訪問率上昇、あるいは、着地型観光客数の増加に向け

－ 92 －
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た、より精度の高い指標の作成について検討する必要があ

る。 

   

７ 観光振興を図る上で更に地域が潤う仕組みづくり、そして

その地域に稼ぐ力をつけさせることも必要である。 

 

８ 久米島の海洋深層水施設活用は、離島・過疎地の振興発展

に大変有望な構想である。 

  

９ 砂糖の取り扱いについて、含蜜糖と分蜜糖を一緒に取り扱

っているが、離島の場合は含蜜糖を別に取り扱ってほしい。

含蜜糖は在庫が 3,000 トン余りあって、危機的な状況であ

る。離島にとっては、サトウキビ農家の死活問題に繋がる可

能性がある。 

 

10 沖縄はイメージがよい（優位性がある）。リモートワーク

やビジネスで長期滞在される方を集められる。 

 

11 テレワークには、ＩＴを活用するということと、遠隔地の

デメリットを解消するという意味合いがある。特に離島はテ

レワークについて重点的な支援を講じることが望まれる地域

である。 

 

 

【人材育成】 

１ 離島・過疎地域で一番大きな課題として挙げられるのがマ

ンパワー不足で、担い手、人材の育成こそが離島・過疎地域

の発展に繋がるキーワードである。 

  

２ 高齢者もＩＴ教育をしてほしい。「葉っぱビジネス」は、

高齢者がＩＴを学習して事業を起こしている。ＩＴ教育は全

世代に対して行う必要がある。 

－ 93 －
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３ 離島過疎地域においては、観光だけではなく、農業や工芸

を含めた人材育成、産業の活性化をしっかりと継続していか

なければならない。「離島の活性化を担う人材育成」をどう

促進していくか、より具体的な施策をどうしていくか検討す

る必要がある。また、農林水産業と観光が両立して地域を振

興していくことが必要である。農業を含めた産業の振興にお

いて担い手不足はかなり深刻なので、人材をどう確保してい

くかが重要である。人口減少社会の中で、しっかりと担い手

不足の対策をしていく必要がある。 

 

４ 国が海洋教育（海事教育）に力を入れてきている。小学

校、中学校等、低学年から海に関わる教育をするためには船

に馴染む環境整備が必要である。 

  

５ 後継者、人材育成・確保の問題は、集中して議論してほし

い。総合部会などで、専門家を集めてこのテーマに絞って議

論する必要がある。これは離島過疎地域振興部会だけではな

く全部会に、沖縄だけではなく日本全体に繋がる問題であ

る。どのような人材をどのように育成すればよいかというこ

とは喫緊の課題である。 

  

６ 「地域」においてどのように人材を育成していくか、しっ

かりと考える必要がある。 

 

 

【交流】 

１ 離島の新たな振興の中で、国際貢献的な側面を今後しっか

り取り組んでいくということであれば、主な成果指標の中

に、ＪＩＣＡの離島での研修を入れる必要がある。 

  

２ 「離島観光・交流促進事業（島あっちぃ事業）」と「沖縄

－ 94 －
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離島体験交流促進事業」は、大変有意義な事業である。離島

の状況や素晴らしさについて沖縄本島の方の理解が深まる。

観光だけではなく、島の課題に関わっていきたいという意識

が生まれる一つのきっかけになる。この事業はぜひ継続し、

進化させる必要がある。 

  

３ 「交流人口」だけでなく「関係人口」や「県外」など、別

の観点・キーワードからのアプローチが必要である。「社会

的サービスや集落機能を維持する持続可能な地域づくり」と

いう意味合いで「離島留学」を捉え直し、地域社会の維持、

離島・過疎地域の存続のための切実な取組みとして、また、

「関係人口」を創出する具体的な取組みとして、改めて「離

島留学」を評価し、適切に位置づける必要がある。 

  

４ Ｉターンの場合は、受け入れる側にも入る側にもハードル

が高い。その点を理解した上で、移住政策をしていく必要が

ある。そのためには、「関係人口」に重点を置いていく必要

があり、沖縄県が行っている「島あっちぃ事業」は、関係人

口づくりによい。そのほか離島留学も支えていく必要があ

る。離島留学について、受入側の運営サポートと広報は、行

政側で十分支援できる内容であるため、今後、考えていく必

要がある。 

  

５ 本島に住むウチナーンチュが離島に行って交流する、見聞

きするなどのシステムを考える必要がある。 

 

 

【全分野】 

１ 新たな振興計画を立てるに当たり、現状や不足している点

等を把握する必要がある。 

  

２ 沖縄周辺の離島と遠隔の離島は、区別していく必要があ
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る。 

  

３ 振興計画では、ハードを整備し、それがソフトとどう繋が

っているのか、あるいはハード・ソフトが一体となって振興

しているか分析が不足しているので、更に分析する必要があ

る。 

  

４ 現行の過疎地域自立促進特別措置法は、令和２年度で期限

を迎える。沖縄は 10 年遅れで過疎の指定がなされたため、そ

の 10 年の遅れについて、どのように訴えていくかということ

を含め、県と過疎町村が一体となって知恵を絞る必要があ

る。 

  

５ 過疎対策事業債について、平成 22 年の過疎地域自立促進特

別措置法改正から、ハード事業のみでなくソフト事業も対象

となった。地域医療の確保や交通手段の確保、集落の維持、

活性化等についてもソフトの過疎対策事業債が認められるよ

うになったが、うまく活用している過疎町村とそうでない町

村がある。県と町村が一体となって過疎対策事業債を活用で

きるように努力する必要がある。 

  

６ 他県の離島地域、奄美、沖縄、それぞれ人口に対してどの

程度予算がついているのか、一度調べる必要がある。 

 

７ 圏域別の取組の中で、沖縄本島中南部への一極集中はこれ

からますます進むことが予測される。離島・過疎地域と、沖

縄本島中南部の地域間格差をどうしていくかということも大

きな課題である。 

 

８ 指標や目標を抜本的に見直せる機会は、総点検の時期しか

ないのではないか。適切な指標と目標のあり方に関わる論議

は、既にこの段階から始まっている。この点を申し送りとし
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て明確にした上で、今後の作業にもきちんと繋げていく必要

がある。 

 

９ 離島毎に異なるニーズをきめ細かく把握すること、併せ

て、その共通の解を検討し、対策や仕組みに反映することが

必要である。これは、定住条件に限らず、産業振興、人材育

成、すべてのジャンルに求められる、実効的な施策・事業の

前提である。今回の総点検を機に、そのような取組みの方向

性を明確にする必要がある。 

 

10 教育や移住定住策など、単年度あるいは２～３年度で成果

を出しにくい問題が多数ある。特に離島地域では、ＫＰＩの

設定の仕方や、単年度あるいは２～３年度では成果が出にく

い分野に関してどうするか考える必要がある。 

 

11 オーバーツーリズムの概念とそれに関わるデータの整理、

何をもってオーバーツーリズムというのかきちんと整理して

おく必要がある。特にＳＤＧｓとの関連で、ＳＤＧｓは 2030

年を目途に行動計画がつくられているため、それに向かって

10 年後の姿を描き、オーバーツーリズム問題、環境問題を視

野に入れる必要がある。 

 

12 小さな離島で、驚くほど変化を見せる島がある。竹富が島

の景観を守ろうとしているように、他の島でも何らかの規

制、島の雰囲気を守る体制を県が一緒に考えていく必要があ

る。 

 

13 予算をかけてインフラを整備するだけではなく、現在ある

ものをフルに活用する方法を考えていくことも必要である。 

 

14 成果指標については、「観光人材育成研修受講者数」と

「離島における新規就農者数（累計）」、「離島における工
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芸産業従事者数（累計）」が記載されているが、新規事業を

興すための様々な取組みを行っていると想定されるので、人

材育成の目標とする指標をこの中に入れ込む必要がある。 

 

15 限られた予算で新たな課題を解決していくことに直面した

場合には、県庁内で連携することが重要である。共通のビジ

ョンを持つこと、それを話し合う会議を定期的に持つことが

必要である。それによって、次の振興計画の中でうまく仕組

みをつくることや、より強力で有効かつ柔軟な施策を打つこ

とができるようになる。 

  

16 各部会を横につなげた総合的な議論はこれからだが、離島

過疎地域振興部会は全部会と繋がっているため、産業振興に

しても、環境問題にしても、ツーリズムにしても、引き続き

調整が必要である。 

  

17 総点検報告書の第４章は、「克服すべき沖縄の固有課題」

とまで言い切って、「離島の条件不利性克服と国益貢献」を

特出ししているが、第３章の再掲のみでは寂しく、内容も不

十分である。第３章等の内容を踏まえて、さらに深掘りした

内容に充実させる必要がある。今回の総点検の検討作業では

仕方がないかもしれないが、次の振興計画では、第３章・そ

の他の内容をさらに深掘りして、より充実した計画にする必

要がある。 
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